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Ⅰ 教育委員会

１．教育委員会の制度としくみ

（１）教育委員会の制度

昭和 年 月、「教育委員会法」が制定され、世田谷区は、昭和 年 月に教育委員会を設置しました。

昭和 年 月、「教育委員会法」が廃止され、替わって教育委員の選出方法、財政権限、地方公共団体にお

ける地位を主な改正点とした「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が制定されました。

平成 年 月には、改正「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が施行され、委員長と教育長を一

本化した新たな責任者（新教育長）を置くなど、教育委員会の権限と責任がいっそう明確にされました。なお

世田谷区では、平成 年 月 日から、この新制度に基づく組織となりました。

（２）教育委員会のしくみ

教育委員会は、学校等の管理、組織編成、教育課程、教科書その他の教材の取扱いの他、社会教育、学術、

文化などに関する事務を管理、執行するため、地方公共団体が設置する合議制の執行機関です。また、改正法

に基づき設置された総合教育会議では、区長の策定する教育行政の大綱に関する協議・調整などを行います。

教育委員会の組織は、区長が区議会の同意を得て任命する、教育長及び 人の委員をもって構成されていま

す。教育長職務代理者は教育長が委員の中から指名し、教育長に事故があるとき、又は教育長が欠けたときに、

教育長の職務を行います。教育長の任期は 年、委員の任期は 年です。

教育長及び教育委員

渡部教育長 澁澤委員

（教育長職務代理者）

中村委員 鈴木委員 坂倉委員

令和 年 月 日現在

職 名 氏 名 任 期

教 育 長
渡 部 理 枝

（わたべ りえ）

自 令和 年 月 日 至 令和 年 月 日

（ 年） （ 年）

教 育 長

職務代理者

澁 澤 寿 一

（しぶさわ じゅいち）

自 令和 年 月 日 至 令和 年 月 日

（ 年） （ 年）

委 員
中 村 豊

（なかむら ゆたか）

自 令和 年 月 日 至 令和 年 月 日

（ 年） （ 年）

委 員
鈴 木 奈保子

（すずき なおこ）

自 令和 年 月 日 至 令和 年 月 日

（ 年） （ 年）

委 員
坂 倉 杏 介

（さかくら きょうすけ）

自 令和 年 月 日 至 令和 年 月 日

（ 年） （ 年）
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（３）教育委員会の会議

定例会を原則として毎月 回（第 ・第 火曜日）開催するほか、臨時会を開催しています。

令和４年度教育委員会開催状況

月 日 会 議 名 議 事 件 名

月 日 第 回定例会 議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区立池之上小学校改築工事請負契約

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区立池之上小学校改築電気設備工事請負契約

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区立池之上小学校改築空気調和設備工事請負契約

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区立池之上小学校改築給排水衛生設備工事請負契約

報 告 令和４年第１回区議会定例会における議案の審査結果について

・令和３年度一般会計補正予算案（第８次）（教育委員会事務局所管分）及び

令和３年度学校給食費会計補正予算案（第２次）

・令和４年度一般会計予算案（教育委員会事務局所管分）及び令和４年度学校

給食費会計予算案

・職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

・幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

・世田谷区学童クラブ条例の一部を改正する条例

令和４年度幼稚園、小学校周年行事の日程について

損害賠償請求事件の判決について

住民訴訟の判決について

争訟事件の発生について

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償請求事件に係る和解）

教育総合センターメッセ等の実施結果について

令和４年度学力調査の実施について

青少年委員の委嘱について

世田谷区スポーツ推進計画 調整計画の策定について

資 料 配 付 令和４年度世田谷区組織図

令和４年度世田谷区管理職一覧

世田谷区教育・保育実践コンパス

令和４年度 学校を地域で支えるしくみ

新・才能の芽を育てる体験学習

令和３年度 青少年委員の活動

教育会館及び図書館の臨時休館

月 日 第 回定例会 議案第 号 幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部を改正する規則

報 告 令和４年度川場移動教室について

令和４年度の学級編制について

世田谷区立砧小学校・砧幼稚園改築基本構想の一部見直しについて

世田谷区立小・中学校、児童・生徒及び教職員のＩＣＴ活用に関する実態調査について

区立幼稚園及び小・中学校、新ＢＯＰ学童クラブでの医療的ケア児の円滑な

受け入れに向けた検討について

令和４年度の部活動支援の取組みについて

梅丘図書館改築に向けた取組みについて

各課行事予定について

議案第 号 審査請求に係る行政不服審査会答申に対する事案裁決

議案第 号 審査請求に係る行政不服審査会答申に対する事案裁決

議案第 号 世田谷区立小学校副校長の任命内申

月 日 第 回定例会 報 告 「第２９期世田谷区社会教育委員の会議」の活動報告について

資 料 配 付 令和４年度教育要覧

世田谷区立教育総合センターだより（第３号）

月 日 第 回定例会 議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 第３０期世田谷区社会教育委員の委嘱

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区立瀬田小学校一部校舎解体工事請負契約

報 告 令和４年第１回区議会臨時会における議案の審査結果について

・世田谷区立池之上小学校改築工事請負契約

・世田谷区立池之上小学校改築電気設備工事請負契約
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月 日 会 議 名 議 事 件 名

（続き） ・世田谷区立池之上小学校改築空気調和設備工事請負契約

・世田谷区立池之上小学校改築給排水衛生設備工事請負契約

令和４年第１回区議会定例会及び予算特別委員会における質問について

令和４年度 学校基本調査の結果について

小・中学校給食用食材高騰に伴う食材費支援について

令和４年度教科書展示会の開催について

「せたがや探究的な学び」の取組みと今後の推進について

令和４年度の乳幼児教育支援センターの取組みについて

令和４年度における民間事業者との協働によるオンラインを活用した不登校

児童・生徒への支援について

不登校特例校分教室「ねいろ」の開設後の運営状況について

分身ロボット を活用した医療的ケア児の学校活動への参加にかかる研究の継続実施について

各課行事予定について

資 料 配 付 調べ学習に挑戦！！子ども読書リーダー

月 日 第 回臨時会 議案第 号 令和４年５月３１日付及び６月１日付 教育委員会事務局幹部職員の人事

月 日 第 回定例会 議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

令和４年度一般会計補正予算案（第２次）（教育委員会事務局所管分）及び

令和４年度学校給食費会計補正予算案（第１次）

報 告 放課後児童健全育成事業の運営方針（素案）の検討状況等について

魅力ある図書館づくりに向けた検討状況等について

月 日 第 回定例会 議案第 号 令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施方針

議案第 号 幼稚園教育職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 第３０期世田谷区社会教育委員の委嘱

報 告 令和４年第２回区議会定例会における議案の審査結果について

・令和４年度一般会計補正予算案（第２次）（教育委員会事務局所管分）及び

令和４年度学校給食費会計補正予算案（第１次）

・世田谷区立瀬田小学校一部校舎解体工事請負契約

・幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

世田谷区子どもの人権擁護機関「せたがやホッと子どもサポート」の令和３年度活動報告について

令和４年度世田谷区総合教育会議の実施について

令和５年度 指定校変更の制限について

損害賠償請求控訴事件について

旧池尻中学校跡地活用に伴う池尻小学校の校庭整備について

令和５年度 自閉症・情緒障害特別支援学級（小学校）の開設について

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

各課行事予定について

資 料 配 付 令和４年度版事業概要 教育のあらまし「せたがや」

世田谷区の教育

せたがやの学校保健

第１２回世田谷子ども駅伝大会の実施

世田谷区立教育総合センターだより（第４号）

令和４年度 平和都市宣言記念事業 ピースセミナー

わくわくサマープラン２０２２

第２５回アドベンチャーｉｎ多摩川いかだ下り大会

「世田谷のとしょかん」

１０代向け講演会「イラストレーター佐竹美保さんの挿絵と装画ができるまで」

月 日 第 回定例会 報 告 損害賠償請求事件に係る和解について

令和３年度指定管理施設に係る事業報告について（文教常任委員会所管分）

資 料 配 付 世田谷区総合教育会議の開催

いじめ防止基本方針の改定

世田谷区立教育総合センターだより（第５号）

１０年後の子どもたちにも読んでほしい！本のＰＯＰ作品募集！

月 日 第 回定例会 議案第 号 幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則

報 告 次期世田谷区教育ビジョン策定の考え方について

車載モニター損壊事故に係る損害賠償額の決定について

住民訴訟控訴事件について

世田谷区いじめ問題対策専門委員会について

区立幼稚園集約化等計画 案 について

国登録有形文化財（建造物）の登録について

世田谷区立図書館運営協議会の設置等について
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月 日 会 議 名 議 事 件 名

（続き） 新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

各課行事予定について

資 料 配 付 教育広報紙「せたがやの教育」１１５号

「ざ・ちゅうおう ぷれす」 第１０４号（２０２２年７月号）

月 日 第 回臨時会 議案第 号 世田谷区立小学校副校長の任命内申

月 日 第 回定例会 採択第 号 令和５年度使用世田谷区立小学校教科用図書の採択

採択第 号 令和５年度使用世田谷区立中学校教科用図書の採択

採択第 号 令和５年度使用世田谷区立小・中学校特別支援学級教科用図書の採択

報 告 令和４年第２回区議会定例会（代表・一般）における主な質問について

日光林間学園実施における新型コロナウイルス感染等により不参加となった児童分のキャンセル料の

公費負担について

令和５年度区立幼稚園・認定こども園（幼稚園枠）新入園児募集の実施について

放課後児童健全育成事業の運営方針（案）及び時間延長モデル事業について

奥沢区民センター及び奥沢図書館の仮移転について

各課行事予定について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第６号）

令和４年度 学校おはなし会ボランティア講座（入門）

第十三回 読書の秋の講演会 落語と読書

月 日 第 回臨時会 議案第 号 令和４年８月３１日付及び９月１日付 教育委員会事務局幹部職員の人事

月 日 第 回定例会 議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

令和４年度一般会計補正予算案（第３次）（教育委員会事務局所管分）及び

令和４年度学校給食費会計補正予算案（第２次）

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

令和３年度一般会計決算（教育委員会事務局所管分）及び令和３年度学校給食費会計決算

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部を

改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区学童クラブ条例の一部を改正する条例

報 告 自動車事故の発生について

世田谷区債権管理重点プラン（平成３０～令和３年度）の実施結果について

世田谷区立奥沢中学校改築整備方針について（区立奥沢中学校・区立児童館との一体整備）

小学校の学校主事業務の民間委託について

小中学生の国際交流事業について

民間の放課後児童健全育成事業の誘導に向けた新たな補助事業の実施について

中学校部活動の地域移行に係るあり方検討及び今後の取組みについて

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第７号）

令和４年度 ―世田谷の教育相談誌―

文字・活字文化の日記念講演会「池澤夏樹が語る 国の針路と個人の力 沖縄を例として」

図書館コンサート‘２２

月 日 第 回定例会 報 告 令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果について（速報）

不登校特例校分教室「ねいろ」の入室状況等について

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について
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月 日 会 議 名 議 事 件 名

（続き） 各課行事予定について

月 日 第 回定例会 請願の審査 英語スピーキングテスト（ＥＳＡＴ Ｊ）の中止と、ＥＳＡＴ Ｊの結果を都立高校入試に導入すること

の見送りを、都教育委員会に働きかけることを求める請願

報 告 「世田谷区教育委員会の権限に属する事務の委任等及び補助執行に関する規則」第２条の２による教育

長の臨時代理について

・幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則

・幼稚園教育職員の期末手当に関する規則

・幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則

令和５年度区立幼稚園・認定こども園（幼稚園枠）新入園児募集結果について

資 料 配 付 世田谷区総合教育会議の開催

世田谷区立教育総合センターだより（第８号）

報 告 審査請求書の提出について

月 日 第 回定例会 報 告 令和４年第３回区議会定例会における議案の審査結果について

・令和４年度一般会計補正予算（第３次）（教育委員会事務局所管分）及び

令和４年度学校給食費会計補正予算（第２次）

・職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

・職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

・職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例

・職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

・職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例

・幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

・幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

・外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部を改正する条例

・公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

・世田谷区学童クラブ条例の一部を改正する条例

・令和３年度一般会計決算（教育委員会事務局所管分）及び令和３年度学校給食費会計決算

令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の進捗状況

について

各課行事予定について

資 料 配 付 令和４年度「世田谷区家庭読書の日」記念講演会

月 日 第 回定例会 報 告 議会の委任による専決処分の報告（自動車事故に係る損害賠償額の決定）

損害賠償請求控訴事件の判決について

令和５年度以降の食品の放射性物質検査について

住民訴訟控訴事件の判決について

小学校の学校主事業務の民間委託の今後の進め方について

損害賠償請求控訴事件の判決について

「キャリア・未来デザイン教育」の推進について

学習用タブレット端末における保護者向けスクリーンタイム機能の提供について

世田谷区学校緊急連絡情報「すぐーる」の運用変更について

区制９０周年事業 教育総合センターメッセについて

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第９号）

第７４回人権週間記念事業「講演と映画のつどい」

報 告 審査請求に係る弁明書の提出について

月 日 第 回定例会 議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

令和４年度一般会計補正予算案（第５次）（教育委員会事務局所管分）

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区学童クラブ条例の一部を改正する条例

議案第 号 世田谷区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則

議案第 号 世田谷区教育委員会公共施設の共通使用手続に関する条例施行規則の一部を改正する規則

報 告 令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施につ

いて（第１回）

梅丘図書館改築の取組みについて

各課行事予定について

資 料 配 付 「ざ・ちゅうおう ぷれす」 第１０５号（２０２２年１１月号）

月 日 第 回定例会 報 告 令和４年第４回区議会定例会における議案の審査結果について

・令和４年度世田谷区一般会計補正予算（第５次）（教育委員会事務局所管分）

・世田谷区学童クラブ条例の一部を改正する条例

・幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

・会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

・世田谷区教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例
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月 日 会 議 名 議 事 件 名

（続き） ・職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例

令和４年第３回区議会定例会及び決算特別委員会における質問について

令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施につ

いて（第２回）

区立学校における会計事故の発生について

世田谷区立弦巻中学校校舎棟改築基本構想について

区議会提出議案の意見聴取に対する教育長の臨時代理による決定について

・幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

・会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

・世田谷区教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例

・職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例

世田谷区教育委員会規則一部改正に対する教育長の臨時代理による決定について

・幼稚園教育職員の期末手当に関する規則

・幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則

令和５年度区立小・中学生海外派遣事業の公募について

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第１０号）

第１３回世田谷ガリレオコンテスト

第４４回新年子どもまつり

わくわくウィンタープラン

第１７回世田谷区子ども読書活動推進フォーラム「戦争と児童文学」

報 告 児童・生徒の生活指導案件について

月 日 第 回定例会 議案第 号 世田谷区教育委員会非常勤職員の設置に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則

議案第 号 教職調整額に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 幼稚園教育職員の管理職員特別勤務手当に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 義務教育等教員特別手当に関する規則の一部を改正する規則

報 告 令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施につ

いて（第３回）

世田谷区立砧小学校・砧幼稚園改築事業について

区立小・中学校における普通教室等の空調設備の更新について

令和４年度東京都教育委員会職員表彰被表彰者の決定について

区制９０周年事業 教育総合センターメッセ等の実施結果について

新ＢＯＰ学童クラブの実施時間延長について

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

各課行事予定について

資 料 配 付 教育広報紙「せたがやの教育」１１６号

第１２回世田谷子ども駅伝大会結果

学びのプレゼン講座「本の推し活ワークショップ」

議案第 号 世田谷区立小学校副校長の任命内申

月 日 第 回定例会 議案第 号 世田谷区立学校公文書管理規則の一部を改正する規則

議案第 号 世田谷区立学校公文書管理規程の一部改正

議案第 号 世田谷区立学校管理運営規則の一部を改正する規則

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区立八幡中学校校舎一部改築工事請負契約

報 告 令和４年第４回区議会定例会（代表・一般）における主な質問について

区立幼稚園、小学校及び中学校の卒業（修了）式・入学（園）式の日程について

令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果（案）

について

議会の委任による専決処分の報告（売買契約に基づく代金の支払遅延に係る

損害賠償額の決定）

令和４年度学校保健関係各種表彰について（報告）

世田谷区立池之上小学校新校舎の開設の延期について

世田谷区立千歳台小学校における川場村産木材利用について

令和４年度文部科学大臣優秀教職員表彰被表彰者の決定について

各課行事予定について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第１１号）

令和４年度 平和都市宣言記念事業 ピースセミナー（第２回）

議案第 号 審査請求に対する事案裁決
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月 日 会 議 名 議 事 件 名

（続き） 議案第 号 世田谷区立小学校副校長の任命内申

報 告 「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の結果について

月 日 第 回定例会 議案第 号 令和４年度世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

令和４年度一般会計補正予算案（第７次）（教育委員会事務局所管分）及び

令和４年度学校給食費会計補正予算案（第３次）

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

令和５年度一般会計予算案（教育委員会事務局所管分）及び令和５年度学校給食費会計予算案

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区個人情報保護条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区情報公開・個人情報保護審議会条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区公文書管理条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

職員の高齢者部分休業に関する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区公共施設の共通使用手続に関する条例の一部を改正する条例

議案第 号 区議会提出議案に関する意見聴取

世田谷区放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

報 告 世田谷区未来つながるプラン推進状況（案）について

令和５年４月１日付け組織改正（案）について

（仮称）世田谷区教育振興基本計画の検討状況について

区立中学校敷地内への飲料用自動販売機試行設置の検証状況について

区立小・中学校における学校給食費無償化について

令和５年度の区立小・中学校給食用食材費高騰への対応について

給食室改修工事に伴う給食停止期間中の保護者負担軽減策の実施について

小学校プール施設のあり方の検討状況について（中間報告）

小学校の学校主事業務の民間委託の事業者選定結果及び評価・検証（状況報告）について

令和３年度東京都体罰等実態把握調査結果と世田谷区の状況について

第１３回世田谷ガリレオコンテストの実施結果について

令和５年度オンラインを活用した不登校児童・生徒への支援事業委託について

不登校対応ガイドライン策定のためのニーズ調査（速報値）について

区立中学校部活動地域移行に係る令和５年度トライアル事業等の取組みについて

世田谷区立郷土資料館再開館時期の延期について

世田谷区池尻まちづくりセンターの改修工事について

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第１２号）

議案第 号 世田谷区立学校長及び副校長の任命内申

議案第 号 世田谷区立幼稚園園長及び副園長の任免

月 日 第 回定例会 議案第 号 世田谷区教育委員会公共施設の共通使用手続に関する条例施行規則の一部を改正する規則

報 告 令和５年４月１日付け組織改正（案）の一部追加について

区立河口湖林間学園使用にかかる山梨県との協定の締結について

区立等々力小学校における感染性胃腸炎の集団発生について

令和４年度 生徒会サミットの報告会について

医療的ケア児の区立学校等での円滑な受け入れに関する検討状況について

世田谷区立中学校部活動地域移行に係る検討スケジュールの見直しについて

区立図書館における新たなサービススポットの設置検討について

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会事務局の対応について

各課行事予定について

議案第 号 会計年度任用職員 学校包括支援員 の非違行為に対する処分

月 日 第 回定例会 議案第 号 世田谷区子どもの人権擁護委員の委嘱

報 告 令和４年度世田谷区立小・中学校退職教育管理職感謝状贈呈式の実施について

令和５年度 転入教職員研修会の実施について

資 料 配 付 世田谷区立教育総合センターだより（第１３号）

報 告 会計年度任用職員の非違行為に関する事故監察について

月 日 第 回臨時会 議案第 号 令和５年４月１日付 教育委員会事務局幹部職員の人事

月 日 第 回定例会 議案第 号 世田谷区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則

議案第 号 世田谷区教育委員会事案決定手続規程の一部改正

議案第 号 世田谷区立学校給食調理場設置条例施行規則の一部を改正する規則

－ 7－



－ －

月 日 会 議 名 議 事 件 名

（続き） 議案第 号 世田谷区教育委員会の権限に属する事務の委任等及び補助執行に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 世田谷区教育委員会服務監察規程

議案第 号 世田谷区教育委員会職員分限懲戒審査委員会規程

議案第 号 幼稚園教育職員の管理職員特別勤務手当に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則

議案第 号 幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則

議案第 号 幼稚園教育職員の住居手当に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 学校教育に供する電子計算組織の運営に関する規則の一部を改正する規則

議案第 号 世田谷区社会教育委員の会議規則の一部を改正する規則

報 告 令和５年４月１日付教育委員会事務局課長補佐・係長級職員の人事異動について

国登録有形文化財（建造物）の登録について

各課行事予定について

資 料 配 付 教育広報紙「せたがやの教育」１１７号

「ざ・ちゅうおう ぷれす」 第１０６号（２０２３年３月号）

令和５年度「子ども読書の日」記念講演会

報 告 令和５年４月１日付 世田谷区立小・中学校教育管理職の人事異動について

令和５年４月１日付 指導主事の人事異動について

令和５年４月１日付 世田谷区立幼稚園園長・副園長の人事異動について

令和５年４月１日付 世田谷区立幼稚園園長の併任について

会計年度任用職員の非違行為に関する事故監察について
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２．教育委員会事務局の組織と分掌事務 ※令和 年 月 日現在 （ ）内は職員数

経理係 契約、物品、物件検査、教育財産管理

学校健康推進係

学校給食係 学校給食の計画・調整、学校給食の栄養指導

公会計担当係長 給食費収納の公会計化

教育環境担当係長

社会教育係

社会教育担当係長 生涯学習・社会教育に係る助言及び指導

社会教育関係団体（社会体育関係団体を除く）の支援
福祉教育の推進

文化財係

民家園係 次大夫堀公園民家園及び岡本公園民家園の維持運営

郷土資料館

調整係

図書館運営係

教
育
長

（377）

教
育
政
策
・

生
涯
学
習
部
長

（257）

区立学校の適正配置等に係る計画及び調整、教育施設の計画
及び調整、施設台帳の整備、学校教育施設の維持管理、学校
教育施設の改築・改修、国庫補助事業

学校健康推進課
（24）

学校給食太子堂
調理場

教育総務課
（16）

調整係

教育計画・事務調
整担当係長

教育委員会の会議、予算・決算及び会計・文書・情報公開制
度の調整、個人情報保護制度の調整、公印の取扱い、教育機
関の設置・廃止及び位置変更、教育行政に関する相談、子ど
もの人権擁護委員

教育行政の総合的な計画及び調整、教育の広報、校務改善の
事務調整

学校保健衛生の事業計画・調整、学校管理下における児童生
徒の事故

教育環境課
（29）

生涯学習・社会教育事業の推進、社会教育委員､青少年委
員、ＰＴＡ活動の推進

図書館資料の貸出等図書館サービス全般、総合目録整備、貸
出登録制度の調整、各種データの管理及び整備、保存庫の管
理及び運用

団体支援・福祉
教育担当係長

文化財及び埋蔵文化財の保存・調査・活用、文化財保
護審議会

図書館事業推進
担当係長 図書館の計画及び建設、事務改善、課題に係る調整、図書館

情報システムの運用管理及び改善、中央図書館及び梅丘図書
館の整備、図書館運営の改善、指定管理者に対する検査及び
指導、図書館の計画の推進、団体貸出センターの貸出し

郷土資料館の維持管理、特別展・季節展・野外歴史教室・歴
史講座の開催

図書館業務全般の企画・調整、図書館の広報及び統計、
世田谷区教育会館施設管理、中央図書館プラネタリウム事業
運営

生涯学習課
（31）

中央図書館
（149）
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梅丘図書館

世田谷図書館

砧図書館

奥沢図書館

玉川台図書館

代田図書館

烏山図書館

下馬図書館 図書館資料の貸出等図書館サービス全般

深沢図書館

桜丘図書館

尾山台図書館

上北沢図書館

粕谷図書館

鎌田図書館

経堂図書館

職員係

教職員福利係 学校職員（教員を含む）の福利厚生・健康管理

教職員給与係

指導管理係

人事係

教育指導課
（24）

副参事
（教育施設担当）
（1）

副参事
（地域生涯学習推進担当(兼務)）
（5）

教員を除く学校職員（幼稚園教職員を含む）の人事管理、学
校職員・教職員及び児童生徒の表彰

学校職員（教員を含む）の給料・諸手当、旅費等、学校職員
及び幼稚園教職員の退職手当の支給

教科用図書の採択及び無償給与、学校支援及び生活指導相談
に係る事務、区立幼稚園及び区立学校の学習指導等、学校評
価システムの推進に係る事務

教育課程、区立幼稚園及び区立学校の学習指導、生活指導及
び進路指導、教科用図書の採択事務、教職員の研修計画、教
育相談、教育に関する調査及び研究

教員（幼稚園教職員を除く）の任免及び異動、講師及び
補助職員の任免、教員の昇給昇格、教員の服務

統括指導主事
指導主事

副参事
（領域連携担当(兼務))
（1）

学校職員課
（21）

学
校
教
育
部
長

（74）
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学事係

連合行事、移動教室、河口湖林間学園の維持運営

就学係

教育相談係

事業推進担当係長 教育総合センターに係る事業の推進及び調整に関するこ と

指導主事

支援教育担当係長

指導主事 教育課程、特別支援教育に係る指導・学級支援

指導主事 教育課程、区立幼稚園及び区立学校の学習指導
乳幼児教育・保育施策の推進
公私連携幼保連携型認定こども園への支援
教育に関する調査及び研究

乳幼児教育・保育施策の推進及び幼稚園、保育所等との連携乳幼児教育
担当係長

教育総合センター
管理係

乳幼児教育・
保育支援課
（8）

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
長

（45）

地域学校連携課
（9）

副参事
（学校経営・教育支援担当）
（1）

乳幼児教育・
保育支援担当係長

地域学校連携
担当係長

学校運営係
（河口湖
林間学園）

学校経営・研究及び研修の支援
教育に関する調査及び研究

特別支援学級等の維持運営及び学級編成、就学相談、特別支
援教育の推進

教育課程、教職員の研修計画、教育に関する調査及び研究

児童生徒の就学、学級編制（特別支援学級を除く）、通学区
域、帰国・外国人児童生徒の教育

学校協議会、学校支援地域本部、地域運営学校、小学校遊び
場開放、放課後の遊び場対策、中学生の放課後活動支援事
業、新・才能の芽を育てる体験学習、区内大学との連携、部
活動の支援、スポーツ教室、区立小・中学校施設開放、総合
型地域スポーツ・文化クラブ

区立学校の維持運営、教材・教具等の充実、児童生徒の就学
援助費及び就学奨励費

副参事
（スポーツ推進担当（兼務））
（1）

区立幼稚園及び区立認定こども園の維持運営
乳幼児教育・保育施策に係る計画の策定及び推進
区立幼稚園の用途転換等に係る計画の推進
公私連携幼保連携型認定こども園への支援

学務課
（17）

教育総合センターに係る連絡調整に関すること
教育総合センターの維持管理に関すること

教育相談室の運営（スクールソーシャルワーカーの配置含
む）、スクールカウンセラーの配置、ほっとスクールの運
営、自然体験学習

教育ICT推進
担当係長

教育ネットワーク及び校務ネットワークの運用管理、教育の
情報化に係る推進及び調整

支援教育課
（13）

教育相談課
（9）

教育研究・
ICT推進課
（14）

教育研究・研修
推進担当係長
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３．第２次世田谷区教育ビジョン（平成 年度～令和 年度）

平成 年 月に、学校教育のみならず、家庭教育への支援や生涯学習の推進なども視野に入れた今後 年

間の教育の方向性を示す「第２次世田谷区教育ビジョン」を策定しました。

本ビジョンでは、学校・家庭・地域が連携・協働した教育をよりいっそう推進していくとともに、一人ひと

りの多様な個性や能力を伸ばし、変化の激しい時代を生きる、生き抜く基盤となる「豊かな知力」「豊かな人

間性」「健やかな身体・たくましい心」をバランスよく培い、生涯を通じて学び、その成果を地域社会にいか

していくことや、学校での教育活動等をとおして、子どもたちの自尊感情や自己肯定感を高めていくことを重

視しました。

なお、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 条の に定める「世田谷区教育、学術及び文化の振興

に関する総合的な施策の大綱」については、第２次世田谷区教育ビジョンを最大限尊重して、ビジョンに掲げ

る「教育目標」、「基本的な考え方」、「基本方針」、「施策の柱」をもって、世田谷区としての教育行政の大綱と

して位置づけるよう、区長が大綱を策定しました。（平成 年 月策定、平成 年 月、令和 年 月改定）

（１）計画の位置づけ

第２次世田谷区教育ビジョンは、教育基本法第 条第 項に基づく「世田谷区の教育の振興のための施策

に関する基本的な計画（教育振興基本計画）」として策定します。計画の対象範囲は、学校教育、就学前教育、

生涯学習、社会教育など教育委員会のすべての教育活動が対象です。

「世田谷区基本計画」を上位計画とし、「世田谷区未来つながるプラン」や他の関係個別計画などと整合・

連携を図りながら策定しました。

（２）計画の期間 
第２次世田谷区教育ビジョンは、教育基本法第 条第 項に基づく「世田谷区の教育の振興のための施策

に関する基本的な計画（教育振興基本計画）」として、平成 年 月に策定し、平成 年度から、おおむね

年間をとおして、そのめざすべき教育の姿を明らかにしています。

調整計画は、教育ビジョンの計画期間の最終２か年における具体の個別事業計画として、教育ビジョンに掲

げる教育目標の実現に向けて策定しました。また、この間の振り返りの徹底と教育をとりまく将来に向けた諸

課題を的確に反映させることで、次期教育ビジョンにつなげる視点を取り入れた計画としています。

■計画期間のイメージ図
平成
年度

平成
年度
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【教育関連 計画・方針】

・教育の情報化推進計画・不登校支援アクションプラン

・特別支援教育推進計画・世田谷区立図書館ビジョン

世田谷区新実施計画（後期）世田谷区新実施計画（前期） 世田谷区未来つなが

るプラン

次期実施計画

（令和６年度～）

世田谷区基本計画 次期基本計画

（令和６年度～）

教育関連

計画・方針

調整計画
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（３）教育目標

すべての区民が人権尊重の理念を正しく理解し、さまざまな差別や偏見をなくし、人としての尊さを自他と

もに認識し、また、思いやりの心や社会生活における基本的なルールを身に付け、社会に貢献しようとする精

神をはぐくんでいくことが求められます。教育委員会は、人権尊重の理念を広く社会に定着させるとともに、

互いを尊重し、支えあうために教育の果たす役割は極めて大きいとの認識にたち、人権尊重の精神を基調とし、

すべての教育活動をとおして人権教育を推進します。

また、我が国を取り巻く環境が大きく変容する中で、人が人として生きるうえで大切なもの、日本人として

のアイデンティティ、グローバル社会で活躍するための資質・国際感覚、自ら考え、解決に向けて行動する力

などを身に付けた人をはぐくむことが重要であるとの認識にたち、以下の教育目標を定め、推進します。

世田谷区教育委員会は、育てたい子ども像を次のように定めます。

○ ひとの喜びを自分の喜びとし、ひとの悲しみを自分の悲しみとすることのできる子ども

○ 生きることを深く愛し、理想をもち、自らを高めようとする志をもつ子ども

○ 日本の美しい風土によってはぐくまれ伝えられてきた日本の情操や、文化・伝統を大切にし継承する子ども

○ 深く考え、自分を表現することができ、多様な文化や言語の国際社会で、世界の人々とともに生きること

のできる子ども

このことによって、自他を敬愛し、理想と志をもち、我が国と郷土を愛し、世界の人々とともに生きるこ

とのできる自立した個人の育成を期するとともに、新しい豊かな文化の創造をめざす教育を推進します。

また、区民のだれもが、生涯をとおして自ら学び、その成果をいかして生きがいをもち、豊かな人生を送

ることができる社会の実現をめざします。

教育は、学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を自覚して相互に連携・協力し、地域に根ざして行う

ことが重要であるとの認識に立ち、地域とともに子どもを育てる教育を推進します。

（４）基本的な考え方

教育目標の実現に向け、学校・家庭・地域が連携・協働して取り組むことをいっそう重視し、さらに、誰

もがひとしく生涯を通じて学ぶ意欲をもち、多様な能力や個性を発揮できる地域社会をつくるため、平成

年度から 年間の基本的な考え方を次のとおり設定しました。

（５）基本方針

基本方針は、教育目標を達成するための学校教育や生涯学習の推進に向けた、基本的な方向性を示すもので

す。世田谷区教育委員会は、平成 年度から 年間の基本的な考え方に沿って、以下の基本方針に基づき、

総合的に教育施策を推進します。

一人ひとりの多様な個性・能力を伸ばし、社会をたくましく生き抜く力を、

学校・家庭・地域が連携してはぐくむ
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基本方針１ 地域とともに子どもを育てる教育の推進

～世田谷らしい豊かな教育基盤をいかし、学校・家庭・地域が連携・協働し、地域とともに子どもを育てる～

○福祉部門と連携した家庭教育への支援の強化

○地域に根ざした学校づくりと学校・家庭・地域の連携・協働の推進

○学校を中心とした地域コミュニティの活性化と地域の絆形成につながる活動の支援

○地域運営学校の充実と学校評価システムによる学校改善

○学校を支えるボランティア組織の効率的運用に向けた体制づくり

基本方針２ これからの社会を生き抜く力の育成

～一人ひとりが多様な個性や能力を発揮しながら、人とかかわり、自ら「感じ」「考え」「表現する」力をはぐくむ～

○「世田谷９年教育」の推進と定着、質の向上による豊かな知力の育成

○人権尊重の精神を基調とした教育の推進と個性・能力の伸長や自己肯定感を高める豊かな人間性の育成

○体育・健康教育や部活動の充実と食育の推進による健やかな身体・たくましい心の育成

○人や自然とのかかわりや国際理解・環境に関する教育の推進による持続可能な社会の形成者の育成

○子どもの安全・安心を確保する防災教育・安全教育の推進

○一人ひとりの教育的ニーズに対応した指導・支援や教育相談体制・不登校対策の充実

○教職員の研修・研究環境の整備・充実

○環境配慮による次代へつなげる教育環境の整備、施設の老朽化対応、学校の適正規模化・適正配置

基本方針３ 生涯を通じた学びの充実

～生涯を通じて誰もがいつまでも学ぶ意欲をもち、その成果を次代へつなぐことのできる地域社会をめざす～

○学校施設や図書館活用、区内大学や関係機関との連携による学びの環境整備と学習機会の拡充

○社会教育事業の推進や成果の実践による地域づくり、まちづくりの担い手となる人材の育成

○郷土「世田谷」の豊かな歴史・文化を次代へ継承する取組みの推進

○区長部局と連携した青少年・若者の学習支援と活動の場の拡充

○知と文化の情報拠点としての図書館機能の拡充とネットワークの充実

４．第２期行動計画を振り返って

第２期行動計画（平成 年度～令和 年度）では、「地域の教育力をいかした学校の支援」、「世田谷９年教

育の推進」、「才能や個性をはぐくむ体験型教育の推進」、「オリンピック・パラリンピック教育の推進」、「一人

ひとりの個性を伸ばす特別支援教育の推進」、「いじめ防止対策及び不登校対策等の総合的な推進」、「世田谷の

教育を推進する拠点づくり～教育総合センター～」、「歴史・文化を次世代へ継承するための文化財の保存活用」、

「家庭教育への支援と幼児教育の充実」、「教員が子どもとかかわる時間の拡充」を、 個の「リーディング

事業（ 年間に力点を置いて横断的に取り組む事業）」として設定し、世田谷区「学校支援地域本部」の全校

実施や、「キャリア・未来デザイン教育」の推進など、さまざまな施策展開を図ってきました。

第２期行動計画のこれまでの取組みを振り返り、課題等を整理することで、調整計画（令和 年度、 年度）

の策定に繋げています。
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５．次期教育振興基本計画のめざすべき方向性

急激に変化していく時代の中で、子どもたちには、想定外の事態としっかりと向き合い、豊かな人生を自分

自身で切り拓いていくために、自分の可能性を認識するとともに、あらゆる他者を尊重し、多様な人々と共に

学び協働しながら様々な社会的変化を乗り越えることができる資質や能力を育成することが求められています。

「学校での学び」においては、子どもたち一人ひとりが「未来」に向けて、自らの将来像を描きながら、主

体となって人生の指針を創ることができるよう、「キャリア・未来デザイン教育」をとおして、主体的に課題

を解決する「探究的な学び」と「ＩＣＴの活用」を推進していきます。

こうした「学校での学び」に加え、世田谷区の子どもたちが、未知の世界を切り拓く力をはぐくんでいくた

めには、家庭、地域、区内の大学等とともに連携・協働し、子どもたちの資質・能力の育成を図っていく「家

庭での学び」「地域での学び」がよりいっそう重要になってきます。

また、家庭での学びと地域での学びをより多角的に進めていくためには、家庭と地域の理解と協力が必要と

なります。家庭・地域との連携をとおして、学校での学びをいっそう推進し、次期教育振興基本計画につなが

る学びを今後、教育総合センターが中心に推進していきます。

 

６．調整計画（令和４年度、５年度）

第 期行動計画（平成 年度～令和 年度）に引き続き、令和 年 月に、第２次世田谷区教育ビジョン

の実現に向けた最終 か年の行動計画である調整計画（令和 、 年度）を策定しました。

「地域との連携・協働による教育」「乳幼児期から小・中学校における質の高い教育の推進（家庭教育支援・

乳幼児教育）」「乳幼児期から小・中学校における質の高い教育の推進（学習内容）」「乳幼児期から小・中学校

における質の高い教育の推進（学校経営・教員支援）」「多様な個性がいかされる教育の推進」「教育環境の整

備・充実と安全安心の確保」「生涯を通じて学びあう地域コミュニティづくり」「教育デジタル・トランスフォ

ーメーション（ＤＸ）の推進」「開かれた教育委員会の推進」の つの施策の柱で構成し、世田谷区基本計画

や第２次世田谷区教育ビジョンを具現化するための行動計画として位置付けています。

（１）調整計画の事業体系

施策の柱 取組み項目 調整計画 
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 
事業 

１  地域との

連携・協働

による教育 

１ 地域が参画する

学校づくり 
①学校を地域で支える３つのしくみの充実 L1 

２ 地域コミュニティ

の核となる学校づく

り 

①学校施設の活用  

②ＰＴＡ活動への支援  

③総合型地域スポーツ・文化クラブによるスポーツ・文化活動の促進 L1 

④区立学校の魅力アップ  

３ 地域教育力の活用 ①大学等との連携の充実 Ｌ８ 

②地域人材の活用・確保に向けた取組みの推進★ L1・Ｌ８ 

２  乳幼児期

から小・中学

校における

質の高い教

育の推進（家

庭教育支援・

乳幼児教育）

★ 

１ 家庭教育への支援 ①家庭教育への支援  

②家庭の教育力向上の支援★  

２ 乳幼児教育・保育

の充実 

①世田谷の特色をいかした教育・保育の推進 L２・Ｌ８ 

②乳幼児教育支援センター機能の充実★ L２・Ｌ８ 
③保育者等の資質及び専門性の向上 L２・Ｌ８ 

④幼稚園・保育所（施設）・認定こども園・小学校の連携 L２・Ｌ８ 
⑤幼保一体化の推進  
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施策の柱 取組み項目 調整計画 
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 
事業 

３ 乳幼児期

から小・中

学校におけ

る質の高い

教育の推進

（学習内容）

★ 

１ 豊かな人間性の

育成 

①「キャリア・未来デザイン教育」の推進★ L２ 

②人権教育の推進 L２ 

③道徳教育の充実  

２ 豊かな知力の育

成 

①世田谷区教育要領に基づいた教育の推進 L２ 

②STEAM教育の推進★ L２ 

③読書力の育成・学校図書館機能の充実  

④個に応じた学習支援  

３ 健やかな身体・た

くましい心の育成 

①体力の向上  

②食育の推進  

③心と体の健康づくり  

④中学校の部活動の充実  

４  ことばの力の育

成 
①教科「日本語」の充実  

②英語教育の充実 L２ 

５ これからの社会を

生きる力の育成 

①環境・エネルギー教育の推進  

②国際理解教育の推進  

③防災・安全教育の推進  

④社会とかかわる体験活動の充実  

⑤主権者教育の推進  

４ 乳幼児期

から小・中

学校におけ

る質の高い

教育の推進

（学校経営・

教員支援）

★ 

１ 教員の資質・能力

の向上に向けた支

援 

①教員研修の充実 L２・Ｌ８ 

②教育の実態把握・分析・研究・改善 L２・Ｌ８ 
③学校への支援体制の強化 Ｌ８ 

④教員の負担軽減 L７・Ｌ８ 

２  信頼される学校

経営の推進 

①改訂版「世田谷マネジメントスタンダード」の更なる推進★  

②学び舎による学校運営の充実 Ｌ２ 

③学校情報等の発信  

④学校評価システムの推進  

５  多様な個

性がいかさ

れる教育の

推進 

１ 才能や個性をは

ぐくむ体験型教育

の推進 

①新・才能の芽を育てる体験学習の充実 L４ 

②外遊びの推奨及び小学校の遊び場開放の充実 L４ 

③児童・生徒が体験・体感する機会の拡充  

２ 特別支援教育の

推進 
①特別支援教育体制の充実 L５・Ｌ８ 
②特別支援学級等の整備・充実 L５・Ｌ８ 

③障害者理解教育の推進 L５・Ｌ８ 

３ ニーズに応じた相

談機能の充実 
①不登校等への取組みの充実 L６・Ｌ８ 

②相談機能の充実 L６・Ｌ８ 
③いじめ防止等の総合的な推進 L６・Ｌ８ 

６ 教育環境

の整備・充

実と安全安

心の確保 

１ よりよい学びを実

現する教育環境の

整備 

①学校の適正規模化・適正配置、小学校 35人学級に対応した教室

の確保★ 
 

②地域に貢献する学校改築の推進  

③安全・安心の学校施設の改修・整備  

④環境に配慮した学校づくり  

⑤小学校プール施設のあり方検討★  

⑥学校給食施設の整備  

２  学校教育を支え

る安全の推進 
①地域と連携した児童・生徒の安全対策の推進 L１ 

②学校教育を支える安全の推進  
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施策の柱 取組み項目 調整計画 
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 
事業 

７  生涯を通

じて学びあ

う地域コミ

ュニティづ

くり 

１  学びの場と機会

の充実・地域社会

の担い手づくり 

①各種団体への支援の充実  

②地域での生涯学習事業の推進  

③社会教育の充実  

④青少年教育の充実  

２  郷土を知り次世

代へ継承する取組

み 

①文化財とそれを取り巻く環境の一体的な保存の推進   

②文化財に関する総合的把握及び情報化の推進  

③地域住民が主体となった保存・活用の推進  

④世田谷の郷土を学べる場や機会の充実  

⑤世田谷の歴史・文化に関する情報の効果的な発信  

３ 知と学びと文化の

情報拠点としての

図書館の充実 

①地域で学びをいかす人材の育成  

②地域情報の収集・発信の充実 Ｌ９ 

③多様な図書館サービスの充実 Ｌ９ 

④図書館ネットワークの構築 Ｌ９ 

⑤家庭や地域、学校における読書活動の充実  

⑥民間活用の推進・検証★ Ｌ９ 
８  教育ＤＸ
の推進★ 

１ 教育デジタル・ト

ランスフォーメーシ

ョン（ＤＸ）の推進 

①教育デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進★ Ｌ３ 

②ＩＣＴを活用した学びの推進★ Ｌ３・Ｌ８ 
③ＩＣＴ環境整備の充実★ Ｌ３ 

④教職員の支援・人材育成の推進★ Ｌ３・Ｌ８ 
９  開かれた
教育委員会
の推進 

１ 開かれた教育委

員会の推進 
①情報提供の充実  

②区民参画の推進  

★は、新たに設定した項目又は、第２期行動計画の項目より変更した項目
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（２）２年間のリーディング事業

第２次世田谷区教育ビジョンの つの基本方針や重点事業、更に、第 期行動計画における各施策の取組み

状況などを踏まえ、調整計画の 年間に力点を置いて横断的に取り組む事業を以下のとおり、設定しています。

Ｌ１ 地域の教育力をいかした学校の支
援

◆主な取組み

学校、家庭、地域がそれぞれの役割を担い、

相互に連携・協力しながら、学校を支える様々

なボランティア組織とともに、地域全体で学

校教育を支えるしくみづくりを進めます。

・学校を地域で継続的・安定的に支えるしく

みの改善・推進

・総合型地域スポーツ・文化クラブの拡充及

び活動支援

・学校教育を支える地域人材の確保の検討・

実施 ほか

Ｌ２ 乳幼児期から小・中学校における
質の高い教育の推進

◆主な取組み

乳幼児期から小・中学校における質の高い教

育を推進するとともに、子どもたちが学ぶこ

とと人生や社会とのつながりを実感しなが

ら、自らが課題に向き合い、判断して行動し、

それぞれが思い描く『未来』を実現していけ

るよう、「キャリア・未来デザイン教育」を推

進していきます。

・「キャリア・未来デザイン教育」の推進

・人権教育の推進

・学び舎による学校（園）運営の充実

・乳幼児期の教育・保育と義務教育との円滑

な接続

・研究・研修機能の充実・研究体制の推進

ほか

Ｌ３ 教育デジタル・トランスフォーメ
ーションの推進

◆主な取組み

新たなＩＣＴ基盤を効果的に活用し、「探究的

な学び」「協働的な学び」及び「個別最適な学

び」等を実現するための仕組みづくりや、デ

ジタル化を通じた教職員の負担軽減・子ども

たちとかかわる時間の拡充等を進めます。

・教育デジタル・トランスフォーメーション

の推進

・ＩＣＴを活用した学びの推進

・ＩＣＴ環境整備の充実

・教職員の支援・人材育成の推進

Ｌ４ 才能や個性をはぐくむ体験型教育
の推進

◆主な取組み

子どもたちが自らの才能や個性に気付き、将来

の夢や目標を発見する機会を得るとともに、学

校教育にとどまらず、多様な学びや遊びの体験

を通して、才能や個性をはぐくむことができる

取組みを推進します。

・新・才能の芽を育てる体験学習の充実

・外遊びの推奨及び小学校遊び場開放の充実

に向けた取組み

Ｌ５ 一人一人の個性を伸ばす特別支援
教育の推進

◆主な取組み

誰一人置き去りにされることなく全ての子ど

もたちが、共に学び共に育つインクルーシブ

教育の推進に向け、教職員の専門性向上と人

材育成、専門チームによる支援の強化、教育

環境の整備、障害者理解教育の推進などに取

り組みます。

・人的支援の充実

・校 園 外から支援する体制の充実

・就学前から卒業後までの切れ目のない支援

・医療的ケア児及びその家族に対する支援の

充実 ほか

Ｌ６ いじめ防止対策及び不登校支援等
の総合的な推進

◆主な取組み

いじめの未然防止や早期発見等の的確な対応

を図り、学校内外の教育相談機能を充実しま

す。また、不登校特例校の開設・運営やほっ

とスクールの充実等の不登校支援の拡充を図

り、社会的自立につなげます。

・未然防止・早期発見を含めたいじめ問題へ

の総合的・組織的な対応

・学校内外の教育相談体制の充実

・教育に関する総合的な相談体制の構築

・不登校支援の計画的な推進

・教育支援グループによるいじめへの対応

Ｌ７ 教員が子どもとかかわる時間の拡
充

◆主な取組み

指導力向上サポート室による人的支援や中学

校部活動への人的支援の充実、ＩＣＴ活用等

による教員の負担軽減を図り、教員が子ども

とかかわる時間を拡充します。

・指導力向上サポート室や人的支援の充実に

よる教員支援

・部活動支援員制度の充実

・教員の働き方改革の推進

Ｌ８ 教育総合センターを拠点とした質
の高い教育の推進

◆主な取組み

施設の特性や機能を活かし、教員等の効果的

な育成や学校支援・教員等支援、子ども支援・

教育相談・個別支援、乳幼児期の教育・保育

の支援、地域社会との連携を進めます。

・研修・研究機能及び研究体制の整備・

充実

・ＩＣＴを活用した学びの推進

・教職員の支援・人材育成の推進

ほか

Ｌ９ 中央図書館機能の拡充と図書館ネ
ットワークの推進

◆主な取組み

図書館ネットワークの中枢となる中央図書館

機能拡充やＩＣタグの導入等を進めるととも

に、専門性と効率性を両立した図書館運営を

行うため、中央図書館のマネジメント機能の

強化、民間活用、 仮称 図書館運営協議会の

設置・運用を検討・実施します。

・中央図書館の機能拡充

・中央図書館のマネジメント機能の強化

・レファレンスの充実と利用促進

・職員の人材育成

・民間活用

・図書館運営への区民参画の検討・実施

・ＩＣタグ及び関連機器の導入・運用

・行政資料の網羅的収集
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７．教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

（１）実施状況

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 条に基づき、平成 年度から教育に関し学識経験を有する

方の知見の活用を図りながら、世田谷区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

を実施しています。その結果に関する報告書は世田谷区議会に提出し、また、世田谷区のホームページへ掲載

しています。

（２）取組みの考え方

① 教育委員会の主な施策や事務事業の取組み状況について、進捗状況、課題及び今後の方向性を明らかに

することにより、効果的な教育行政のいっそうの推進を図ります。

② 点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを区議会に提出するとともに、公表することにより、

教育委員会の責任体制の明確化を図り、「開かれた教育委員会」を推進します。

（３）実施方法

① 第２次世田谷区教育ビジョン・調整計画の「取組み項目」を対象に点検及び評価を実施します。

（ ～ の「調整計画の事業体系」参照）

② 当該年度の「取組み項目」の進捗状況を踏まえ、課題や今後の取組みの方向性を示すものとし、毎年１

回実施します。

③ 点検及び評価にあたっては、学校などの意見の反映に努めるとともに、学識経験者の知見を活かしなが

ら、教育委員会が行います。

④ 教育委員会において、点検及び評価を行った後、その結果を取りまとめた報告書を世田谷区議会へ提出

します。また、報告書は区民に公表します。

８．広報活動 

（１）教育広報紙「せたがやの教育」 
教育委員会の取組みや、区立小・中学校の教育活動、生涯学習の活動の情報を広く区民に提供することを目

的として、広報紙を発行し、配布しています。 
令和４年度実績

発行回数 回 発行部数 部／回

配布方法 幼稚園・学校を通して園児・児童・生徒への配布、区施設で配布

発行日 掲 載 記 事

月 日 教育総合センターのＳＴＥＡＭ教育講座 
月 日 「せたがや探究的な学び」の推進 
月 日 「キャリア・未来デザイン教育」の実現に向けて 
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９．予算のあらまし

（１）世田谷区の予算

世田谷区では、人口動向等を踏まえ、令和５年度は増収を見込んでいます。一方で区は、今後の子ども政策

の考え方（グランドビジョン）に基づく子ども・子育て関連施策の拡充や、社会保障関連経費、都市基盤整備、

公共施設の改築・改修、大規模自然災害への備え、さらにはエネルギー価格・物価高騰等への対応など、増加

する行政需要に対し将来を見据えながら確実に対応していく必要があります。

令和５年度当初予算編成においては、区民生活の実態や社会経済動向の変化等を踏まえながら、喫緊の課題

に迅速かつ的確に対応を図るとともに、行政経営改革の取組みを一層推進し、中長期的な財政需要に対しても

確実に対応していく視点を持ち手法の転換や事業の改善に取り組みました。

その上で、「世田谷区未来つながるプラン２０２２ ２０２３（実施計画）」に掲げる４つの政策の柱に基づ

き、誰もが安全で安心に暮らせるまちの実現をめざし、子ども・子育て関連施策のさらなる充実を図る「子ど

も全力応援予算」として編成しました。

 

令和５年度歳出予算款別内訳 （単位：千円）

款

本 年 度 前 年 度

差引増△減額
予算額

構成比 増減率
予算額

構成比 増減率

（％） （％） （％） （％）

議 会 費 △

総 務 費

民 生 費

環 境 費

衛 生 費

産業経済費

土 木 費

教 育 費 △

職 員 費 △ △ △

公 債 費 △ △ △

諸 支 出 金 △

予 備 費

合 計

（２）教育の予算

① 一般会計

区教育委員会では、平成 年度に策定した「第２次世田谷区教育ビジョン」を指針に、子どもたち一人ひ

とりの多様な個性・能力を伸ばし、社会をたくましく生き抜く力を、学校・家庭・地域で連携してはぐくん

でいく必要があります。

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）やデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進、新たな学びの展

開などを踏まえ、教育総合センターを核として「キャリア・未来デザイン教育」に取り組んでいきます。

令和５年度教育費項別予算及び財源内訳 （単位：千円）

項 本年度
構成比

（％）
前年度

増減率

（％）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 都支出金 特別区債 その他

教育総務費

小 学 校 費

中 学 校 費

校外施設費

幼 稚 園 費

社会教育費

合 計
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② 学校給食費会計

小・中学校および太子堂調理場で調理・提供する給食に関する経費は、特別会計により運営してい

ます。

当初予算額の推移 （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

学校給食費

③ 基金の状況

教育委員会では、「義務教育施設整備基金」と「世田谷遊びと学びの教育基金」を所管しています。

令和４年度末の現在高は、「義務教育施設整備基金」が 億 万円、「世田谷遊びと学びの教

育基金」は、 万円となっています。

（３）教育予算の推移

① 教育予算（性質別）の推移 （単位：百万円）

② 小中学校施設改修・改築費（工事経費のみ）の推移 （単位：百万円）

 

7,695

6,357

7,069

5,604

9,380

20,093

19,263

18,806

19,815

24,392

12 

12 

12 

12 

12 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

投資的経費 行政運営費 人件費

6,095

2,818

3,325

3,141

6,343

179

1,267

1,459

1,299

1,619

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

小学校 中学校

（人件費は割合が低いため、グラフには表示されない。） 
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Ⅱ 学校教育の充実 
１．教育指導の充実 
（１）教科「日本語」の実施 

教科「日本語」は、平成 年度（ 年度）に世田谷区だけで新しい教科として創設された教科です。区

が独自に作成した教科書を使って、区立小・中学校全校で、創意工夫をこらした授業が実施されてきました。

令和２年度（ 年度）４月、全面改訂し新しくなった教科書が区立学校の全児童・生徒に配付され、教

科「日本語」の学習をとおして、ことばの働きや、日本や世田谷の文化を学び、さまざまな課題を多面的・論

理的に考え、それを適切に表現するコミュニケーション能力を育成し、よりよい人生を創ろうとする態度を養

うことをめざして取り組んでいます。 （教育研究・ＩＣＴ推進課） 
 
（２）教職員の研修 
教職員の専門性を高め、資質の向上を図るために各種の研修を行っています。 

 
研修実施にあたっての基本方針 

① 都・区の関連を十分に考慮し、世田谷区の実態に即した研修を計画し実施します。 
② 教育委員会教育目標、教育委員会基本方針との関連に配慮し、区の課題解決に寄与できる実践的な

研修を計画し実施します。 
③ 都教育委員会の実施する研修事業に積極的に参加するよう奨励します。 
 

令和５年度教育研究・ＩＣＴ推進課、教育指導課研修事業 
研 修 名 形態・回数 

．学校マネジメント研修
（ ）園長・校長研修 年 回
（ ）新任・転入管理職研修 年 回
（ ）副園長・副校長研修 年 回
（ ）教育行政研修 年 回
（ ）学校マネジメント講座Ⅱ 年 回
（ ）転入教職員研修 年 回
．ライフステージ研修
（ ）主幹教諭任用時研修 年 回
（ ）主任教諭任用時研修 年 回
（ ）中堅教諭等資質向上研修Ⅰ 年 単位等
（ ） 年次研修

ア．教育センター等における研修 年 回
イ．校内研修 年 時間以上

（ ） 年次研修
ア．教育センター等における研修 年 回
イ．校内研修 年 時間以上

（ ） 年次等（初任者）研修
ア．教育センター等における研修 年 回
イ．通所研修 年 回
ウ．課題別研修 日以上
エ．校内研修 年 時間以上

研 修 名 形態・回数 
．校務リーダー研修

（ ）教務主任研修 年 回
（ ）生活指導主任研修 年 回
（ ）研究主任研修 年 回
（ ）キャリア教育研修 年 回
（ ）ＳＴＥＡＭ教育研修 年 回
．授業力向上研修

（ ）授業力向上研修 年 回
．教師力向上研修

（ ）人権教育研修 年 回
（ ）道徳教育研修 年 回
（ ）特別支援教育研修 年 回
（ ）教育相談担当者研修 年 回
（ ）ＩＣＴ推進担当者研修 年 回
（ ）スキルアップ研修 年 回
．その他

（ ）安全な水泳指導のための講習会 年 回
（ ）組体操実技講習会 年 回
（ ）学校関係者評価委員会説明会 年 回
（ ）進路指導担当者連絡協議会 年 回
（ ）特別支援教育コーディネーター連絡会 年 回
．夏季教育課題研修 講座

 
令和５年度教育相談課研修事業  令和元年度小・中学校教員等の海外派遣研修事業 

研 修 名 回 数 派 遣 先 フィンランド共和国

（１）学校教育相談研修 初級 年１回コース（ 回） 派遣期間 令和元年 月 日 日 ～ 日 土

（２）学校教育相談研修 中級 年１回コース（ 回）

（教育研究・ ＣＴ推進課、教育指導課、教育相談課）
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（３）教育研究会・研究活動補助 令和 年 月 日現在

充実した教育活動を実践するためには、教員の主体的な教

育研究を進めることが重要です。そこで、研究会・研究活動

への援助を行い、研究同人と研究内容や方法の改善について

研究を進めることにより、教員としての視野を広げ認識を深

めるとともに、資質の向上を図ります。

（教育研究・ＩＣＴ推進課）

補 助 団 体 構成部門数

小学校教育研究会 研究部門

中学校教育研究会 研究部門

特別支援教育研究協議会 研究部門

幼稚園教育研究会 研究部門

（４）副読本の作成及び購入

教育内容・方法の充実を図るため、補助教材としての副読本の購入、選定および教育資料の作成を行います。

令和４年度実績

副読本の作成 副読本の購入

題 名 対 象  題 名 対 象

わたしたちの世田谷 小 ～ 年 わたしたちの東京都 小 年

わたしたちの世田谷 中 ～ 年 体育 小 ～ 年

世田谷区の地図（色地図） 小 年

世田谷区の地図（白地図） 小 年・中 年

 （教育指導課） 

（５）研究指定校・園等（令和５年度） 
令和 年から運用される「第２次世田谷区教育ビジョン 調整計画」に基づき、 の到来により

予測不能な変化を遂げる社会において、自律的に生涯学び続ける基礎となる資質・能力をはぐくむための指導

改善に向けた研究指定園・校を設置します。

 
先端教育研究校

研究課題 学校名等 研究主題または研究内容など

教師の伴走・ファシリ

テーション力の向上に

関する研究

千歳台小学校 【研究内容】児童・生徒が自ら学びを進め、主体的に課題解決を図る授業の創造に

関する研究北沢中学校

特別支援教育に関する

研究
上祖師谷中学校 【研究内容】連絡アプリ活用による特別支援教育の充実と働き方改革に関する研究

ＳＴＥＡＭ教育に関す

る研究
グループ研究

【研究内容】各領域を横断的に学ぶことを通して、これからの社会で必要となる力

の育成に関する研究

授業の中での「個別最

適な学び」アプリ

（ の活用

松沢小学校 【研究内容】Ｑｕｂｅｎａを用いた学習履歴の分析による学習計画・方針のＰＤＣ

Ａサイクルの実現に向けた研究千歳小学校

デジタルシチズンシッ

プ（ネット問題）に関

する研究

駒繋小学校

【研究内容】児童・生徒自らが判断して安全に行動できる力の育成に関する研究な

ど

東玉川小学校

深沢中学校

上祖師谷中学校

プログラミングに関す

る研究
深沢中学校

【研究内容】プログラミング的思考やコンテンツを使用した 活用力の育成に関

する研究

魅力ある学校づくりモ

デル研究

（特異な才能の芽を育

てるモデル研究）

若林小学校
子どもが生き生きと輝く新たな学校づくり

～アウトソーシングを活用するカリキュラム・マネージメントを通して～

ＩＣＴ活用に関する研

究

城山小学校 【研究内容】企業との共同研究による、探究的な学習におけるＩＣＴの効果的な活

用に関する研究松沢中学校
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「キャリア・パスポー

ト」の活用に関する研

究

尾山台小学校
【研究内容】対話を主とした「キャリア・パスポート」の活用方法に関する研究（新

たな活用方法の探究など）北沢中学校

ウェルビーイングに関

する研究
桜木中学校

【研究内容】大学と連携したウエルビーイングに関する研究（ウェルビーイングカ

ードを使用した考え方・表現の研究）

 
新しい学びのかたち研究（キャリア・未来デザイン教育）校

研究課題 学校名 研究主題または研究内容など

「せたがや探究的な学

び」に関する研究

代沢小学校
社会とつながり未来を創る子供の育成〜社会的事象の見方・考え方を働かせ、主体

的に問いを追究する学習を通して〜

松沢小学校 児童が主体的に読み、表現する指導の工夫～文学的な文章を通して～

松原小学校 探究的な学び（ 教育を生かして）

経堂小学校 つなげる、つながる「きょう学」〜算数科を通して〜

京西小学校 探究的に学習をする児童を目指して〜国語科・読むことの指導を通して〜

八幡小学校
響き合い高め合う学び続ける学校～教師と子どもで作り出す共感・協働的な学びを

通して～

桜町小学校
自ら学び、内から育つ子ども〜生活科・総合的な学習の時間を軸にした教科横断的

なカリキュラム・マネジメントによる「せたがや探究的な学び」の実現を通して～

玉堤小学校
主体的に課題を見付け、探究的な学びを通して、自分で解決しようとする児童の育

成～ＥＳＤの視点による教育活動の推進～

用賀小学校 「夢中になって深く学ぶ子」～仮 子どもが夢中になる単元デザイン～

キャリア教育に関する

研究

世田谷小学校
主体的に学び、豊かに育つ子ども～みんなに居場所があり、子どもが自ら育つ学校

～

尾山台小学校
個別最適な学びでキャリア教育を充実させる〜キャリアン・パスポートの保存と活

用を通して〜

深沢中学校
【研究内容】キャリアプランニング能力の向上を図り、自己管理能力を身につける

ための研究（仮）

せたがや教育課題探究園・校

研究課題 学校名 研究主題または研究内容など

ＲＳＴ（リーディン

グ・スキル・テスト）
玉川中学校

【研究内容】児童・生徒にＲＳＴを実施し、児童・生徒の読み解く力の調査研究

を行い、指導改善の一助とする研究

インクルーシブ教育に

関する研究
池之上小学校 【研究内容】各学校の創意工夫によるインクルーシブ教育の推進

体力向上・生活習慣改

善に関する研究
千歳台小学校 相手の考えを受け止め、自分の学びに生かせる児童をめざして

全ての子どもの居場所

を確立するための研究

（不登校の子どもへの

支援）

世田谷小学校
【研究内容】学校内に子どもの居場所を確立し、一人一人に応じた支援の在り方

に関する研究（オンラインの使用等）
駒留中学校

八幡中学校

乳幼児期と義務教育期

の接続

若林小学校

【研究内容】乳幼児期から義務教育期における質の高い教育の推進

弦巻小学校

弦巻中学校

三島幼稚園

等々力小学校

シチズンシップ教育に

関する研究
芦花小学校

【研究内容】Ｑｕｂｅｎａを用いた学習履歴の分析による学習計画・方針のＰＤ

ＣＡサイクルの実現に向けた研究

地域と連携した防災教

育

太子堂小学校 【研究内容】地域住民等との交流・連携を取り入れた防災教育の研究（世田谷版

ＨＵＧの活用等）太子堂中学校

学びの基盤研究校

研究課題 学校名 研究主題または研究内容など

教員の働き方改革の推

進に向けた研究

八幡小学校 【研究内容】外部機関と連携したリフレッシュ・ルームの活用等

船橋希望中学校 【研究内容】企業と連携し企業のノウハウを生かした働き方に関する研究

食品ロス削減に向けた

食育に関する研究

山崎小学校
【研究内容】栄養教諭等を中核とした実践事例の研究など（専門学校等と連携等）

桜木中学校

先端教育研究校（続き） 
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●ＩＣＴ活用教育実践校  
世田谷区立小・中学校約３０校

●地域運営学校

全小・中学校 校（小学校 校、中学校 校）を地域運営学校に指定しています。（ 参照）

そのほかに、近隣の区立幼稚園、小・中学校で「学び舎」を構成し、一体となって地域の教育力と特色を活

かした教育活動や学校運営を進めています。（ 参照）

＜東京都指定推進校等＞

人権尊重教育推進校 旭小学校、弦巻中学校

オリンピック・パラリンピック教育レガシーアワード校 太子堂小学校、池之上小学校、尾山台小学校

学校と家庭の連携推進事業 桜丘中学校

授業改善推進拠点校 芦花中学校

小学校教科担任制等推進校 下北沢小学校

体育健康教育推進校 松丘小学校

デジタル教科書モデル校 三宿小学校、千歳中学校

小学校動物飼育推進校 松沢小学校

 （教育研究・ＩＣＴ推進課、教育指導課）

（６）学校評価システムの推進 
保護者・地域からいっそう信頼される学校づくりのため、保護者や地域の方、児童・生徒の意見や評価を受

け止め、学校の改善を進める学校評価を推進します。各学校は、教職員による自己評価および保護者、地域の

方など、学校に関係する方を委員とした学校関係者評価委員会による学校関係者評価を行います。また、学校

は、評価結果および評価結果に対する改善策の策定、その実施状況を区教育委員会に報告するとともに、ホー

ムページなどにより適宜公表して持続的な学校改善につなげ、より質の高い学校教育を推進します。区教育委

員会は、評価結果などを踏まえて、学校に対する支援や条件整備などを行い、区立学校の質の向上を図ってい

ます。 （教育指導課） 
 
（７）少人数教育の推進 
区単独予算で各学校にティームティーチングや少人数指導などを行う講師を配置し、少人数教育を推進して

います。学級数に応じ配置されている教員に講師を加えて、学校の創意工夫により、学級の枠を超えた指導形

態をつくるなど柔軟で弾力的な指導を行い、児童・生徒の興味・関心を引き出し、個に応じたきめ細かな教育

を展開しています。また、小学校 ～ 学年、および中学校 学年を除くクラス平均 人以上の学年への講師

配置を実施しています。

さらに、基礎・基本の習得や確かな学力を育成することを目的に、平成 年度から中学校を対象、平成 年

度からはこれに加えて小学校を対象とした区費講師による放課後補習授業を実施しています。（教育指導課）
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（８）専科指導のための区費講師の拡充

専科 名配置校に対して、専科の授業を担当する区費講師を配置し、より専門性の高い授業を行い、専科指

導の充実を図っています。また、講師の配置により教員の持ち時数を軽減し、学校の働き方改革を推進します。 
（教育指導課）

（９）教育指導課訪問

教育長、指導主事などが、区立幼稚園・学校での日常の教育活動を見学し、保育・授業、園・校内研究など

の改善や、幼稚園や学校運営上の課題などを管理職と協議・確認することを通し、教員の指導力の向上と校内

研究等の推進、区立幼稚園・学校の運営・経営上の改善や教育活動のいっそうの充実を図っています。 
（教育指導課） 

（１０）教育の情報化の推進

教育における情報化を推進するため、「ＩＣＴを活用した教育活動の充実と学力の向上」、「ＩＣＴを活用し

た信頼される学校づくりと教育の質の向上」、「地域とともに進める教育の情報化」、「セキュリティの確立」を

目標とした「世田谷区教育の情報化推進計画（平成 年度～令和 年度）」を策定しました。また、「第２次

世田谷区教育ビジョン調整計画（令和４年度・５年度）」を世田谷区教育の情報化推進計画における令和４年

度から令和５年度の行動計画と位置付けています。

この計画および国のＧＩＧＡスクール構想等に基づき、授業用ＩＣＴ機器、校務専用のネットワークに接続

された教員等のパソコンおよび児童・生徒一人一台のタブレット型情報端末等の整備・維持運用を行っていま

す。また、統合型校務支援システムを活用し、業務をより効率的に進めていきます。

児童・生徒が自ら課題意識をもって多様な価値観をもつ他者や社会と積極的に関わりながら課題を解決して

いく探究的な学びや、一人一人の学びを尊重し、個別最適化された学びを行うためのツールとして、区立小・

中学校全校に導入した学習支援アプリ（ドリル系、双方向型）の活用を図っています。

また、小学校 年生および小学生の保護者、中学校 年生を対象に「ネットリテラシー醸成講座」を実施す

るとともに、リーフレット「インターネットトラブルから子どもを守るために」などを活用し、学校ルールの

作成や家庭ルールの啓発を進めています。さらに、教員の研修などを充実させ、児童・生徒のインターネット

によるトラブルの未然防止の徹底を図っています。

（教育研究・ＩＣＴ推進課） 
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（１１）いじめ防止等の総合的推進

いじめは、子どもの生命や心身の健全な成長および人格の形成に重大な影響を及ぼす問題であり、教育環境

におけるいじめの未然防止や早期発見、発生後の対応などの重要性がこれまでにも増して高まってきています。

区教育委員会では、平成 年 月の「いじめ防止対策推進法」の施行を踏まえた、平成 年 月策定の「い

じめ防止基本方針」（平成 年 月改定、令和 年 月改定）に基づき、いじめ防止等に関する総合的な取組

みを推進するとともに、「世田谷区いじめ問題対策専門委員会」を設置・開催し、いじめ防止などのために教育

委員会が実施する施策や学校が実施すべき施策についての審議、いじめ防止対策推進法に規定される重大事態

への対処などを行っています。

① いじめを傍観している子から制止グループが生まれる学級づくり（小学校）

区内の教員とともに作成したプログラムに全区立小学校で取り組み、いじめを許さない環境づくりやい

じめを見た時の行動の仕方などを身に付ける実践を進めています。

② いじめ防止プログラム（中学校）

全区立中学校で「 いじめ防止に関する講演会等」を実施しています。「 いじめ防止ワークショップ」、

「 スクールバディ・トレーニング」については、学校の実態に合わせて取組みを進めていきます。

）いじめ防止に関する講演会等

生徒、教員、保護者等が、いじめについての共通認識をもつ。

）いじめ防止ワークショップ

ワークショップを通じて、自尊心を高め、暴力によらないコミュニケーションなどについて学ぶ。

）スクールバディ・トレーニング

放課後などの時間を活用して取り組むスクールバディ（学校での仲間・相棒）になるためのトレーニ

ングを行う。

③ 児童・生徒の学級満足度及び学校生活意欲等に関する調査の実施

児童・生徒の学校生活意欲などを調査し、不登校やいじめの防止や早期発見を目的に実施しています。

また、調査の結果分析を行い、各教員の児童・生徒理解や学級経営に関する資質や能力の向上をめざしま

す。

）対象

小学校 年生以上の全学年、中学校の全学年

）内容

よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート（ ）年 回

（教育指導課）

 
（１２）国際理解教育、帰国・外国人児童・生徒教育 
児童･生徒がすすんで国際社会に参加し、国際的な視野を広め、国際社会に対応できる能力の基礎を身に付け

るため、次のような施策を行っています。 
 
① 外国人による英語教育指導 

外国人と直接触れ合う中で、生きた英語を学習し、国際人としての自覚や感覚を養い、外国語の好きな

児童・生徒の育成を図っています。 
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② 英語活動の充実

平成 年度から、区独自に教職員対象の英語活動研修を実施するとともに、海外在住経験や英語の専門

知識のある方が学級担任を支援する英語活動支援員制度を導入するなどして、授業の充実を進めています。

また、令和 年度に全面実施された学習指導要領における小学校英語の教科化を踏まえて、平成 年度よ

り全区立小学校において英語を学ぶ授業時間数を増加させ、 ・ 年生では年間 時間、 ・ 年生では年

間 時間、 ・ 年生では年間 時間の英語教育を先行して実施してきました。こうした取組みを充実さ

せるために、全学年に、ＡＬＴや英語活動支援員を配置するとともに、 年生では、子どもたちが楽しみ

ながら英語を学び、多様な文化に触れられるよう、令和 年度より英語体験出張教室を実施しています。

さらに ・ 年生では、平成 年度より 分間の短時間学習（モジュール）を導入し、子どもたちが繰り

返し、楽しみながらネイティブの発音に触れられるよう、ＩＣＴ教材の活用を進めています。

また、中学校では、都立高校入学試験及び全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）への「話す」技

能（スピーキング）の導入、オリンピック・パラリンピックなど英語で情報を伝えることをめざし、英語

以外の授業（技術・家庭、保健体育等）、昼休み、給食、放課後、部活動等にＡＬＴを配置し、生徒がネイ

ティブスピーカー（ＡＬＴ）と日常的に英語でコミュニケーションできる「環境づくり」を行い、生徒た

ちの英語によるコミュニケーション能力や「話す」力の向上を図っています。

③ 帰国・外国人児童・生徒を対象とした教育相談及び補習教室

世田谷区は昭和 年に国の指定を受けて以降、 年以上にわたりセンター校を設置するなど帰国・外

国人教育に力を入れ、国際理解教育を進めてきました。また、平成 年度から文部科学省の「帰国・外国

人児童・生徒と共に進める教育の国際化推進地域」の指定を受けて諸事業を実施してきました。平成

年度には世田谷区独自の受け入れ体制を充実・発展させるために、帰国・外国人児童・生徒の教育相談業

務を一本化させ「帰国・外国人教育相談室」を開設（梅丘中学校に併設）しました。文部科学省の指定が

平成 年度をもって終了することになったため、平成 年度からは新たな区独自の事業として、スター

トさせることとなりました。

現在、小学校 校（上北沢、八幡、千歳）、中学校 校（梅丘）を「帰国・外国人児童・生徒指導支援校」

と位置付け、相談室、支援校の連携のもとに教育や相談指導の充実を図り、補習教室、訪問指導などさま

ざまな事業を企画、運営しています。

令和４年度 相談室事業実績

補習教室（開室期間 月 日～ 月 日）

内 容 回数（回）
限のコース数

（ 日 限）
延人数（人） 在籍数（人）

在籍者が所属す

る学校数（校）
講師数（人）

水曜教室

教科補習
～ 中 中

土曜教室

日本語教室
～

小

中

小

中

・相談件数（電話、メール、来室、訪問相談による相談）

件 内容：帰国、進路、編入、生活、学習など

・訪問回数

訪問面接 小学校 校 回

中学校 校 回

通級指導 中学校 校 回
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④ 外国人児童・生徒等に対する日本語指導

日本語ができないまま区立学校に編入学する外国人児童・生徒などを対象として、編入学の初期に日本

語指導等補助員を学校に ～ 時間程度派遣して日本語指導などを行っています。

令和４年度補助員派遣実績

小学校 校 人、中学校 校 人

⑤ 小・中学生海外派遣事業［平成３年度開始］

（令和２～４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休止）

区立小学校 年生の児童を姉妹都市であるオーストラリアのバンバリー市とオーストリアのウィーン市

ドゥブリング区に派遣し、平成 年度からは、バンバリー市でホームステイを体験しています。平成 年

度からは、バンバリー市の児童が来日し、世田谷の児童宅にホームステイしています。

令和元年度から、フィンランドのヘルシンキ市、ビヒティ市に児童・生徒を派遣し、ホームステイを体

験しています。

 
⑥ 中学生親善教育交流［昭和 年度開始］

（令和２～４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休止） 
区立中学校 年生の生徒を隔年で姉妹都市であるカナダのウィニペグ市に派遣しています。また、平成

年度からは、オーストラリアのバンバリー市にも派遣を開始しました。派遣を行った翌年には、相手国

の中学生が来日し、区立中学校の生徒の家にホームステイします。

 
⑦ テンプル大学と連携した「日本でできる小中学生の国内留学プログラム」助成事業の実施 

令和２年度より、区内大学であるテンプル大学ジャパンキャンパスの協力を得て、同大学の国内留学プ

ログラムに区立小学校 ・ 年生の児童および区立中学校 ・ 年生の生徒の参加枠を確保し、費用の一部

を助成しています。

令和４年度実績：小学校 名、中学校 名

（学務課、教育指導課、文化・国際課）
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（１３）キャリア・未来デザイン教育の推進 
一人一人の児童・生徒が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し、多様な人々と協働しながら、急激に変化する社会の中で、自らが社会の担い手として課題に向き合い判

断して行動し、それぞれが思い描く未来を実現できる人材を育成するため、区独自の「キャリア・未来デザイ

ン教育」を推進しています。

≪育成する資質・能力≫

・様々な事象の中から問題を把握し、解決する価値のある課題を立てる

・課題の解決を目指し、情報収集や多様な人々との協議を円滑に行う

・様々な資源を比較、分類、関連付け等により最適な組み合わせを導き出し、課題を解決する

「キャリア・未来デザイン教育」の実現に向けて、次の２点を重点とします。

① キャリア教育

子どもたちが自らの学習状況や学校行事、地域での活動等によるキャリア形成を見通したり振り返ったり

しながら、自身の変容や成長を自己評価できるようにするとともに、教師が子どもたちと対話的に関わり、

個性を伸ばす指導へとつなげて自己有用感をもたせるよう工夫することで、学校、家庭、地域における学び

を自らのキャリア形成に生かそうとする態度を養っています。

② 探究的な学び

自ら問いを見出し、自分なりの方法で問題を解決し、友達と協働しながらさらに見方・考え方を深め、自

分の学びを振り返ることで新たな課題を見付けていく「探究のプロセス」と、子どもたちが他者や社会とつ

ながり学びを広げ深める「共感・協働」をキーワードにした授業改善を図っています。

（教育指導課、教育研究・ＩＣＴ推進課） 
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学び舎・学舎名 区立中学校名  区立小学校名  就学前教育・保育施設※ 地域連携校名

大志の学び舎 太子堂中学校 太子堂小学校 三宿保育園 多聞小学校
三軒茶屋

小学校

さくらの学び舎 桜丘中学校 桜丘小学校 笹原小学校 桜丘幼稚園
わかくさ 
保育園

赤松学舎 松沢中学校 松沢小学校 赤堤小学校 赤堤保育園

駒の学び舎 駒沢中学校 駒沢小学校 三軒茶屋小学校 上馬保育園 弦巻小学校

北斗の学び舎 北沢中学校 下北沢小学校 若竹保育園

みどりの学び舎 緑丘中学校 上北沢小学校 経堂小学校 八幡山小学校 八幡山幼稚園 船橋東保育園

響きの学び舎 駒留中学校 旭小学校 駒繋小学校 中丸小学校 下馬保育園

ねづやま夢の学び舎 梅丘中学校 松原小学校 代田小学校 松原北保育園 下北沢小学校

巴の学び舎 桜木中学校 桜小学校 世田谷小学校 桜保育園

富士の学び舎 富士中学校 代沢小学校 多聞小学校 池之上小学校 多聞幼稚園 代田小学校

優郷の学び舎 弦巻中学校 弦巻小学校 松丘小学校 松丘幼稚園 弦巻保育園

和みの学び舎 奥沢中学校 奥沢小学校 東玉川小学校 奥沢保育園

さぎそう学舎 八幡中学校 八幡小学校 九品仏小学校 奥沢西保育園

なかたまの学び舎 玉川中学校 玉川小学校 中町小学校 中町幼稚園 中町保育園

多摩川の学び舎 瀬田中学校
二子玉川

小学校
瀬田小学校 玉川保育園 桜町小学校

桜咲く深緑の学び舎 深沢中学校 深沢小学校 桜町小学校 新町保育園

翠と溪の学び舎 尾山台中学校 尾山台小学校 玉堤小学校 等々力小学校

ようがの学び舎 用賀中学校 京西小学校 用賀小学校 ふじみ保育園

みしまの森学舎 東深沢中学校 東深沢小学校 等々力小学校 三島幼稚園 深沢保育園

砧の学び舎 砧中学校 砧小学校 明正小学校 山野小学校 砧幼稚園 大蔵保育園

烏山学舎 烏山中学校 烏山北小学校 給田小学校 武蔵丘小学校 給田幼稚園 西之谷保育園

みのりの学び舎 千歳中学校 塚戸小学校 祖師谷小学校 千歳小学校
上祖師谷 
保育園

芦花の学び舎 芦花中学校 芦花小学校 八幡山保育園 八幡山小学校

温知学舎 上祖師谷中学校 烏山小学校 給田保育園 給田小学校 千歳小学校

自立の学び舎 砧南中学校 砧南小学校 南大蔵保育園 砧小学校

喜多見の学び舎 喜多見中学校 喜多見小学校 小梅保育園 砧南小学校

泉の学び舎 三宿中学校 三宿小学校 中里小学校 池尻小学校 池尻保育園 駒繋小学校

世田谷杜の学び舎 世田谷中学校 若林小学校 山崎小学校 城山小学校 豪徳寺保育園

船橋希望学舎 
船橋希望

中学校
船橋小学校 希望丘小学校 千歳台小学校 希望丘保育園

※区立幼稚園と区立保育園の窓口園を例示。区立以外に私立幼稚園、私立保育園も学び舎・学舎に参加。

世田谷区立小・中学校 学び舎・学舎一覧 
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（１４）学校間連携活動 
区立中学校における進路指導や区立中学校と都立高等学校の連携の一環として、区立中学校へ都立高等学校

の教員を招き、高等学校の授業などを模擬的に行う「訪問授業」を区立中学校で実施しています。 
（教育指導課） 

    

（１５）区内大学等との連携

教育委員会と区内の大学・短期大学は、相互の知的・人的資源などの交流・活用を図り、教育、文化などの

分野において双方の発展と充実、そして区立幼稚園、区立小・中学校の活性化に寄与することを目的に、連携

に関する基本協定を平成 年 月に締結しました。

協定に基づいて次のような事業を展開しています。

① 学級運営や学校行事への支援、配慮を要する児童・生徒への支援、部活動指導補助などへの学生派遣事

業を推進しています。学生派遣については、単位として認定する大学もあります。

② 大学が持つ施設・設備、専門的な知的資源などを活かした講座や体験学習、教職員への研修や大学図書

館の区民利用などを実施しています。

また、学生派遣事業については、平成 年度から区外大学の学生に対しても、区内大学の学生の場合と同等

に対応しています。

   （地域学校連携課） 
    

（１６）健全育成推進活動 
児童・生徒の健全育成のために次のような施策を実施しています。 
① 小・中学校生活指導主任研修 

児童・生徒の健全育成と、問題行動の未然防止に向けた研修や定期的な情報交換などを行っています。 
② 指導力向上サポート室の設置 

採用 年次～ 年次の教員の授業観察や指導助言、学校支援と、教育委員会主催の教職員研修の運営補

助などを行い、教員の資質能力向上のためのサポートに取り組んでいます。 
③ 学校協議会における健全育成推進の取組み 

学校・家庭・地域社会が連携・協力して、小・中学校が健全育成にかかわる諸問題について意見交換を行い、

子どもたちを健全に育成するための取組みを進めています。 
   （教育研究・ＩＣＴ推進課、地域学校連携課） 

 
（１７）スポーツ教室［昭和 年度開始］

小学校 年生以上の児童を対象として、スポーツ活動を通じて健全育成を図ることを目的に、地域の協力者

と、実施校の教員を中心とした指導者のもとで、各種スポーツを行っています。

令和４年度実績 単位：校

サッカー 剣道 バドミントン

ミニバスケットボール バトントワリング 野球

バレーボール ソフトテニス 各種運動

バスケットボール ダンス

陸上 ドッジボール

（地域学校連携課）
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（１８）部活動支援 
平成 年 月から、部活動を「世田谷区立学校管理運営規則」に規定し、中学校の教育活動としての位置付

けを明確にし、部活動の充実に向けた支援などを講じています。 
① 部活動支援員の活用［平成 年度開始］

各学校の部活動指導にあたり、保護者や大学生、地域の方々に部活動指導にご協力いただく「部活動支

援員制度」の活用により、継続的・安定的な部活動の推進に取り組んでいます。また、部活動支援員の研

修のほか、さまざまな手法を用いて、部活動支援員の人材の確保に努めています。 
② その他の支援

大会参加費などの補助、専門技術を持つアスリートなどの部活動への派遣を実施しています。 
（地域学校連携課）

（１９）学校包括支援員

通常の学級において、どの児童・生徒もよりよい人間関係を築き、より充実した学校生活を送るための支援

を行っています。平成 年度より、区立小・中学校全校に学校包括支援員を各 名配置しました。これに加え、

平成 年度からは大規模校の 校に、さらに令和 年度からは大規模校 校に各 名ずつ配置しています。

（教育指導課）

（２０）せたがや学校エコライフ活動

児童・生徒が、日々の学習活動や学校生活をとおし、地球環境に配慮した行動を身近なところから自主的・

主体的に実践できるよう、省エネルギー、省資源・リサイクル、美化・緑化などの活動を学校の特性に応じて

行っています。 
（教育指導課） 

 
（２１）教育支援チーム

いじめ・不登校、教員の指導などに関する幼稚園・学校の対応への不満や、情報共有の難しさなどから、幼

稚園・学校と保護者の信頼関係が損なわれたり、他の機関と連携する必要が生じたりするケースがあります。

このように、区立の幼稚園、小・中学校で発生し、幼稚園・学校だけでは対応が難しいケースへの対処につい

て、心理、社会福祉、法律、医療などの専門家で構成する教育支援チームが専門的な立場から指導・助言を行

い、学校担当の指導主事などと連携・協力しながら、問題の深刻化の回避や早期解決を図っています。

 
◆チームの構成 
○指導主事 
○臨床心理士 
○スクールソーシャルワーカー 
○弁護士 
◯医師（精神科） 

（教育相談課） 
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（２２）連合行事等

学校における教育目標を効果的に達成するために、区立幼稚園、小・中学校で体育、音楽、美術、古典芸能

等の学習活動を実施しています。

令和４年度実績 区立幼稚園、小・中学校 

事 業 名 対 象 実 施 日 参加校 園
参加園児･児童

生徒数（人）
実 施 場 所

音楽鑑賞教室 小 年 月 日～ 月 日 約 昭和女子大学人見記念講堂

美術鑑賞教室
小 年 月 日～ 月 日 約 世田谷美術館

中 ～ 年 月 日～ 月 日 個人 世田谷美術館及び分館

図画工作作品展 小代表 月 日～ 日 出品数 点 世田谷美術館 区民ギャラリー

生徒作品展覧会 中代表 月 日～ 日 出品数 点 世田谷美術館 区民ギャラリー

連合運動会 小 年 月 日・ 日・ 日
雨天のため全

校のうち 校 約 区立総合運動場 陸上競技場

陸上競技大会 中代表 月 日 約 区立総合運動場 陸上競技場

水泳記録会 小 年 月第 ・ 週 約 各小学校プール

古典芸能鑑賞教室 小 年 月 日～ 月 日 約 各小学校 体育館

プラネタリウム移動教室

小 年 月 日～ 月 日 教育会館プラネタリウム

中 ～ 年
月 日～ 月 日 教育会館プラネタリウム

月 日～ 月 日 個人 教育会館プラネタリウム

出張型科学実験教室 中 ～ 年 月 日～ 月 日 各中学校

連合観劇会 幼年長 月 日～ 日 各区立幼稚園

音楽発表会 中 ～ 年 月 日 めぐろパーシモンホール

演劇発表会 中クラブ 月 日～ 日 砧区民会館 成城ホール

（学務課、乳幼児教育・保育支援課）

令和４年度実績 特別支援学級

事 業 名 対 象 実 施 日 参加校
参加児童・

生徒数（人）
実 施 場 所

連合運動会 小全 月 日 小全 約 区立総合運動場 体育館

連合球技大会 中全 月 日～ 月 日 中全 約
駒沢オリンピック公園 総合

運動場 屋内球技場

連合展覧会 小中全 月 日～ 日 約 世田谷美術館

（支援教育課） 
 

（２３）移動教室・夏季施設・冬季施設

豊かな自然環境のもとで、体験学習、集団生活を通じて、心身を鍛え、豊かな人間関係をつくりだすことを

目的にしています。 
令和４年度実績

事業名 対象 実施日 実施場所 泊数

参加内訳（人）
参加

校数
児童・

生徒

引率

教員
その他 合計

川場移動教室 小 年 月 日～ 月 日
群馬県

川場村
１泊

河口湖移動教室
中１年・小中特支

学級・夜間学級
月 日～ 月 日

山梨県

富士河口湖町

１泊～

２泊

夏
季
施
設

日光林間学園 小 年 月 日～ 月 日
栃木県

日光市
２泊

河口湖・その他 中 ～ 年 月 日～ 月 日
山梨県

富士河口湖町他

２泊～

３泊

冬季施設

（スキー教室）

小 ～ 年

中 ～ 年
月 日～ 月 日

静岡県

スノーパークイエティ他

日帰り・

２泊

小

中

（学務課）
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（２４）学校間交流

児童が交流活動を通じ、それぞれの地域の自然や人、文化にふれ、学ぶとともに、友情をはぐくみ豊かな人

間性を養うことを目的にしています。 
令和４年度実績

事 業 名 対象 実 施 日 実 施 場 所 内 容 参加内訳 児童 人

千歳台小･川場小交流

（群馬県川場村）

年
月 日

（受入）
千歳台小 夏季交流

千歳台小

川場小

年
月 ～ 日

（訪問）

川場小

川場スキー場
冬季交流

千歳台小

川場小

山崎小・代沢小・

舟形小交流

（山形県舟形町）

年
新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止

夏季交流 － －

秋季交流 － －

（学務課）  
 

（２５）特色ある学校づくり推進事業

校長の学校経営方針に基づく教育活動をいっそう充実させるため、各学校の意欲的な事業に対して重点的に

予算を配分し、より魅力的な学校となるよう特色づくりを推進しています。留学生などゲストティーチャーに

よる国際理解教育や、近隣農家の協力による農業体験など、さまざまな教育活動の実践に生かされています。 
（教育指導課) 

 
（２６）学校協議会

学校と地域の連携組織で、児童・生徒の健全育成、地域防災・防犯、教育活動の充実を目的として設置され、

地域との情報共有の場である会議体となっています。 
 
世田谷区学校協議会組織図（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（地域学校連携課） 

 

学校長 副校長 主幹教諭 教務主任 生活指導主任 保健主任 

進路指導主任 教育相談主任 学年主任 ＰＴＡ会長 ＰＴＡ役員 

主任児童委員 民生委員・児童委員 青少年委員 保護司 学校医 

町会長 自治会長 商店会長 児童相談所員 警察署員 消防署員 

（地域・地域諸団体） 
町会 自治会 商店会 保護司 児童福祉司 青少年委員

主任児童委員 児童委員 学校医 薬剤師 消防団 

同窓会 

ＰＴＡ 

学校教職員 

（関係諸団体・組織） 
消防署 警察署 児童相談所 少年センター 職業安定所 
医師会 薬剤師会 区（各総合支所、他関連所管課） 
消防団 日赤分団 

学校協議会 
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（２７）新・才能の芽を育てる体験学習 

［中学生：平成 年度開始、小学生：平成 年度開始、幼児：平成 年度開始］

子どもたちが自らの才能や個性に気づき、将来の夢や目標を発見し、成長する機会として、体験学習を行っ

ています。各界の第一線で活躍する方々を講師として、普段の生活では経験できない内容の講座を開催していま

す。平成 年度より、子どもたちの体験・体感の機会をいっそう充実するために、対象を幼児まで広げ、５

つの柱（①探求、②表現、③体力・健康、④国際理解、⑤環境）を設定し、名称を「新・才能の芽を育てる体

験学習」として事業を拡充しています。対象者について、これまで区立の幼稚園・保育園・小中学校への在籍

要件を段階的に国公立や私立の幼稚園・保育園・中学校に通う子どもにも広げてきました。令和２年度から、

国公立と私立の小学校の児童も対象に加えました。これによって、区内在住のすべての幼児・児童・生徒が対

象となりました。

令和４年度実績（総実施回数 回、総参加人数 人）

① 中学生対象講座 
講 座 名 講師・協力 実施時期・回数 人数 人）

サイエンス・ドリーム 日本物理学会所属大学教授他 月 回

デザイン講座 岡本典子氏 月 回

プログラミング体験講座 日本大学文理学部 月 回

② 小学生対象講座 
講 座 名 講師・協力 実施時期・回数 人数（人）

ためんたい◇たんけんたい（多面体探検

隊）（ ～ 年生）
東京都市大学 月 回

明かりはどこから？～自分だけの街をつ

くって光らせよう！（ ～ 年生）
東京都市大学 月 回

探してみよう！生き物の色や形のひみつ

（ ～ 年生）
東京農業大学 月 回

見てみよう！光学顕微鏡で植物観察

（ ～ 年生）
東京農業大学 月 回

ドキ土器！粘土で作るむかしの器

（ ～ 年生）
生涯学習・地域学校連携課文化財係 月 回

ロボットプログラミング講座 株式会社アザイコミュニケーションズ 月 回

デザイン講座（ ～ 年生） 岡本典子氏 月 回

将棋の技を磨こう（ ～ 年生） 日本将棋連盟島朗九段他 月 回

ゲル化食品の不思議？（ ～ 年生） 東京農業大学 月 回

昆虫講座～クイズで再発見 昆虫の不思議

（ ～ 年生）
日本大学文理学部 月 回

運動教室（ ～ 年生） 日本女子体育大学 月 回

アメリカの大学ってどんなとこ！？ （ ～

年生）
テンプル大学ジャパンキャンパス 月 回

レジ袋をコラージュしてカラフルな小物

を作ろう！（ ～ 年生）
株式会社ＡＳＯＭＡＮＡＢＯ 月 回

いろんな種類の 枚の紙に、描いて、書

いて、「本」をつくろう（ ～ 年生）
多摩美術大学 月 回

サウンドモンスターを作っていろいろな

音色を奏でよう！（ ～ 年生）
株式会社ＡＳＯＭＡＮＡＢＯ 月 回

③ 小学生・中学生合同講座 
講 座 名 講師・協力 実施時期・回数 人数（人）

ノースウッズ～生命を与える大地～（小学 ～ 年生、中学生） 大竹英洋氏 月 回
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④ 幼児対象講座 
講 座 名 講師・協力 実施時期・回数 人数（人）

ダンスにチャレンジ！ ・ 歳児クラス 日本女子体育大学 月 回

親子で一緒に！身体を使って表現あそびを楽しもう（ ・ 歳児

クラス）
東京都市大学 月 回

⑤ 特別講座 
講 座 名 講師・協力 実施時期・回数 人数（人）

プロから学ぶお菓子づくり～「作り込む」を楽しもう！（中学生） 日本菓子専門学校 月 回

（地域学校連携課）

（２８）地域運営学校

地域運営学校とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、一定の権限と責任をも

って学校運営に参画する合議体の機関である「学校運営委員会（国の呼称は学校運営協議会）」を設置する学

校です（国の呼称はコミュニティ・スクール）。

「学校運営委員会」の役割には、校長が作成した学校運営に関する基本方針を承認することや、学校運営に

ついて校長や教育委員会に意見を述べること、教職員の任用などについて教育委員会に意見を述べることがあ

ります。そのほか、児童・生徒、保護者、地域の方の意見を把握し、学校運営への反映を図るなどの活動に取

り組んでいます。

学校運営委員会には、保護者や地域の方に学校をより理解していただき、学校を支える支援の輪をさらに広

げるための役割が期待されています。

【地域運営学校－これまでの取組み】

指定年度 指 定 学 校

平成 年度
小学校（ 校）：城山、東玉川、用賀

中学校（ 校）：山崎、八幡

平成 年度
小学校（ 校）：太子堂、山崎、松丘、京西、八幡、九品仏、等々力、砧、給田

中学校（ 校）：太子堂、用賀、船橋

平成 年度
小学校（ 校）：守山、弦巻、烏山、船橋

中学校（ 校）：弦巻

平成 年度
小学校（ 校）：多聞、花見堂（平成 年度末閉校）、玉川、奥沢、東深沢、桜町、瀬田、塚戸

中学校（ 校）：桜丘、松沢、富士、奥沢、東深沢

平成 年度
小学校（ 校）：桜、松沢、烏山北、芦花、山野

中学校（ 校）：烏山、芦花

平成 年度
小学校（ 校）：若林、桜丘、二子玉川、中町、希望丘

中学校（ 校）：世田谷（平成 年度、若林中学校と山崎中学校を統合）

平成 年度

小学校（ 校）：三宿、代沢、駒沢、旭、中里、上北沢、駒繋、代田、三軒茶屋、赤堤、池尻、深沢、

玉堤、明正、八幡山、千歳、武蔵丘、千歳台

中学校（ 校）：駒沢、玉川、瀬田、深沢、千歳、上祖師谷、砧南、喜多見、三宿、

船橋希望（平成 年度、船橋中学校と希望丘中学校を統合）

平成 年度

小学校（ 校）：東大原、世田谷、松原、北沢（平成 年度、下北沢小学校と統合）、池之上、経堂、

中丸、笹原、尾山台、祖師谷、砧南、喜多見

中学校（ 校）：北沢、緑丘、駒留、梅丘、桜木、尾山台、砧

平成 年度 小学校（ 校）：下北沢（平成 年度、東大原小学校と守山小学校を統合）

（地域学校連携課） 
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（２９）学校支援地域本部

学校の依頼に応じて、学校の教育活動を支援するしくみです。学校とボランティア団体などのコーディネー

ト（調整）を行う学校支援コーディネーターと、実際に教育支援活動を行うボランティア団体など、および教

育委員会事務局内に設置する学校支援地域本部の事業評価などを行う会議体の つから構成されます。令和

年 月より全小・中学校で導入しています。

（地域学校連携課）

 

２．特別支援学級等 
障害の種別に応じた教育を行っています。 
特別支援学級・特別支援教室一覧 令和 年 月 日現在 

種別＼区分 小 学 校 中 学 校

知的障害学級

三宿 世田谷 松沢 旭 経堂

弦巻 山崎 奥沢 尾山台 桜町

烏山 祖師谷 明正 芦花 下北沢

計 校 学級

松沢 北沢 弦巻 八幡 砧

芦花 上祖師谷 世田谷

計 校 学級

情緒障害等学級
多聞 旭 烏山 船橋

計 校 学級

喜多見 世田谷

計 校 学級

特別支援教室 全校に設置 全校に設置

肢体不自由学級
松沢 奥沢

計 校 学級

東深沢

計 校 学級

難聴学級
駒沢 烏山北

計 校 学級

駒沢

計 校 学級

言語障害学級
駒沢 九品仏 砧 烏山北

計 校 学級
－

弱視学級
笹原

計 校 学級
－

合計 計 校 ※併設 校有 学級 計 校 ※併設 校有 学級

※（ ）は学級数 （支援教育課）
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３．特別支援教育 
区教育委員会では、配慮を要する児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応えるため、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。

平成 年の「障害者の権利に関する条約」発効や平成 年 月の「障害者差別解消法」施行など、特別支

援教育を取り巻く環境の変化に対応していくため、平成 年 月に「世田谷区における特別支援教育の今後

の推進のあり方」をとりまとめました。

また、平成 年 月には、具体的行動計画である「世田谷区特別支援教育推進計画（第 期）」を策定し、

学校の人的支援の強化、小学校全校への特別支援教室の導入などに取り組んできました。

平成 年 月には、平成 年 月からの 年間を計画期間とする「世田谷区特別支援教育推進計画（第

期）」を策定し、人的支援の拡充などによる特別支援教育推進体制の強化や、個に応じた教育環境の充実、指

導力や専門性の向上、学校を核とした障害者理解の推進などに取り組んできました。

令和 年 月には、第 期計画における課題や特別支援教育を取り巻く環境の変化などを踏まえ、令和

年度から令和 年度までの 年間にわたる、区立幼稚園、小・中学校における具体的な事業活動について規定

した「世田谷区特別支援教育推進計画（調整計画：令和 年度～令和 年度）」を策定しました。

本計画をもとに、将来の社会参加に向け、持てる力を発揮していけるよう、児童・生徒や保護者の方々の声

に耳を傾け、成長に目を注ぎ、学ぶ達成感や生きる力をはぐくみながら、障害のある児童・生徒と、障害のな

い児童・生徒がともに育つインクルーシブ教育を推進しています。 
 
※特別支援教育 
障害などのある子どもたちが自立し、社会参加するために必要な力を培うため、子ども一人ひとりの教育的

ニーズを把握し、その可能性を最大限に伸ばし、生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導

や必要な支援を行うもの。

（支援教育課）

 

４．中学校夜間学級

諸々の事情により義務教育を終了できなかった方、または、さまざまな事情により中学校で十分に学べなか

った方が、中学校教育を希望する場合に、教育の機会を提供しています。三宿中学校に第 部として夜間学級

を設けています。［昭和 年 月開始※］

また、海外からの引揚者や帰国者で、日本語ができない方のために、日本語学級を開設し補講を行っていま

す。［昭和 年 月開始※］

※開始年月日は、統合前の旧新星中学校におけるそれぞれの開始年月日。

在籍生徒数（人）       令和 年 月 日現在 
学年別 年 年 年 計

人 数

男女別
男 女 男 女 男 女 男 女

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

（ ）は日本語学級生徒数の再掲 
（学務課） 
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５．教育のための援助 

（１）就学援助費［昭和 年度開始］ 
児童・生徒の就学に必要な学用品費・給食費・修学旅行費などの一部を支援しています。

令和４年度給付内容 ※学年によって金額が異なります。（夏季施設費実費は上限あり。）  単位：円 

費目別

小中別

通
学
用
品
費 

学
用
品
・ 

給
食
費

新
入
学
用
品
費

通
学
費

修
学
旅
行
費

夏
季
施
設
費

移
動
教
室
費

校
外
授
業
費

卒
業
ア
ル
バ
ム
費

医
療
費

小学校
～

実費 実費 －
～ 自己

負担額

中学校
～

実費 実費 実費
～ 自己

負担額

令和４年度認定者数（人） 
要保護児童・生徒 準要保護児童・生徒 合 計

小学校 ｟ ｠ ｟ ｠

中学校 ｟ ｠ ｟ ｠

※（ ）は給食費のみ認定者数、｟ ｠は新入学用品費入学前支給認定者数で、いずれも内数。

【新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対応】

家計が急変した世帯への対応

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により家計が急変した世帯に対し、通常は前年所得により審査して

いるところ、特例として直近の収入状況等による審査を行いました。

令和 年度申請数： 件 人（認定数： 件 人）

  （学務課） 
 
（２）特別支援教育就学奨励費［昭和 年度開始］ 
障害のある児童・生徒の就学に必要な、学用品・給食費等の一部を支援しています。なお、特別支援学級（特

別支援教室を含む）に公共交通機関を利用して通学する児童・生徒に対して、通学費を支給しています。

令和４年度給付内容 ※学年によって金額が異なります。  単位：円

費目別

小中別

校
外
活
動
費

学
用
品
・

給
食
費

用
品
費

新
入
学

通
学
費

修
学
旅
行
費

交
通
費

職
場
実
習

小学校 ～ ～ 実費 － －

中学校 ～ 実費 実費

（学務課） 
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６．学校保健 
教育委員会と学校が連携して、学校保健安全法に基づき、園児・児童・生徒の健康の保持を図るため、学校

医などの指導と協力を受けながら、各種検診、検査などの事業の実施や通学路の安全対策にも取り組んでいま

す。

また、幼稚園や学校においては、国・都の方針を踏まえ、換気などの状況に応じた基本的な感染症対策を継

続し、園・学校活動において感染が拡がらないよう感染予防に努めつつ、学校教育活動の両立に努めています。

今後も国や都の方針を踏まえ、世田谷保健所ともよく連絡し、状況に応じた感染防止対策に取り組みます。

（１）新型コロナウイルス感染症対策

幼稚園や学校内での感染拡大防止のため、家庭との連携による児童生徒などの健康状態の把握、適切な換気

の確保、こまめな手洗いなどの基本的な感染症対策を継続しています。 （学校健康推進課）

 
（２）各種検診・検査事業

定期健康診断・臨時健康診断・心臓検診・腎臓検診・結核検診・生活習慣病予防検診・就学時健康診断を実

施しています。         （学校健康推進課） 
 
（３）学校環境衛生 
学校環境衛生の維持管理を図ることを目的に、学校保健安全法に基づき、飲料水の水質検査、教室の空気・

照度・照明検査、教室などの空気中化学物質検査、ネズミ・衛生害虫等の生息調査、騒音レベル検査などを定

期的に実施しています。        （学校健康推進課） 
 
（４）学校安全対策 
① 独立行政法人日本スポーツ振興センター 

児童・生徒が安全で楽しく学校生活を送れるように、独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済

給付掛金を区が負担しています。児童・生徒が、学校管理下で負傷、疾病および死亡した場合には、医療

費・見舞金などが支給されます。 
② 通学路の安全対策 

「児童の通学路設定基準」に基づき、小学校ごとに地域の実情に即して、関係機関と意見聴取や協議の

うえ通学路を定めるとともに安全点検を行っています。

また、定期的に学校、ＰＴＡ、警察、道路管理者、教育委員会が連携して通学路の合同点検も行ってい

ます。

さらに、自宅から学校まで児童が登下校の際に通行する道路の安全確保を確実なものとするため、小学

校全校の登下校区域に計 台の防犯カメラを設置しています。 （学校健康推進課）
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７．学校給食 

（１）学校給食の目的 
学校給食は、栄養のバランスがとれた多様な食事を提供することにより、児童・生徒の体力の向上や健康の

保持増進を図るとともに、食に関する正しい理解を深め、適切な判断力を養う上で重要な役割を担っています。 
また、学校において食に関する指導を効果的に進めるために、給食の時間はもとより、各教科や特別活動な

どにおいて学校給食は、生きた教材として活用されています。 
学校給食の目標（「学校給食法」第 条） 
① 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 
② 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断力を培い、及

び望ましい食習慣を養うこと。 
③ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 
④ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊重する精

神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 
⑤ 食生活が食にかかわる人々のさまざまな活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を重ん

ずる態度を養うこと。 
⑥ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 
⑦ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 （学校健康推進課） 

 
（２）調理方式の概要 
世田谷区の学校給食は、自校調理方式、親子調理方式、共同調理場方式の 通りの調理方式により提供して

います。また、調理業務については、平成 年 月より全校民間委託により行っています。

① 自校調理方式 
各学校に設置した給食室で直接調理を行う方式で、小学校 校と中学校 校で実施しています。

② 親子調理方式 
親校にて調理した給食を、近隣の子校ヘ搬送する方式で、現在は親校 校と子校 校で実施しています。

③ 共同調理場方式 
複数の学校給食をまとめて調理し、各学校に搬送する方式で、現在は太子堂調理場で小学校 校分と中

学校 校分を調理しています。

実施状況 
小・中学校全校と三宿中学校夜間学級で完全給食を実施しています。 

調理方式 学 校 名

自校調理方式

〔計 校〕

小学校 校：瀬田・中町・芦花を除く各校

中学校 校：桜丘・梅丘・桜木・弦巻・瀬田・深沢・用賀・東深沢・砧・烏山・上祖師谷・三宿・世田

谷・船橋希望

親子調理方式

〔計 校〕

小学校 校 中学校 校：芦花小→芦花中、中町小→玉川中、北沢中→富士中、奥沢中→尾山台中、

喜多見中→砧南中

共同調理場方式

〔計 校〕

小学校 校：瀬田

中学校 校：太子堂・松沢・駒沢・緑丘・駒留・八幡・千歳

合計〔 校〕 ―

※瀬田小学校（自校調理方式）は、改築工事のため、令和 年 月から令和 年 月まで、共同調理場方式に

より給食を提供します。 （学校健康推進課） 
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（３）学校給食実施の流れ 
学校給食は、献立作成から調理、給食、洗浄まで以下のような流れになっています。 

【
給
食
の
流
れ
工
程
】

献
立
の
作
成

食
材
料
の
発
注

食
材
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の
検
収

調
理

で
き
上
が
り
の
確
認

検
食

搬
送

検
食

配
膳

給
食
・
給
食
指
導

食
器
具
の
回
収

搬
送

洗
浄
・
清
掃
等

 → → → → → → → → → → → → → 
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】 
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け
、
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熱
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態
等
を
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査
・ 

よ
い
か
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理
場
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が
学
校
へ
搬
送
し
て 

各
学
校
へ
給
食
を
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す
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学
校
長
が
配
食
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て
よ
い
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食
事
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マ
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や
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養
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回
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す
る 

各
学
校
か
ら
食
器
等
を
回
収
す
る 

食
器
等
の
洗
浄
を
行
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 部分は、共同調理場方式の流れ  （学校健康推進課） 
 
 
（４）給食費 
① 給食費の公会計化

学校給食は、食材料費を保護者負担とし、それ以外の人件費・光熱水費・厨房機器などの費用については、

公費負担により運営しています。

給食費について、平成 年度から玉川中学校と芦花中学校を除く区立中学校 校、平成 年度から区立

小・中学校全校で、教員の事務負担の軽減を目的として、区の特別会計予算の「学校給食費会計」により、

教育委員会事務局が一括して給食費の徴収・管理を行っています（給食費の公会計化）。

なお、公会計化後も自校調理や独自献立など、学校毎の特色ある給食事業は継続して行います。

② エネルギー価格・物価高騰に伴う緊急的対応

エネルギー価格・物価高騰に伴い、保護者の負担軽減を図るための緊急的な措置として区立小・中学校の

児童・生徒の学校給食費無償化を実施します。さらに、給食用食材費高騰の対応として、令和 年度に引き

続き、高騰する食材費の増額分（給食費単価の ％相当分）を支援します。

③ 給食費単価（令和 年 月 日現在 単価改定：平成 年 月 日） 単位：円

区 分

自校調理方式・親子調理方式 共同調理場方式

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 中学校７校

食単価

 
（学校健康推進課） 
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（５）給食内容 
給食実施にあたっては、児童・生徒の健全な発育に資するため、次のことを目標に献立を作成しています。 
① 児童・生徒の栄養改善、体位の向上、健康増進を図るため、さまざまな食品を組み合わせて、学校給食

摂取基準を十分に満たしていること。 
② 味覚や色彩、季節の行事などを考慮したもの。 
③ 衛生的で、安全であること。 
④ 児童・生徒の嗜好を考慮したもの。 
 
児童・生徒 人 回あたりの学校給食摂取基準 令和 年 月 日現在

区 分
小学校児童 中学校生徒

（ ～ 歳）低学年（ ～ 歳） 中学年（ ～ 歳） 高学年（ ～ 歳）

エネルギー（ ）

たんぱく質（ ） 学校給食による摂取エネルギー全体の ～ ％

脂肪（ ） 学校給食による摂取エネルギー全体の ～ ％

ナトリウム（食塩相当量）（ ） 未満 未満 未満 未満

カルシウム（ ）

マグネシウム（ ）

鉄（ ）

ビタミンＡ（μ ）

ビタミンＢ１（ ）

ビタミンＢ２（ ）

ビタミンＣ（ ）

食物繊維（ ） 以上 以上 以上 以上

注 表に掲げるもののほか、次に掲げるものについても、それぞれ示した摂取量について配慮する。 
・亜鉛…児童（ ～ 歳） 、児童（ ～ 歳） 、児童（ ～ 歳） 、生徒（ ～ 歳）

（学校健康推進課） 
 

 
（６）給食活動 
① 給食指導 

給食の摂取状況を把握するため、嗜好調査や残菜調査などを実施するとともに、校内放送、献立掲示板、

給食メモなどで、その日の給食内容を紹介するなどし、適切な食生活が身につけられるよう食に関する指

導を行っています。また、家庭には「献立表」と「給食だより」を配付しています。 
 
② ランチルーム等の活用 

各学校では、楽しい雰囲気の中で食事ができるよう、学年単位でランチルームを活用しています。この

他、ランチルームなどでは、低学年と高学年との「交流給食」や家庭との連携を図る「親子給食」、地域の

高齢者を招いての「ふれあい給食」などを行っています。 
ランチルームの設置状況    令和 年 月 日現在 
ランチルーム設置校 校（小学校 校／中学校 校）
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③ 「特色ある給食活動」実施状況 
小・中学校では、各学校の特色を生かして、次のような給食を実施しています。 

令和４年度実績 

活
動
状
況

学校内における活動 家庭と地域との連携を図る活動

交
流
給
食

行事給食
セ
レ
ク
ト
給
食

親
子
給
食

ふ
れ
あ
い
給
食

招
待
給
食

試
食
会

お
別
れ
給
食

お
弁
当
給
食

リ
ク
エ
ス
ト
給
食 

そ
の
他

実施小学校数（校）

実施中学校数（校）

（学校健康推進課） 
（７）衛生管理 
学校給食は、安全で衛生的でなければなりません。そのため、給食施設ごとに衛生管理責任者をおき、食品

の取り扱い、給食施設・設備の整備と清潔の保持、給食関係職員の健康管理などについて十分留意するととも

に、従事職員への衛生教育の徹底を図っています。 
また、より安全で衛生的な給食を提供するため、定期的に下記の検査を実施しています。 
① 衛生検査   おかずの衛生検査 

調理環境検査（落下細菌検査） 
食器の残留物検査（定量検査／定性検査） 
食器の有害物検査 
食材の細菌検査 
食品検査（遺伝子組換え・残留農薬・食品添加物等） 

     スタンプ検査（自主検査） 
② 職員の衛生検査  定期健康診断 

     細菌検査（検便） 
③ 水質検査・害虫生息調査       （学校健康推進課） 

    

（８）給食用食器 
学校給食で使用している食器は、食育の観点から、正しく持てるような安定感がある材質のものを使用して

います。また、環境にも配慮し、破損食器はリサイクル回収をしています。 
① 自校調理方式・親子調理方式の小・中学校（ 校）

令和 年 月 日現在

食器の種類 材 質 ※強化磁器食器導入校 校

（子校含む）
碗（大・小）、皿 種類 強化磁器またはメラミン樹脂

スプーン、フォーク、ナイフ、デザートスプーン ステンレス

はし 木（強化木）

② 共同調理場方式（  校） 令和 年 月 日現在

食器の種類 材 質 ※強化磁器食器導入校 校

碗（大・小）、皿 種類 強化磁器

（学校健康推進課）

スプーン、フォーク、ナイフ、デザートスプーン ステンレス

はし 木（強化木）
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（９）施設設備の充実 
給食室内の衛生環境向上のため給食室のドライシステム化を進めています。

令和 年 月 日現在

ドライシステム導入校 校（小学校 校、中学校 校）

（学校健康推進課） 

（１０）リサイクルの実施

児童・生徒への環境教育の観点から、各小・中学校および太子堂調理場において、排出された生ごみの飼料

化と飲用牛乳紙パックの古紙再生化リサイクルを実施しています。

 
 

８．幼児教育・保育の充実 
第２次教育ビジョンに基づき、幼保一体化や幼・保・小・中の連携の推進など、就学前（乳幼児期）教育の

充実に取り組んでいます。区全体で乳幼児期の教育・保育の充実に取り組むため、平成 年 月に策定した「世

田谷区幼児教育・保育推進ビジョン」に基づく取組みを進めています。

（１）区立幼稚園の集約化と機能の充実

未就学人口の減少や保育待機児の解消、区立幼稚園の在園児数の大幅な減少など、乳幼児教育・保育施設を

めぐる状況の変化をふまえ、「区立幼稚園用途転換等計画」（平成 年度策定）を見直し、令和 年 月に「区

立幼稚園集約化等計画」を策定しました。今後は、同計画に基づき、現在 園ある区立幼稚園・認定こども園

を区内各地域の拠点として段階的に 園に集約化するとともに、 年保育の導入や幼・保・小・中の連携の促

進、特別な配慮を要する児童への対応の充実、預かり保育の拡充などの機能の充実に取り組んでいます。

（乳幼児教育・保育支援課）

（２）義務教育との円滑な接続及び幼・保・小・中の連携の推進

幼稚園・保育所などにおける乳幼児期の教育・保育と小学校以降の義務教育の円滑な接続をめざして、アプ

ローチ・スタートカリキュラムなどを実施するとともに、「学び舎」の仕組みなどを活用しながら幼・保・小・

中の連携を推進しています。

（乳幼児教育・保育支援課、教育研究・ＩＣＴ推進課）

（学校健康推進課）（学校健康推進課）
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９．教育環境の整備

教育ビジョンや公共施設等総合管理計画などに基づき、計画的に学校施設の改築および改修など、教育環境

の整備を進めています。改築などにあたっては、標準設計仕様書に則り設計を進めるとともに、良好な学習環

境の充実、安全安心な学校、地域コミュニティの核となる学校施設づくりをめざし、より効率的かつ効果的な

施設整備計画を推進しています。

令和 年度に世田谷区学校施設長寿命化計画を策定し、老朽化が進んだ学校施設を計画的に改築や長寿命化

改修を行うため、長寿命化調査を実施しています。

（１）増改築事業

令和 年度実績 令和 年度予定

基本構想 弦巻中学校 奥沢中学校、砧小学校・砧幼稚園

基本設計 弦巻中学校（ 年目） 弦巻中学校（ 年目）

実施設計 瀬田小学校（ 年目）、八幡中学校（ 年目） ―

増改築工事
池之上小学校（ 年目）、八幡中学校 年目）、中丸小学校

（新 棟）

池之上小学校（ 年目）、瀬田小学校（ 年目）、

八幡中学校（ 年目）

（教育環境課）

（２）改修事業等

校舎などの外部・内部について改修工事を行い、学校施設の耐久性や学習環境の向上を図っています。部分

的には、普通教室への転用、給食室改修、トイレ改修、エアコン改修、校庭整備、外壁整備などの工事も実施

しています。

令和 年度実績 令和 年度予定

外壁改修
松丘、千歳台 明正、喜多見

太子堂 ―

内部改修
中里、弦巻、桜町、山野、砧南、尾山台、深沢

桜、世田谷、弦巻、中丸、松丘、東深沢、桜町、

八幡山、船橋、砧南、千歳、千歳台、下北沢、二

子玉川、用賀

桜丘、世田谷 桜丘、桜木、上祖師谷

校庭整備
駒沢、駒繋、烏山北、池尻 玉川

― ―

屋上防水
砧南、千歳台 ―

太子堂 玉川

トイレ改修
用賀、三宿、喜多見 尾山台、二子玉川

喜多見 千歳

エアコン改修

（ ）：リース対応

用賀、中町、八幡山 砧南

玉川 松沢、緑丘、富士、玉川、（太子堂、喜多見）

上段：小学校、下段：中学校

（教育環境課）

（３）耐震再診断の取組み

耐震診断結果を踏まえ、令和元年度より順次、耐震補強工事等を進めています。

令和 年度実績 校舎棟（小学校） 校、（中学校） 校

令和 年度予定 校舎棟（小学校） 校、（中学校） 校 （教育環境課）
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１０．教育相談

（１）教育相談室

学校や社会などへの適応困難を示す児童・生徒への心理的な援助や、保護者からの教育に関する相談に対し、

適切な援助・助言を行っています。相談室は、教育総合センターと、教育相談室分室（玉川・砧・烏山）があ

り、来室相談や電話相談、不登校支援窓口で相談に応じています。さらに、教育相談員の専門性を活かし、学

校教育相談体制の充実や、特別支援教育の推進のための学校支援（幼稚園を含む）を行っています。

主訴分類項目 主 な 内 容 主訴分類項目 主 な 内 容

心
と
行
動

Ａ
集団になじめない・いじめられる・神経質・無気力 進

路
と
適
性

Ａ 特別支援学級への入級・進級

困った癖・チック・かんもく・性に関する悩み等 Ｂ 就学（園）相談

Ｂ
集団からはみでる・規律違反・家出・盗み・暴力 Ｃ 一般進路（転出入問題含む）

性非行・反抗的・家庭内暴力・怠学等 家庭と養育 家庭教育での諸問題（養育等）

Ｃ 不登校・登校（園）拒否・登校渋りがち等
その他

学校教育での諸問題（教員について等）

発達と障害
言葉の発達・身体の発達・知的な発達・自閉症 一般社会での諸問題

学業不振・学習障害等

令和４年度実績

来室相談（主訴・学年別）

未就

学児

小学

年 年 年 年 年 年

中学

年 年 年

高校

以上
合計

心と

行動

Ａ
件数

回数

Ｂ
件数

回数

Ｃ
件数

回数

発達と障害
件数

回数

進路と

適性

Ａ
件数

回数

Ｂ
件数

回数

Ｃ
件数

回数

家庭と養育
件数

回数

そ の 他
件数

回数

合 計
件数

回数

注： ．件数とは、今年度新たに受理面接を行ったケース数および前年度からの継続ケース数をいう。

．回数（延べ相談回数）とは、 回の面接をすべて と計算し継続面接回数を合計したもの。
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電話相談（主訴別） 不登校支援窓口受付件数

（教育相談課）

（２）スクールソーシャルワーカーの配置

社会福祉士などの資格を有するスクールソーシャルワーカーを配置し、福祉分野に関する知見を用いて、福

祉的課題のある児童・生徒や家庭環境への働きかけ、関係機関との連携・調整を行い、児童・生徒とその保護

者および学校を支援しています。

令和４年度実績

対応学校数及び支援児童・生徒数

対応

学校数

支援児童・生徒数

うち継続者

小学校

中学校

関係機関との連携回数

児童家庭福祉の関係機関

保健・医療の関係機関

学校外の教育機関

その他の機関

合 計

（教育相談課）

件数 ％

心と行動

Ａ

Ｂ

Ｃ

発達と障害

進路と適性

Ａ

Ｂ

Ｃ

家庭と養育
Ａ

Ｂ

学校との関係

問い合わせ

無言・いたずら

その他

合 計

不登校相談窓口実施状況

相談件数 件

内 容 件 数

①電話での相談

②学校へのアウトリーチ支援（小中学校）

③アウトリーチ支援（学校以外）

④来室による相談

⑤メンタルフレンド派遣相談

⑥不登校特例校入室にかかわる相談

⑦オンライン支援の相談

合 計

その他の連携・協力

内 容 回 数

学校教育に関す

る協力

教員研修
学校教育相談研修（初級・中級）

教育指導課主催研修

就学相談

就園相談委員会

就学支援委員会

通級相談会

その他への協力

教育関係

保健福祉

メルクマールせたがや・せたがや若者サポートステーション

医療

その他

合 計

継続支援対象児童・生徒の抱える問題

内 容 件数

①不登校

②いじめ、暴力行為、非行等の問題行動

③友人・教職員等との関係の問題

（②を除く）

④児童虐待

⑤貧困の問題

⑥家庭環境の問題（④、⑤を除く）

⑦心身の健康・保健に関する問題

（②、④を除く）

⑧発達障害等に関する問題

⑨その他
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（３）スクールカウンセラー配置事業［小学校：世田谷区単独事業＝平成 年度開始、中学校：文部省委

託事業＝平成 年度開始、東京都委託事業＝平成 年度開始：平成 年度からは文部科学省・東京都事

業が統合されて、スクールカウンセラー活用事業］

いじめや不登校などの児童・生徒の問題行動、学校不適応などが深刻化しています。この解決に向け、スク

ールカウンセラーを配置し、学校現場における教育相談機能の充実を図っています。

平成 年度からは、区立小・中学校全校に区任用スクールカウンセラーと都任用スクールカウンセラーをそ

れぞれ配置しています。

スクールカウンセラーの役割

・児童・生徒、保護者に対する教育相談 ・ＰＴＡ活動への協力

・教員、校内組織への助言および援助 ・教育相談室および他機関との連携など

・校内教育相談研修への協力

令和４年度実績

① 小学校スクールカウンセラー活動実績 月 日（区任用 日、都任用 日）

相談者
児童および保護者の相談 教員への助言・援助

合 計
児 童 保護者 その他 担 任 その他

回 数

 
② 中学校スクールカウンセラー活動実績 月 日（区任用 日、都任用 日）

 
 
 
 
 
 

  （教育相談課） 

（４）メンタルフレンド派遣事業［平成 年度開始］

学校生活への不適応を示し、家に閉じこもるあるいは、家

に閉じこもりがちな児童・生徒を対象に、心の友人として兄

や姉のように接してくれる青年（メンタルフレンド）を家庭

に派遣して、自主性の伸長や社会性の発達を促し、学校生活

への復帰をめざします。 （教育相談課） 

（５）ほっとスクール「城山」［平成 年 月開設］

ほっとスクール「尾山台」［平成 年 月開設］

ほっとスクール「希望丘」［平成 年 月開設］ 
不登校の状態にある児童・生徒を対象に、体験活動やス

ポーツなどの小集団生活をとおして社会性や協調性をはぐ

くむとともに自立心を養い、学校生活への復帰や自分らし

い進路の実現をめざすための支援を行っています。 
 

相 談 者 回 数

生徒

保護者

教職員

小学校（児童・保護者・教員）

その他

合 計

令和４年度実績

メンタルフレンド登録者数 人（男 ・女 ）

相談件数 件

派遣回数 回

（教育相談課） 

令和４年度実績

ほっと 
スクール 
「城山」 

ほっと 
スクール 
「尾山台」 

ほっと 
スクール 
「希望丘」 

相 談 件 数 件 件 件

入 室 者 数 人 人 人

高校等進学者数 人 人 人

学校復帰者数 人 人 人
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（６）不登校 保護者のつどい 
不登校の児童・生徒をもつ保護者を対象に、つど

いを毎月定例的に開催し、お互いの不安や悩みを話

し、また、不登校に関するさまざまな情報を交換し

て、気持ちを少しでも楽にしていただくことを目的

に実施しています。 （教育相談課） 

（７）自然体験学習 令和４年度実績

自然が減少し、土に直接触れる機会が少ない幼児・児童・生徒のため

に、区内農家の協力を得て実施しています。農作物の収穫などを通じて、

自然とのふれあいや自然に親しみ自然の営みの素晴らしさを学ぶことに

より、豊かな人間形成を図ることを目的としています。 

参加数

（施設・学級）

延 人

（教育相談課） 
 

１１．教育総合センター

幼児・児童・生徒には、園・学校の保育や授業からは得にくい体験学習の場として、また、教員や教育団体

などには、創造的実践活動を支える教育研究の場として、昭和 年 月に「教育センター」（弦巻 ）を

設置しました。

グローバル社会の到来や環境問題、ＡＩ改革など急速な社会の変化と人々を取り巻く環境の変化に伴い、教

育の質的転換が求められる中で、これからの時代を見据え、学びの再構築を担う教員の育成や複雑・多様化す

る学校課題に対し積極的に支援する「学校教育のバックアップセンター」となる、「教育総合センター構想」を

平成 年 月に策定しました。

構想に基づき、専門性の高い研究や教職員の研修、不登校やいじめなどの相談などに対応する総合的な教育

相談、専門性の高いチームによる学校支援などを集約・一元化するため、教職員研修・研究機能や教育相談機

能など教育センター機能の一部を移転し、新たに乳幼児期からの教育を支援する機能を加え、世田谷の教育を

推進する新たな拠点として、令和 年 月 日に「教育総合センター」（若林 ）を開設しました。

令和 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため一部事業規模の縮小を図りながら運営を行いまし

た。

（教育相談課）

 
（１）えがおの森（区民交流エリア）

教育総合センター内にある「えがおの森」は、区民交流エリアとして月曜日～土曜日（日曜・祝休日・年

末年始を除く）の午前 時～午後 時に開放しています。また、乳幼児向けのコーナーやアトリエコーナー、

屋外広場などを設置し、さまざまな体験的な教育の場を提供しています。

なお、令和 年 月 日から令和 年 月 日の来館者は延べ 人でした。

（教育研究・ＩＣＴ推進課）

令和４年度実績

開催回数（ 月から 月まで月 ～ 回、夜間開催

回含む）
回

参加者数（延人数） 人
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（２）ＳＴＥＡＭ教育講座

プログラミングや科学実験など、各教科の知識や考え方を統合的に活用して課題解決をめざす 教育

（科学、技術、工学、芸術、数学）に関する内容や創造する力をはぐくむことを目的に講座を実施していま

す。令和 年度にプレ講座を 回実施し、令和 年度以降は、毎週土曜日と学校休業期間（祝日・年末年始

を除く）を基本として実施しています。なお、令和 年度は年間 回実施し、延べ 人の参加がありま

した。

令和４年度実績

（教育研究・ＩＣＴ推進課） 
 

（３）教育総合センターメッセ     令和４年度実績

新たな教育研究や教員・幼稚園教諭・保育士などの人材育成、地域

や大学・企業との連携推進など、世田谷が進める教育への理解を深め

ていただくことを目的に開催しているイベントです。

（教育研究・ＩＣＴ推進課） 
 
（４）区内大学・高校・特別支援学校との意見交換会 令和４年度実績

教育総合センターを拠点に、大学の専門的な人員や資源と

区立学校とのマッチングを図ることを目的に、区内大学・高

校・特別支援学校の学長・校長等と区長・教育長・教育総合

センター関連所管の管理職による意見交換会を行っています。 
 

（教育研究・ＩＣＴ推進課） 
 
（５）研修室    令和４年度実績（令和 年 月 日～令和 年 月 日）

教職員等の研修や教育委員会が主催する

事業で使用するほか、区立幼・小・中学校

関係団体（校長会、教育研究会等）、区職員

の研修の場として活用しています。 

（教育相談課） 

開催月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

実施回数 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回

延べ参加数 人

開催日 参加数 人

月 日 土 約

開催日 大学 高校 特別支援学校

月 日 土 校 校 校

月 日 土 校 校 校

研修室名 定員 人 利用団体数 件 延利用人数 人

研修室１「たいよう」

研修室２「つき」

研修室３「ほし」

研修室４「にじ」
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（６）教科書センター

小・中学校、高校の教科書を保存・展示し、区内の学校や区民への情報提供を行うため、教科書展示会を実

施しています。また、区立小・中学校、幼稚園の教員が、常時研究することができるよう研究スペースを設置

しています。 
令和４年度実績（令和 年 月 日～令和 年 月 日）

事 業 名 対 象 利 用 数

特別・法定展示会 区内小・中学校の教員、

高等学校等教員、

区民 ほか

―

常設展示 人

教科書貸出 冊

教育資料貸出

区立小・中学校、幼稚園の教員

冊

教育図書貸出 冊

閲覧（資料・図書） 人

（教育研究・ＩＣＴ推進課、教育指導課） 
 
※教育総合センターでは、上記の他、以下の事業を実施しています。 
 
①教職員研修 「教職員の研修」参照 
②教育研究    「教育研究会・研究活動補助」参照 
③教育相談、ほっとスクール「城山」 「教育相談」参照 
④乳幼児教育支援センター 「幼児教育・保育の充実」参照 
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１２．学校適正規模化の推進 
現在、小・中学校の児童・生徒数が減少傾向にある地区がある一方で、住宅開発の影響などにより、児童・

生徒数が急増する地区もあるなど、地域によって児童・生徒数が偏在する傾向が見られます。このため、小・

中学校の児童・生徒数の増加により通学区域の見直しや普通教室、給食設備、新ＢＯＰ室の改修、増設などの

対応に取り組んできましたが、今後さらに令和 年度までに行われる小学校における 人学級の導入に対応す

る必要があります。

また、小・中学校の多くは、昭和 ～ 年代にかけて集中的に整備されており、施設の老朽化のため、今後、

改築や大規模改修などへの対応にも多額の費用を要します。

教育委員会では、教育ビジョンに基づき、子どもたちが豊かな人間関係を形成でき、集団の学習効果を得ら

れるようにするなど、より良い教育環境を確保・整備するために、区立小・中学校の児童・生徒数の動向を注

視しながら区立小・中学校の適正規模化を推進しています。 

 

（１）学校適正規模化の取組み

公立学校の魅力を高め、より良い教育環境の実現をめざす、学校の適正規模化・適正配置の取組みを推進す

るために、平成 年 月に「世田谷区立小・中学校の適正規模化・適正配置に関する基本的な考え方」を策定

しました。

また、今後の児童・生徒数の推移や学校施設の老朽化を念頭に、区立小・中学校の大規模化・小規模化・校

舎の老朽化の つの課題に具体的に取り組んでいくために、「世田谷区立小・中学校の適正規模化・適正配置に

関する具体的な方策（第 ステップ）（平成 年度～平成 年度）」を策定し、中学校の統合などの取組みを

行いました。

さらに、「世田谷区立小・中学校の適正規模化・適正配置に関する具体的な方策（第 ステップ）（平成 年

度～平成 年度）」を策定し、小学校の統合などに取り組みました。

引き続き、区内で人口増の著しい地域における児童・生徒数の増加に対応するため、学校のおかれている状

況を踏まえ、指定校変更の制限、通学区域の変更や学校内の特別教室の用途見直し、施設増築などにより、適

宜対応しています。

（教育環境課、学務課） 

（２）学校施設の老朽化への対応

学校施設は、子どもたちの学習活動の場であるとともに、地域の人たちの学習、文化、スポーツ活動などの

場であり、災害時には避難所としての役割も果たす重要な施設であるため、老朽化への対応は喫緊の課題です。

そのため、教育委員会では、「世田谷区公共施設等総合管理計画」の一部改訂を踏まえ、平成 年 月に「世

田谷区学校施設長寿命化計画」を策定しました。厳しい財政状況のもと、限られた予算の中で、児童・生徒に

とってより良い教育環境を確保するため、計画的に学校施設の維持管理、整備に取り組んでいます。

（教育環境課）
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Ⅲ 生涯学習の推進 

１．社会教育委員 

（１）社会教育委員の制度 
社会教育委員は、教育委員会の行う社会教育行政に関する諮問機関として設けられ、社会教育活動の拡充振

興を図るため、広く各界より知識と経験を有する方々の協力を得て社会教育活動を推進しようとする制度です。 
 
（２）社会教育委員の職務 
社会教育に関し、教育委員会に助言するため次の職務を行います。 
① 社会教育に関する諸計画を立案すること。 
② 定時または臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じて意見を述べること。 
③ 社会教育に関する研究調査をすること。 
④ 社会教育関係団体に対する補助金に関して意見を述べること。 

 
（３）社会教育委員の会議答申・建議等一覧 
昭 答申

世田谷区における社会教育の基本方針ならびに各事業の施策についての考察
①社会教育活動について②社会教育関係団体について③社会教育施設について

答申 社会教育関係団体の育成策について

具申 世田谷区の社会教育施設利用に関する意見

建議 青少年委員の任期満了に伴う選任方法の改善について

建議 社会教育関係団体育成のための補助金のあり方について

答申 社会教育開設学級講座等の開設及び運営のあり方について

建議 世田谷区の社会教育施設のあり方について

建議 世田谷区の青少年行政組織の再検討について

再答申 社会教育開設学級講座等の開設及び運営のあり方について

建議 「社会教育サービス基本方針」の策定にあたっての提言

建議 世田谷区の社会教育関係団体に対する補助金のあり方について

建議 世田谷区の社会教育関係団体（社会体育を含む）振興策についての提言

建議
世紀に向かって世田谷区の社会教育を推進するための提言（生涯学習をすすめる

にあたって）

答申
高齢者・婦人及び青少年を対象とした社会教育行政における施策の体系化とその具
体的推進策について

平 建議 家庭教育のあり方について

建議 生涯学習（体育）施設の整備について

建議 学校週 日制への社会教育の対応はどうあるべきか

建議 お父さんの地域参加促進について

答申 青少年の地域社会への参加促進と生涯学習施策のあり方について

報告 完全学校週 日制に向けての調査・研究

提言 地域・家庭の教育力を高めるための学校施設の活用について

提言 世田谷区地域教育基盤の整備について

提言 地域と中高生のかかわり

報告 青少年・若者の健全育成に大人がどうかかわれるのか

報告 子どもの貧困をめぐって

令 報告 関係性の貧困からの脱却に向けた方向性と方策の具現化

報告 地域と学校でつくる連携・協働の新たなしくみづくりに向けて
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（４）令和４年度の活動実績 社会教育委員名簿（10人） 令和 年 月 日現在 
○定例会 回 区 分 氏 名

学校教育関係者
峯 岸 敦 子

奥 平 雄 二

社会教育関係者

豊 田 敏 裕

村 上 由 美

村 内 敦

佐 藤 三智子

家庭教育の向上に資する活

動を行う者

新 海 美 紀

山 崎 勉

学識経験者
井 上 健

堀 井 雅 道

任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日

（生涯学習課） 
 

２．学校開放 
地域のニーズに応えることを目的として、学校教育に支障のない範囲で学校施設（区立小・中学校）を地域

の団体に開放しています。学校は学校教育の場であるとともに、生涯学習、コミュニティづくり、健康・体力

づくりの場であり、地域社会との関係をより強めるための条件整備を進めています。

 
（１）遊び場開放 
土曜、日曜などに小学校の校庭を安全な「遊び場」として地域の児童・幼児などを対象に開放しており、運

営は開放校ごとに地域住民で組織された遊び場開放運営委員会によって行われています。 
また、子どもたちの安全を確保するとともに、遊び方のアドバイスができるよう開放指導員を配置しています。 
 

（２）スポーツ開放

小・中学校の体育館、校庭、格技室、テニスコートを区内の団体に開放しています。 
また、太子堂・玉川・烏山・梅丘中学校の温水プールを通年で開放し、夏季には一部の中学校でプール開放

を実施しています。 
 
（３）教室開放

小・中学校のミーティングルーム、和室等を集会・文化活動や学習の場として区内の団体に開放しています。 
 （地域学校連携課）

 

３．新ＢＯＰ 
新ＢＯＰは、遊びをとおして社会性、創造性を養い、児童の健全育成を図るＢＯＰ事業に、子ども・若者部

事業である学童クラブ事業を統合して、一体的に運営する事業です。本事業では、区立小学校施設を活用し、

安全・安心な遊び場を確保しています。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行いながら、教室内の換気の徹底や手洗い・うがいなどを励行す

ることなどを徹底し、運営しています。

（１）ＢＯＰ事業 ＊ＢＯＰ（ ：遊びの基地）

放課後の小学校の校庭や体育館等を活用し、遊びをとおして創造性・社会性を養い、健全育成を図ることを

目的として、平成 年度より開始しました。小学校の在籍児童 ～ 年生を対象としています。
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（２）学童クラブ事業（子ども・若者部事業）

保護者が就労・疾病等により放課後に家庭で保護・育成にあたることができないなど、所定の入会基準を満

たす区内在住または区立小学校在籍の小学校 ～ 年生（配慮を要する児童は 年生まで）に対し、健全な遊び

および生活の場を提供するものです。

（３）事業の経緯

平成 年度から開始した新ＢＯＰ事業を段階的に拡大し、平成 年 月以降、区立小学校全校で実施して

います。また、平成 年度には、文部科学省と厚生労働省が共同で推進する「放課後子どもプラン」として位

置づけるとともに、保護者、地域、学校、関係団体で構成する「新ＢＯＰ運営委員会」を設置し、連携・協働

を深めてきました。

（地域学校連携課）

４．文化財保護 
世田谷区は、歴史的・伝統的環境に恵まれ、郷土の歴史を伝える有形・無形の多くの文化財を有しています。

しかし、急激に変貌していく社会情勢の中で、文化財が失われつつあります。区では、これらの文化財の保存

および活用を図るために平成 年 月に「世田谷区文化財保護条例」を改正し、「文化的景観」「民俗技術」を

指定文化財に追加するとともに登録文化財制度を設けて文化財の保護対象を拡充し、各種の保護施策を展開し

ています。

    
（１）文化財保護審議会［昭和 年 月設置］

世田谷区の文化財保護施策について、総合的見地から審議・答申を行っています。審議会は、第一部会（有

形文化財）、第二部会（無形・民俗文化財）、第三部会（記念物・文化的景観・埋蔵文化財）の三部会を設置し

ています。 
文化財保護審議会委員名簿 令和 年 月 日現在

 
 
（２）世田谷区文化財保存活用基本方針 
区内の文化財の保存・活用を推進し、世田谷区の歴史や文化を次世代に継承していくため、区の文化財保護

行政の基本的な方針として、平成 年度に「世田谷区文化財保存活用基本方針」を策定しました。

基本方針では、文化財だけを単に保存するだけではなく、文化財を取り巻く周辺環境まで含めて一つのまと

氏 名 部 会 

※五十音順

※任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日

（生涯学習課） 

相 澤 正 彦 第一部会（有形文化財） 

稲 木 吉 一 第一部会（有形文化財） 

神 庭 正 則 第三部会（記念物・文化的景観・埋蔵文化財） 

早乙女 雅 博 第三部会（記念物・文化的景観・埋蔵文化財） 

重 枝 豊 第一部会（有形文化財） 

外 池 昇 第一部会（有形文化財） 

藤 原 秀 之 第一部会（有形文化財） 

堀 内 正 昭 第一部会（有形文化財） 

山 本 質 素 第二部会（無形・民俗文化財） 

山 本 暉 久 第三部会（記念物・文化的景観・埋蔵文化財） 
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まりとして捉えて、保存していくこととしています。また、体験型の事業などを行うことで、文化財に触れる

機会の増加をめざしています。そして、地域の伝統的な行事の担い手を育成し、伝統行事に触れる機会を増や

すことで、文化財の活用を図っています。

文化財の保存・活用を推進するにあたっては、文化財に関する情報を積極的に発信していくとともに、郷土

「せたがや」を学べる場の整備にも努め、地域の方々と協働して保存・活用を進めることをめざしています。

 
（３）文化財の登録・指定 
文化財のうち、区にとって重要なものを世田谷区の文化財として登録・指定しています。

（国の重要文化財に登録・指定されたもの、東京都指定の文化財を除く。）

世田谷区登録・指定文化財一覧 令和 年 月 日現在

登録有形文化財（ 件）

建造物（ 件） 東玉川神社社殿 東玉川 － － 東玉川神社

善養院本堂ならびに庫裏 新町 － － 善養院

船橋観音堂厨子 船橋 － －

旧清水家住宅書院 玉川 － 区立二子玉川公園 帰真園内

古文書（ 件） 旧奥沢村原家文書 郷土資料館

歴史資料（ 件） 有栖川宮幟仁親王原書「攻玉」木額 中町 － － 区立玉川小学校

山岡鐵舟書「深澤黌」扁額 新町 － － 区立深沢小学校

指定有形文化財（ 件）  
建造物

（ 件）

旧長崎家住宅 岡本公園民家園

武家屋敷門 岡本 － 多摩川テラス

旧加藤家住宅主屋
次大夫堀公園民家園

旧秋山家住宅土蔵

勝光院書院 桜 － － 勝光院

喜多見氷川神社石鳥居 喜多見 － － 喜多見氷川神社

浄真寺三仏堂（上・中・下品堂）
奥沢 － － 浄真寺

浄真寺仁王門

豪徳寺仏殿 豪徳寺 － － 豪徳寺

旧谷岡家表門 次大夫堀公園民家園

桜上水・八幡神社旧本殿 桜上水 － － 八幡神社

旧安藤家住宅 次大夫堀公園民家園

大蔵氷川神社本殿並びに棟礼 大蔵 － － 大蔵氷川神社

齋田家住宅 代田

旧小坂家住宅 瀬田 － 瀬田四丁目旧小坂緑地

妙壽寺客殿 北烏山 － － 妙壽寺

鈴木家住宅穀倉 等々力 － －

志村家住宅 成城

代田八幡神社鳥居 代田 － －

旧棚網家住宅板倉 宇奈根考古資料室（部材保管）

旧山田家住宅 成城 － －

絵画・彫刻

（ 件）

木造薬師如来立像 赤堤 － － 西福寺

木造阿弥陀如来坐像 喜多見 － － 宝寿院

木造十一面観音立像 宇奈根 － － 観音寺

板絵着色大蔵氷川神社奉納絵図 大蔵 － － 大蔵氷川神社

乾漆珂碩上人倚像
奥沢 － － 浄真寺

木造五劫思惟阿弥陀如来坐像

豪徳寺仏殿像 豪徳寺 － － 豪徳寺

遊芸人図屏風 郷土資料館

勝國寺の木造薬師如来及脇侍日光菩薩立像 世田谷 － － 勝國寺

知行院の木造十一面観音菩薩立像 喜多見 － － 知行院

工芸品

（ 件）

豪徳寺の梵鐘 豪徳寺 － － 豪徳寺

勝光院の梵鐘 桜 － － 勝光院

古文書

（ 件）

阿弥陀三尊種子板碑／阿弥陀一尊種子板碑
郷土資料館

阿弥陀三尊種子板碑

阿弥陀三尊種子板碑（ 基） 上祖師谷 － 上祖師谷阿弥陀堂
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阿弥陀三尊画像板碑 深沢 － －

阿弥陀一尊画像板碑 赤堤 － － 西福寺

旧荏原郡太子堂村名主森家文書

郷土資料館旧多摩郡鎌田村名主橋本家文書

旧荏原郡上野毛村名主田中家文書

大平家文書 等々力

荏原小学校沿革誌（甲・乙号）
郷土資料館

旧多摩郡船橋村名主鈴木家文書

旧荏原郡代田村名主齋田家文書 代田 ・郷土資料館

北条幻庵覚書

郷土資料館
旧多摩郡大蔵村井山家文書

石井家文書

宇津木家文書

歴史資料

（ 件）

斎藤寛斎関係史料 郷土資料館

井伊直弼画像
豪徳寺 － － 豪徳寺

井伊直弼銅像

木造岡本黄石正座像 郷土資料館

旧荏原郡用賀村名主飯田家関係史料 上用賀 ・郷土資料館

考古資料

（ 件）

稲荷塚古墳出土品（喜多見稲荷塚古墳）

郷土資料館
八幡塚古墳北主体部出土品

円乗院遺跡出土弥生土器一括

喜多見中通遺跡出土馬具

桜木遺跡出土の縄文時代遺物一括

宇奈根考古資料室
瀬田遺跡環濠出土の古墳時代土器一括

祖師谷大道北遺跡出土独鈷石

奥沢台遺跡出土の注口土器

指定有形民俗文化財（ 件） 
 旧浦野家土蔵 岡本公園民家園 

旧城田家住宅主屋 次大夫堀公園民家園 
指定無形民俗文化財（ 件） 
風俗慣習

（ 件）

須賀神社の湯花神事 喜多見 － － 須賀神社

喜多見のまむしよけ 喜多見

森巌寺の針供養 代沢 － － 森巌寺

民俗芸能

（ 件）

喜多見氷川神社の節分祭行事と神前神楽 喜多見 － － 喜多見楽友会

喜多見慶元寺双盤念仏行事 喜多見 － － 喜多見双盤念仏講

代田餅搗き 代田（旧代田村） 三土代会

指定史跡（ 件） 
砧中学校古墳群 号墳 成城 － － 砧中学校校庭

稲荷塚古墳（喜多見） 喜多見 － 稲荷塚古墳緑地

第六天塚古墳 喜多見 －

常盤塚 上馬 － －

奥沢城跡 奥沢 － － 浄真寺

上野毛稲荷塚古墳 上野毛 － 上野毛二丁目緑地

喜多見氏（江戸氏）墓所 喜多見 － － 慶元寺

吉良氏墓所 桜 － － 勝光院

桂太郎墓 若林 －

（生涯学習課） 
 
 
（４）指定文化財の助成 
指定文化財の保存・修理などの事業に対して、補助金を交付しています。また、文化財保護行政の円滑な推

進を図るため、文化財の維持・管理に対して文化財保護奨励金を交付しています。 
令和４年度文化財保存事業費補助金交付実績

支給対象の分類 有 形 文 化 財 無形民俗文化財 史    跡 合 計 

件 数
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令和４年度文化財保護奨励金交付実績

支給対象の分類 有 形 文 化 財 無形民俗文化財 史    跡 合 計 

件 数

（生涯学習課） 

（５）文化財保護普及事業 
文化財保護知識普及や意識啓発のため、事業を行っています。 
① 文化財普及啓発事業

令和４年度実績

事 業 名 実施日 講 師 ・ 内 容 参加者数 人

光る匠のわざ体験 月 日

小学生を対象に重要文化財「大場家住宅」に使われてい

る技術の一部を体験してもらうことによって、無形文化

遺産（伝統建築工匠の技・選定保存技術）にもなってい

る日本の伝統建築を支えてきた技術や文化を理解する

事業を実施。

「ドキ土器！ 粘土でつくるむ

かしの器」
月 日

小学生を対象に区の原始・古代の歴史や区内遺跡より出

土した遺物の展示及びオーブン粘土を使用したミニ土

器作りを実施。

香道入門教室

～菊合わせ香～
月 日 区登録有形文化財「旧清水家住宅書院」にて、数種類の

香木の香りを聞き分ける簡単な組香体験を実施。

第 回区遺跡調査・研究発表会 月 日
令和３年度の発掘調査成果の報告及び日高慎氏（東京学

芸大学教育学部教授）による「東国の埴輪生産と流通」

に関する特別公演を実施。

せたがや歴史文化物語ワークシ

ョップ「国分寺崖線沿いのみどり

と近代建築を巡る」

月 日

文化財の周辺環境や関連の文化財を含めて、ストーリー

を作ることで、文化財の価値をわかりやすく発信してい

くという「せたがや歴史文化物語」の取り組みを実施。

区民の皆様にご参加いただき、「国分寺崖線沿いのみど

りと近代建築を巡る」をテーマに「静嘉堂文庫」・「旧小

坂家住宅」等の国分寺崖線周辺のまち歩き及びワークシ

ョップを実施。

文化財ボランティア －

令和 年 月～ 月、 月～ 月の毎週水曜日に等々

力渓谷、毎週土曜日に等々力渓谷及び野毛大塚古墳につ

いて、定点で文化財解説を実施。令和 年 月～継続し

て実施。

大場家住宅公開のためのサポートを行う世田谷代官屋

敷ボランティア養成講座を実施。

・野毛大塚古墳
・等々力渓谷
・養成講座

② 学校連携事業

令和４年度実績

事 業 名 内 容 学校数 校

郷土歴史文化特別授業
小学６年生を対象に区内で出土した土器や石器などを小学校に持参し、学芸

員による特別授業を実施した。

郷土歴史文化特別展示
区内で出土した土器や石器などを小学校内に展示し、児童や保護者等に郷土

の歴史を知っていただくなど文化財の啓発を行った。

郷土歴史文化現地授業
小学６年生を対象に都指定史跡「野毛大塚古墳」現地にて、学芸員による現

地解説を実施した。
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③ 文化財調査報告書等の刊行 
古民家・民俗・古文書・石造物・社寺資料・近代建築・遺跡などの調査報告書を刊行しています。 

令和４年度実績

刊 行 物 名 部数（部）

機関紙 せたがやの文化財（ ）

世田谷区文化財調査報告集２９ 宇田川家住宅緊急調査報告書

年度 世田谷区埋蔵文化財調査年報

松原羽根木通遺跡Ⅲ

④ 世田谷デジタルミュージアム 
区内の約１万点以上にわたる文化財や歴史的資料などを収蔵し、インターネット環境を通じて、誰もが自

由に閲覧できるデジタルミュージアムを運営しています。 
郷土資料館や民家園などの施設に収蔵されながら、頻繁には展示することができない歴史的価値の高い文

化財や、普段は一般に公開されていない区内寺社の貴重な文化財などの情報を一元的に管理することで、文

化財に関する体系的な情報提供を行っています。 
区民の文化財や世田谷の歴史への関心を高めるとともに、子どもたちが郷土の歴史や美術・芸術を学ぶ際

の教材としても活用しています。 
 

⑤ 文化財記録映画

世田谷区の歴史・民俗・遺跡など、文化財関連の記録映画を制作し、文化財の普及・啓発を行っています。 
文化財記録映画 主なもの          令和 年 月 日現在 

映画の名称 制作年度 時間(分) 内 容 
古民家は語る 昭和 年 区指定文化財旧長崎家住宅解体の記録、農家の民俗歴史も考証

甦える古民家 昭和 年
旧長崎家住宅復元の記録、古式による茅葺き古民家の復元の過程

を生き生きと描く

生きている古民家 昭和 年 岡本民家園の年中行事をとおして古民家の復元意義を問うもの

民俗は生きている 昭和 年
区内に古くから伝わる年中行事、民俗、風習、祭礼などを歳時記

風に編集、ふるさと世田谷を知る

わたしたちの発掘 昭和 年
区内の釣鐘池北遺跡の市民参加による発掘の記録、原始・古代の

世田谷、遺跡の発掘調査を知る

お面かぶり 昭和 年 九品仏浄真寺に伝わる都指定無形民俗文化財の様子を描く

代官（弥十郎の栄光と悲哀） 昭和 年
代官大場弥十郎の生涯をとおして、当時の江戸近郊農村の庶民史

を描く、歴史ドキュメンタリー

人々の祈り 昭和 年
区内社寺調査と区指定文化財の仏像修理の様子を描きながら、世

田谷区内の先人たちの生活文化について考える

野鍛冶一代 昭和 年
今や伝統技術となった 鍛冶 の技術保持者、区内在住の広田一義

氏の仕事と半生を追い、伝統のわざと心を再現する

赤土は語る 昭和 年 世田谷の旧石器時代を探る遺跡発掘の記録

森と炎に生きる（世田谷の縄文時代） 昭和 年
市民参加による発掘光景なども描きながら、世田谷の縄文時代を

探る遺跡発掘の記録

太子堂物語（近代編） 昭和 年
世田谷でもっとも早く近代化した三軒茶屋、太子堂付近の近代、

現在の庶民史を描いた歴史ドキュメンタリーフィルム

太子堂物語（現代編） 昭和 年
太子堂物語近代編の続編、太平洋戦争中の学童疎開などをとおし

て現代の庶民史を描いたドキュメンタリーフィルム

さぎ草物語（世田谷の中世） 昭和 年
「伝説さぎ草物語」を中心として、関連史跡・古文書等をもとに

世田谷の中世から近世初期を描いた記録映画

せたがやの民話① 常盤姫とさぎ草 昭和 年
さぎ草にまつわる物語を埼玉県の「有形民俗文化財」である車人

形を使い琵琶語りで映画化

せたがやの民話② 招き猫と豪徳寺 昭和 年 豪徳寺に伝わる招き猫の民話をもとにした人形劇映画
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映画の名称 制作年度 時間(分) 内 容 
せたがやの民話③ お春さんと次大夫

堀
昭和 年

次大夫堀・義大夫堀・女堀等の別名を持つ六郷用水にまつわる話

を人形劇で描く

甦る珂碩上人倚像 平成 元年
区指定文化財である珂碩上人倚像の修理過程と上人の事績を映像

で追跡

せたがやの民話④ 喜多見のまむしよ

け
平成 元年 喜多見のまむしよけにまつわる話をもとに人形劇で描く

せたがやの民話⑤ 大蛇のおねり 平成 年 奥沢に伝わる厄除の大蛇にまつわる話をもとに人形劇で描く

ふるさとは再び 次大夫堀公園民家園 平成 年 喜多見にある次大夫堀公園を紹介

土蔵 平成 年 次大夫堀公園の中にある旧秋山家土蔵復元の記録

せたがやの民話⑥ ダイタラボッチ 平成 年
代田の地名の起こりと言われる、ダイタラボッチを題材とした巨

人伝説を人形劇で描く

歴史を未来へ

―文化遺産の継承―
平成 年

世田谷に残る民家や土蔵を移築・復元した次大夫堀公園民家園や

区内の古建築を紹介し、次の世代まで残しておきたい歴史的遺産

の継承を考える

せたがやの民話⑦

上馬のうなり石が通せんぼ
平成 年

悪を追いはらい、村の平和を守ったと言われる「上馬のうなり石」

の民話をもとに人形劇で描く

世田谷の竹の子 平成 年
昔、世田谷地域を代表する農作物の一つに竹の子があった 「根

いけ」と呼ばれる栽培法を記録した作品

マルタの瀬付き 平成 年
春になると産卵場を求めて多摩川を上る魚・マルタ 瀬付き漁で

マルタをおびき寄せ投網を打つ漁師の姿を追った

玉川の三業地 平成 年
平成 年度に実施したシンポジウム「二子玉川行楽地の変遷」の

様子と関連する調査の記録

東京都無形民俗文化財「奥澤神社の大

蛇お練り行事」
平成 年

奥澤神社の氏子たちが藁で作った大蛇を担いで地区内を巡行する

厄払いの行事、平成 年 月 日都無形民俗文化財に指定

旧山田家住宅

―復原された成城の洋風住宅
平成 年 区指定有形文化財旧山田家住宅の歴史や住宅について説明

成城町とみつ池

―旧山田家住宅のある風景
平成 年

区指定有形文化財旧山田家住宅がある成城のまちなみ形成史や成

城の住宅についての説明およびみつ池緑地についての説明

成城町の昭和の暮らし－旧山田家住宅

からみる郊外住宅の日常－
平成 年

区指定有形文化財である旧山田家住宅を、昭和期の成城の生活か

ら見ていく映像記録

世田谷区指定無形民俗文化財「喜多見

慶元寺双盤念仏行事」
平成 年 双盤念仏が演奏される慶元寺十夜法要の記録

都指定無形民俗文化財「浄真寺の二十

五菩薩練供養」
令和元年

二十五菩薩練供養（通称：お面かぶり）は三年に一度行われ、信

徒が菩薩などに扮し、人々を極楽浄土に導くことを表した行事

世田谷区指定無形民俗文化財「喜多見

氷川神社の節分祭行事と神前神楽」
令和元年

節分は春を迎えるにあたり立春の前日に邪気を払う神事で、喜多

見氷川神社での「鬼問答」と神前神楽の記録

「世田谷の歴史（前編）」

～旧石器時代から江戸時代まで～
令和 年

世田谷の歴史や文化を分かりやすく学べるコンテンツとして、自

宅や学校での授業等でも活用できる通史動画（旧石器～江戸時代）

「世田谷の歴史を感じてみませんか」

～重要文化財「大場家住宅」～
令和 年

国指定重要文化財「大場家住宅」をテーマに文化財紹介動画を制

作

世田谷区遺跡発掘調査速報展 令和 年
瀬田一・二丁目に所在する「瀬田遺跡」で発掘された様々な時代

の多層にわたる出土品などの遺物に関する学芸員による解説動画

区内文化財紹介動画「豪徳寺」 令和 年 国指定史跡「彦根藩主井伊家墓所」等の文化財紹介動画

区内文化財紹介動画「旧清水家住宅書

院」
令和 年

区登録有形文化財（建造物）「旧清水家住宅書院」等の文化財紹介

動画

世田谷区内文化財観光まち歩き動画 令和 年
松陰神社や豪徳寺、それらに近接する商店街や駅等をまち歩き感

覚で楽しめる観光まち歩き動画

「世田谷の歴史（後編）」

～明治時代から令和時代まで～
令和 年

世田谷の歴史や文化を分かりやすく学べるコンテンツとして、自

宅や学校での授業等でも活用できる通史動画（明治時代～令和時

代）

区内文化財紹介動画「静嘉堂文庫」 令和 年 都選定歴史的建造物「静嘉堂文庫」等の文化財紹介動画

世田谷区指定無形民俗文化財「喜多見

のまむしよけ」
令和 年 区指定無形民俗文化財「喜多見のまむしよけ」の記録動画

（生涯学習課） 
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（６）遺跡の保護・調査 
区内には、旧石器時代から中・近世にいたる集落跡、古墳、生産跡などのさまざまな遺跡が約 か所あり

ます。これらの遺跡が土木・建築工事などによって破壊が避けられない場合、事前調査を行い記録として残し

ています。

また、発掘調査によって出土した遺物を展示・公開する速報展、発掘現場での遺跡見学会、小学生向け社会

科資料の作成などを実施し、区民の埋蔵文化財に対する理解の促進を図っています。

令和４年度遺跡発掘調査一覧

遺 跡 名 遺跡調査地 調 査 期 間 主な出土物

釣鐘池北遺跡（第 次） 祖師谷 令和 ～令和 縄文土器、石器

松原羽根木通遺跡（第 次） 羽根木 令和 ～令和 縄文土器、石器

砧中学校遺跡（第 次） 成城 令和 ～令和 縄文土器、石器

堂ヶ谷戸遺跡（第 次） 岡本 令和 ～令和 縄文土器、石器、土師器等

下野毛遺跡（第 次） 野毛 令和 ～調査中 縄文土器、石器、埴輪等

殿竹遺跡（第 次） 上北沢 令和 ～令和 旧石器、縄文土器、石器、陶磁器等

（生涯学習課） 
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５．生涯学習事業

区民の方が生涯を通じて、いつでも、どこでも、だれでもが自由に学ぶことができ、学習機会が得られるよ

うに、多彩な生涯学習事業を展開しています。

また平成 年度より、各総合支所の分室を生涯学習・施設担当ヘと組織改正を行い、効果的な生涯学習事業

の地域展開を図っています。

（１）青少年教育

① 青少年委員

青少年のグループ活動の応援や地域の青少年関係の各団体との連携、協力、さらに行政機関との橋渡し

などの役割を担っています。小学校区域より各 人、計 人の方々を青少年委員として委嘱しています。

青少年教育の振興のため、昭和 年度に東京都より移管された制度です。

青少年委員名簿（ 人） 令和 年 月 日現在

氏 名
担当区域

氏 名
担当区域

小学校 中学校 小学校 中学校

１
ブ
ロ
ッ
ク
（
７
人
）

松 橋 喜江子 若 林 世 田 谷

５
ブ
ロ
ッ
ク
（
８
人
）

三 浦 美 里 上 北 沢 緑 丘

小 林 孝 子 三 宿 三 宿 栗 田 愛 子 烏 山 上祖師谷

増 田 芳 太 子 堂 太 子 堂 杉 村 令 烏 山 北 烏 山

新 愛 山 崎 世 田 谷 佐 藤 綾 子 八 幡 山 緑 丘

※調 整 中 池 尻 三 宿 奥 浦 葉 子 芦 花 芦 花

石 井 基 子 城 山 世 田 谷 林 智 美 給 田 烏 山

藤 木 隆 弘 中 里 三 宿 大 塚 恭 子 武 蔵 丘 烏 山

２
ブ
ロ
ッ
ク
（
８
人
）

阿 部 園 子 下 北 沢 北 沢 小 池 素 子 経 堂 緑 丘

池 田 孝 子 代 沢 富 士

６
ブ
ロ
ッ
ク
（
８
人
）

古 屋 直 子 塚 戸 千 歳

大 庭 美 幸 松 沢 松 沢 小 林 由 香 祖 師 谷 千 歳

石 坂 浩 子 松 原 梅 丘 髙 森 美和子 砧 砧

森 奈 弓 池 之 上 富 士 矢 吹 里 香 明 正 砧

新 澤 千佳子 代 田 梅 丘 奥 田 綾 子 砧 南 砧 南

※調 整 中 赤 堤 松 沢 本 間 友佳子 山 野 砧

徳 永 秀 子 多 聞 富 士 小 川 真 穂 千 歳 千 歳

３
ブ
ロ
ッ
ク
（
７
人
）

※調 整 中 駒 沢 駒 沢 向 原 康 平 喜 多 見 喜 多 見

井 上 美 佳 旭 駒 留

７
ブ
ロ
ッ
ク
（
８
人
）

宮 崎 禎 代 深 沢 深 沢

加 山 寿 絵 駒 繋 駒 留 林 明 子 玉 川 玉 川

成 毛 華 子 弦 巻 弦 巻 半 田 直 恵 京 西 用 賀

宮 澤 奈緒美 中 丸 駒 留 土 屋 由里子 二子玉川 瀬 田

山 口 宏 枝 三軒茶屋 駒 沢 武 田 泰 子 桜 町 深 沢

落 合 容 子 松 丘 弦 巻 中 村 綾 子 瀬 田 瀬 田

４
ブ
ロ
ッ
ク
（
７
人
）

小 川 さき子 桜 桜 木 明 戸 みどり 用 賀 用 賀

枝 迫 順 子 桜 丘 桜 丘 小田嶋 紀 子 中 町 玉 川

五十嵐 佳 緒 世 田 谷 桜 木

８
ブ
ロ
ッ
ク
（
８
人
）

山 中 亜希子 八 幡 八 幡

鳥 海 香 苗 笹 原 桜 丘 宮 野 陽 子 奥 沢 奥 沢

菱 川 圭 子 船 橋 船橋希望 楠 田 玲 子 尾 山 台 尾 山 台

阿 部 幸 恵 希 望 丘 船橋希望 玉 井 潤 子 東 深 沢 東 深 沢

加 藤 久実子 千 歳 台 船橋希望 小野寺 和 子 東 玉 川 奥 沢

青 木 由 美 九 品 仏 八 幡

小 俣 一 彦 等 々 力 東 深 沢

豊 田 敏 裕 玉 堤 尾 山 台

任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日

生涯学習課
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ａ．校外活動セミナー［昭和 年度開始］（校外活動セミナー・地域合同研修会については、各総合支所地

域振興課で実施）

地域子ども会育成者や、ＰＴＡ校外担当委員など、地域の青少年健全育成にかかわる方を対象に、大人

の役割やプログラムなどについて学び合うことを目的に実施しています。

令和４年度実績

担 当 ブロック 内 容 実 施 日 参加者数（人）

世田谷
校外委員または 役員と青少年委員との顔合わせ情報交換会 月 日

懇談会「青少年委員と語ろう～ニューノーマル時代のＰＴＡ活動～」 月 日

北 沢
校外活動における情報交換会～子どもの安全のために～ 月 日

校外懇談会 子どもたちの幸せのために～いま、 について話そう～ 月 日

玉 川
役員と青少年委員との情報交換会 月 日

その声かけで大丈夫？ ～再確認！子どもの交通安全～ オンライン配信併用 月 日

砧 小・中学校 校外委員と青少年委員の懇談会 月 日

烏 山 懇談会 月 日

ｂ．地域合同研修会

青少年の健全育成のため、青少年委員がＰＴＡや青少年地区委員会などとともに研修会を行っています。

令和４年度実績

担 当 ブロック 内 容 実 施 日 参加者数（人）

世田谷
ゲートキーパー講座～子どもや若者の支援者に向けて～ 月 日

もし自校が避難所になったら～ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）から学ぶ～ 月 日

北 沢
自分たちの地域の防災を知ろう 委員内研修 月 日

地域で子どもを元気に育てる 月 日

玉 川
『再確認！自転車のルール、マナーと危ない場所』（ ） 月 日

役員と青少年委員の情報交換会 月 日

砧
『多様性を認め合い 自分らしく生きられる 地域づくりのために』 ～ＬＧＢ

ＴＱ＋、性的マイノリティ、「まわりと、みんなと違う」は変じゃない～
月 日

烏 山 「子どもを犯罪・災害・ネット社会から守るために」 月 日

各総合支所地域振興課

② ＳＴＥＰ 中学生の放課後活動支援事業） 平成 年度開始

放課後に中学校施設を活用して、中学生の居場所の創出を図る事業です。

放課後に週 回程度、その学校の生徒を対象に学年や学級、部活動とは異なる中学生の自主活動を応援

するもので、運営には地域の方（運営協力員）があたっています。

令和４年度実績

中学校名 実 施 内 容 中学校名 実 施 内 容

太子堂 漢検、英検、数学自習 尾山台 放課後学習支援、学力補充

桜丘 調理実習、ロボット 用賀 音楽活動

駒沢 オセロ、将棋、卓球、バドミントン、自習
東深沢

自主学習補助、囲碁・将棋、お茶、手芸、ダンス、園芸、
調理、着付け等北沢 各種スポーツ

緑丘 日本舞踊、琴 砧 農作業

梅丘 園芸・農芸活動 千歳 音楽活動、演奏活動、ダンス

弦巻 理科実験、ガリレオコンテスト出場指導 芦花 日本舞踊、茶道、華道

八幡 バンドセミナー、ダンス 三宿 三味線

瀬田 読書、レクリエーション、自主学習補助 世田谷 放課後緑化活動

深沢 補修教室 船橋希望 水泳

※ステップ…放課後という （空間）でさまざまな （挑戦）に取り組み、 （楽しみ）しながら、

（可能性）を見つけようという意味。
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③ 親と子のつどい［昭和 年度開始 平成 年度より実行委員会形式で実施］

｢こどもの日｣と｢母の日｣にちなみ、親子の交流を楽しんでもらうための行事で、地域の活動団体の参加

協力のもとに実施しています。 
令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しました。 

 
④ 新年子どもまつり［昭和 年度開始 平成 年度より実行委員会形式で実施］

区内の子どもたちがさまざまな遊びを通じて交流し、新年の１日を楽しむ行事で、子ども会活動団体な

どの参加協力のもとに実施しています。

実施日 会 場 内 容 参加者数

令和 年 月 日 世田谷公園 雪のすべり台、手づくりコーナー、子どもステージ他 約 人 団体

（生涯学習課）

（２）成人教育

① 家庭教育学級［昭和 年度開始］

親と子のあり方や家庭のあり方、学校・地域との結びつきなど、家庭教育に関する諸課題をともに学習

する場として、区立の幼稚園、小・中学校で実施しています。

令和４年度実績（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各校（園）任意による開催）

学 級 内 容 回数 期 間 参加者数（人）

幼稚園（ 園） 講演（子育てについて）他

月～ 月小学校（ 校） 講演（食育について）他

中学校（ 校） 講演（ネットリテラシーについて）他

② みんなで学ぶＰＴＡ

新しくＰＴＡの役員・委員になられた方を対象に、子どもたちの健全な成長や幸せの実現をめざし、

ＰＴＡのよりよい活動のあり方をともに学び合う勉強会です。

令和４年度実績（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、分科会を縮小して開催）

内 容 会 場 回数 開催月 参加者数（人）

校外分科会 世田谷区民会館別館／オンライン（対面と同時配信） 月
（対面）、

（オンライン）

会長分科会 オンライン 月～ 月

単Ｐ研修分科会 成城ホール／教育会館 月～ 月

③ ＰＴＡ研修会［昭和 年度開始］

ＰＴＡの直面するさまざまな課題を考え、各ＰＴＡの発展向上に役立てるために各連合体と共催して実

施しています。

令和４年度実績 幼稚園

内 容 実施日 会 場 参加者数 人

◆私立幼稚園 記念講演

子育ては期間限定！ ～イライラの感情とうまくつき合う～ 月 日 成城ホール

◆区立幼稚園 役員・委員研修会

会長分科会、卒対（お別れ会）分科会、卒対（アルバム・文集）分科会 月 日 書面開催 －

◆区立幼稚園 家庭教育研修会 月 日 書面開催 －
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令和４年度実績 小学校（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各校（ブロック）任意による開催）

内 容 実施日 会 場 参加者数 人

◆ブロック研修会

子どものココロに響く魔法のコトバ 月 日
若林小学校／

オンライン

（対面）

（オンラ

イン）

子どもたちの輝く笑顔のために 月 日 代沢小学校

子どもの自己肯定感を高める為に 月 日
希望丘小学校／

オンライン

（対面）

（オンラ

イン）

何故 スクール構想を進める必要があるのか？

～端末整備が終わった今、意義を再確認して取組を加速させたい～
月 日

自由が丘ソフィアホー

ル／オンライン

（対面）

（オンラ

イン）

◆単位ＰＴＡ研修会

校で令和 年 月～令和 年 月に実施 延べ 回 延べ参加人数 人

令和４年度実績 中学校（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各校任意による開催）

内 容 実施日 会 場 参加者数 人

◆単位ＰＴＡ研修会

校で令和 年 月～令和 年 月に実施 延べ 回 延べ参加人数 人

④ 人権週間記念事業 令和４年度実績

「講演と映画のつどい」

［平成元年度開始］

「人権週間」の啓発活動として、すべ

ての人が人間らしくともに生きていく社

会をめざし、身近な暮らしの中から人権

の問題を考えていくことを目的に実施し

ています。

⑤ 平和講座 ピースセミナー ［平成元年度開始］

世田谷区の「平和都市宣言」の趣旨を受けて、戦争のない平和な社会の実現に向け、区民の方々と幅広

く平和の問題を考える講座として実施しています。

令和４年度実績

実施日 内 容 会 場 参加者数（人）

令和 年 月 日 世田谷と戦争の歴史 教育会館

令和 年 月 日
今だから知りたい、東京であった「戦争」のはなし

～東京大空襲を聞いて・見て・考える～
世田谷産業プラザ

令和 年 月 日
今だから知りたい、東京であった「戦争」のはなし

～東京大空襲を聞いて・見て・考える～

東京大空襲・戦災資料

センター

⑥ 陶芸事業［船橋－昭和 年度開始 駒沢－平成 年度開始 烏山－平成 年度開始］

区民の文化・芸術活動の振興を目的に、初心者および一般（作陶経験者／烏山のみ）を対象とした講習

会を実施しています。

実 施 日 令和 年 月 日

内 容

講演「金メダル獲得への道～共生社会実現に向けて～」

（講師：木村 敬一 氏）

映画「 パーセントの奇跡～嘘から始まる素敵な人生～」

会 場 北沢タウンホール

参加者数 人
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令和４年度実績

内 容 実 施 日 会 場 回数 参加者数 人

陶芸初心者講習会

作陶 ひも作り・ひねり板作り

装飾 高台けずり・釉がけ

～ 月 船橋陶芸室

～ 月 駒沢陶芸室

～ 月 野毛青少年交流センター 

陶芸教室

初心者コース 作陶 ひも作り・ひねり作り

装飾 高台けずり・釉がけ
～ 月

烏山中学校一 般コース 作陶 形作り、絵付け、釉がけ

※受講者が自由に制作

～ 月・ ～ 月・

～ 月

親 子コース 作陶 ひも作り 月

（生涯学習課）

（３）福祉教育

① 障害者青年学級［いずみ－昭和 年度開始 たんぽぽ－昭和 年度開始］

障害のある人と障害のない人が、ともに学習し交流する学級です。「いずみ学級」（知的障害）と「たん

ぽぽ学級」（聴覚障害）をそれぞれ開設しています。

令和４年度実績

学級名 実施日 会 場 内 容 回数 参加者数（人）

いずみ学級 原則毎月第 ・ 日曜日 世田谷中学校 他 学級活動 等 延べ

たんぽぽ学級 原則毎週火曜日 三軒茶屋区民集会所 他 学習会 等 延べ

② 青年学級［昭和 年度開始］

肢体不自由の人を中心とする障害のある人と障害のない人との自主的な企画・運営による学級です。

令和４年度実績

学級名 実施日 会 場 内 容 回数 参加者数（人）

けやき学級 原則毎月第 ・ 日曜日 宮坂区民センター 他 学習会 等 延べ

（生涯学習課）

（４）生涯学習の推進

区民が生涯を通じていつでも自由に学ぶことができるように、生涯学習の環境を整備し、学習機会の提供を

図っています。

① リカレント学習推進

区民が多様な学習機会を得られるよう、区内の大学と連携して大学公開講座を紹介しています。

令和４年度実績

内 容 実 績

区内大学公開講座の区のお知らせへの掲載 校 講座

区内大学公開講座情報の区ホームページへの掲載 校 件
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② 大学等連携の共催事業

区内の大学等との共催により、公開講座等を役割分担して実施しています。

令和４年度実績

学 校 名 事 業 名 開催時期 申込者数（人） 

筑波大学附属駒場中・高等学校 筑駒アカデメイア：講演会「大学教員のお仕事」ほか 月 延べ

多摩美術大学 連続講座「○○世紀の芸術家列伝」Ⅲ－ 世紀 通年 延べ

（生涯学習課）

（５）団体支援

① 社会教育関係団体講師派遣［昭和 年度開始］

《主な派遣要件》

・文化・学習活動（スポーツを除く）および子ども会活動に関する社会教育関係団体であること。

・団体の構成員が 人以上で、自主的に計画・運営ができること。

・団体の構成員以外に広く地域に呼びかけて、 人以上の参加者が確保できること。

・ 団体、年１回まで。 回 円以内。 団体まで。

令和４年度実績

② 世田谷区民文化祭［昭和 年度開始］

文化・芸術団体の活動の成果を発表し、あわせて広く区民の方の参加を求めた「世田谷区民文化祭」を

実施しています。内容は総合文化祭とジャンル別の区民文化祭に分かれています。

令和４年度実績

総合文化祭

内 容 実 施 日 会 場 来場者数（人）

絵画書道展・花道展茶会 月 日～ 日 三茶しゃれなあど

ビデオ映像祭 月 日 代田区民センター

区民文化祭

内 容 実 施 日 会 場 来場者数（人）

コーラス・フェスティバル 月 日 烏山区民会館ホール

邦楽大会 月 日 成城ホール

民謡民舞大会 月 日 せせらぎホール

三曲ゆかた会 月 日 成城ホール

クラシックバレエ公演 月 日 昭和女子大学人見記念講堂

合唱祭 月 日 烏山区民会館ホール

ダンスネットワーク公演 月 日 成城ホール

花道展茶会 月 日～ 日 三茶しゃれなあど

郷土芸能大会 月 日 成城ホール

絵画書道展 月 日～ 日 三茶しゃれなあど

吟詠剣詩舞大会 月 日 せせらぎホール

謡曲大会 月 日 成城ホール

中止した文化祭

内 容 実施を予定していた日

総合文化祭 短歌大会 月 日

総合文化祭 ホール部門 月 日～ 日

（生涯学習課）

事 業 名 団 体 数

社会教育関係団体講師派遣
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（６）地域での生涯学習事業

各総合支所の地域振興課生涯学習・施設担当では、次の事業を実施しています。

① 区民講座［昭和 年度開始］

区民が自ら必要な学習課題について、講師の選定、企画、運営など自身で行う企画会方式でも実施して

います。

令和４年度実績

企画会方式

担当 内 容 実 施 日 回数（回） 参加者数（人）

世田谷 高齢期を豊かに過ごす秘訣 月 日、 日

北 沢 新たに出会う暮らしの彩り 月 日、 日、 月 日、 日

玉 川 等々力渓谷を流れる谷沢川の記憶 月 日、 月 日、 日

砧
世田谷の新しい発見

体験して知識欲を刺激しよう！
月 日、 日、 日、 日、 日、 月 日

烏 山 テーマは宇宙 月 日、 日、 日、 日

生涯学習・施設担当企画分

担当 内 容 実 施 日 回数（回） 参加者数（人）

世田谷

世田谷区民講座 今日から始める防災対策 月 日、 日

世田谷区民講座
コロナ禍のからだメンテナンス～自律神経が整

う体の使い方～
月 日、 日

世田谷区民講座
夏休み親子講座！グルーデコでキラキラアクセ

サリーを作ろう！
月 日

世田谷区民講座 お風呂で健康～医師が教える最高の入浴法～ 月 日

世田谷区民講座 子育て応援講座！がんばるママを癒す骨盤ヨガ 月 日、 月１日

世田谷区民講座 消しゴムはんこで年賀状 月 日

世田谷区民講座 親子対象講座！消しゴムはんこで年賀状 月 日

世田谷区民講座 世田谷の中世～吉良氏とその世界～ 月 日、 日

世田谷区民講座
広がる夜景の楽しみ方～世田谷から東京・日本・

世界の夜景～
月 日

北沢

北沢区民講座
防災ママカフェ～子どもの命を守るために今日

からできること～（オンライン講座）
月 日 延べ

北沢区民講座 入浴＆和ハーブ入門 月 日、 日

北沢区民講座 北沢カメラ散歩 月 日、 日

北沢区民講座 北沢生涯学習セミナー修了生交流会 月 日

玉川
玉川区民講座 見て！さわって！生き物のふしぎ 月２日、 日

玉川区民講座 子育て応援セミナー 月 日、 日、 日

砧

砧区民講座 砧地域の伝説と信仰 月 日、 日

砧区民講座 絵心で伝える「ありがとう」 月 日、 日

砧区民講座 琳派：美への憧れの系譜 月 日、 日

烏山

烏山区民講座
目指せ！脂肪燃焼！シェイプボクシング＆Ｋ

月 日、 日

烏山区民講座 野鳥観察ウォーキング～仙川周辺の歴史を学ぶ 月 日、 日

烏山区民講座
区民講座聞いて学べる落語会「江戸の庶民から学

ぶ～負けない心・つながる人々」
月 日

② 生涯学習セミナー［昭和 年度開始］

歳以上の区民を対象に「生きがいを求めて、ともに学び、新しい友だちをつくる」ことを目的に実施

しています。生活問題、人間関係問題、地域見学など参加者の企画を交えながら学習します。
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令和４年度実績

担当 内 容 実 施 日 回数（回） 参加者数（人）

世田谷 学んで出会って豊かな人生
月 日、 日、 日、 日、 月 日、 日、 日、 月
日、 日、 日、 日、 月 日、 日、 日、 日

北 沢 楽しもう地域の楽校 がっこう）
月 日、 月 日、 日、 日、 日、 月 日、
月 日、 月 日、 日、 日、 日、 月 日、

日、 日

玉 川 はつらつ人生！仲間は財産
月 日、 月 日、 日、 日、 日、 月 日、 日、

日、 月 日、 日、 日、 日、 月 日

砧 旅は道連れ！ワクワク旅支度！
月 日、 日、 日、 日、 月 日、 日、 日、
月 日、 日、 日、 日、 月 日、 日、 日

烏 山 知るを楽しむ！水曜日
月 日、 日、 日、 日、 日、 月 日、 日、

日、 月 日、 日、 日、 日、 月 日、 日、 日

③ 青少年教育

おとしよりに学ぶつどい

「昔の遊びを伝える」「世代間交流」を目的に、生涯学習セミナー修了生でつくる「白鷺会」の方々を講

師に、子どもたちや若い保護者を対象に開催しています。（烏山地域では平成 年度より、北沢地域では

平成 年度より、区民センター運営協議会の事業として実施されています。）

令和４年度実績

担当 内 容 実 施 日 参加者数（人）

世田谷

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
北 沢

玉 川

砧

烏 山
お手玉・しおり人形・竹トンボ・メンコなど昔からの

遊びや玩具作り
月 日

（各総合支所地域振興課）

（７）総合型地域スポーツ・文化クラブ

総合型地域スポーツ・文化クラブとは、区民のみなさんが毎日生活している地域の中で、いつでも、誰でも

スポーツや文化活動が楽しめる、地域住民が主体となって運営しているクラブのことです。平成 年度から

総合型地域スポーツ・文化クラブを支援する担当課を教育委員会事務局に事務移管し、学校との連携強化を図

っています。

【区内の総合型地域スポーツ・文化クラブ】

主に学校を拠点とした つの総合型地域スポーツ・文化クラブがあります。

（令和４年度に新たに クラブ設立）

クラブ名称 事務局所在地 設立年月日

東深沢スポーツ・文化クラブ 東深沢中学校 平成 年 月 日

ようがコミュニティークラブ 用賀中学校 平成 年 月 日

烏山スポーツクラブユニオン 烏山中学校 平成 年 月 日

しろやま倶楽部 城山小学校 平成 年 月 日

こまざわスポーツ・文化クラブ 駒沢小学校 平成 年 月 日

翠と溪のスポーツ・文化クラブ 尾山台小学校 平成 年 月 日

若林クラブ 若林小学校 平成 年 月 日

一般社団法人ニチジョクラブ 日本女子体育大学 平成 年 月 日

ちとふなコミュニティ 船橋小学校 令和 年 月 日

（地域学校連携課）
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６．社会教育施設

（１）郷土資料館

昭和 年に開館以来、貴重な歴史資料の保存・展示・文化財調査・各種講座などを通じて、区民一般の方々

に世田谷の歴史を理解していただくため活動しています。

また、資料の展示も、世田谷の歴史をテーマにした常設展示、そのほか企画展示などを行っています。

令和４年度実績

（郷土資料館改修工事に伴う休館のため、野外歴史教室以外の講座・教室・展示は中止しました。）

野外歴史教室

コース名 実施日 講 師 参加者数（人）

旧馬引沢村の社寺と史跡を巡る 月 日（木） 松浦瑛士（当館学芸員）

吉良氏ゆかりの地めぐり

―駒沢公園通り沿いの旧蹟―
月 日（水） 鈴木 泉（当館学芸研究員）

桜上水の史跡と北沢川緑道を歩く 月 日（木） 角和裕子（当館主任学芸員）

資料館だよりの発行

資料館だより 号 部

（生涯学習課）

（２）民家園

民家園は、実際にこの場を訪れ歴史や文化・自然の面からよく知ることで、私たちが生活している郷土への

理解を深め、郷土愛と自然愛を醸成することに役立てる場とすることを目的に運営しています。

民家園では、「生きている古民家」をテーマに、囲炉裏には毎日火をたき、家の中や軒下には民具類も置いて、

生活を再現しています。民具などに直接触れる、また農村に伝わる行事なども再現して、昔ながらの生活や風

習を実際に体験することができます。 
 
① 次大夫堀公園民家園

旧加藤家住宅主屋・旧城田家住宅主屋・旧秋山家住宅土蔵などの区指定有形文化財を移築・復原し、あ

わせて火の見櫓・消防小屋を建設し、農村風景の再現を図り、昭和 年 月 日に開園しました。その

後、平成 年には旧安藤家住宅主屋及び内倉、平成 年 月には旧谷岡家住宅表門の移築・復原が完了

しました。令和 年度には旧谷岡家住宅表門の茅葺き屋根を、移築・復原以来初めて葺き替えを行いまし

た（部分葺き替え）。令和 年度には拡張予定地の整備工事を行い、令和 年 月より「展示畑」として公

開しました。

② 岡本公園民家園

世田谷区有形文化財第 号に指定された旧長崎家主屋をはじめ、旧浦野家土蔵・旧横尾家椀木門を移築・

利用状況

開館日数 日

利
用
者
数

個 人 人

団 体 人

地域行事 人

合 計 人
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復原し、昭和 年 月 日に開園しました。また、令和２年度には旧長崎家住宅主屋北面の茅葺き屋根

および旧浦野家土蔵の瓦屋根の部分葺き替えを行いました。

③ 主な事業

ａ）展示事業（常設展示、次大夫堀公園民家園企画展「民家の柱」（仮称）、岡本公園民家園企画展「岡本

の記憶を辿る─ムラの水─」（仮称）、いけばな展示「草花にみる旧暦の節句」 全 行事）

ｂ）民家のみかた（解説会「茅葺きの技術」、古民家解説会 全 行事）

ｃ）暮らしの歳時記（農家で日常に行われていた農作や加工の様子を再現展示する「農事暦」、五月節句や

七夕など農家のハレの日の行事を再現展示する「民間暦」 全 行事）

ｄ）民家園の夏を楽しもう（企画展示「夏の暮らし再現」、行事「昔の農村体験」、「夜まで民家園」 全

行事）

ｅ）民家園に親しむ（こどもの日、元日開園など 全 行事）

ｆ）郷土学習事業（社会科見学向け解説、体験学習・出張授業など）

 
令和４年度利用状況 （人） 

一 般 団体利用 行事参加者 ボランティア 合 計

次大夫堀

岡 本

 
令和４年度企画展実績

内 容 実施月日 来園者数 備 考

次大夫堀公園民家園企画展 農村と草花 月 日～ 月 日 人 展示図録発行

次大夫堀公園民家園

収蔵資料展

畑と農具

─世田谷のかたちを探る─
月 日～ 月 日

人

（ 月末まで）
リーフレット発行

（生涯学習課）
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７．図書館

中央図書館、地域図書館（ 館）、地域図書室（ 室）、図書館カウンター（ 館）を展開し、区民の生涯

学習・読書環境づくりを支援する拠点として、資料・情報の提供や関連事業を実施しています。

（１）図書館関連計画

第２次世田谷区立図書館ビジョン

世田谷区立図書館ビジョン（平成 ～ 年度）を引き継ぐ、新たな図書館像を示す、平成 年度から

概ね 年間の計画です。現在は、令和 （ ）～ （ ）年度の第 期行動計画の取組みを推進して

います。

【基本理念と施策の柱（基本方針）】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
本
理
念

知
と
学
び
と
文
化
の
情
報
拠
点

施策展開の柱（基本方針）・施策の方向性

【方針２】

大人の学びを豊かにする

図書館

【方針１】

歳児からの読書を支え

る図書館

【方針３】

暮らしや仕事に役立つ図

書館

（１）子どもが本に出会う機会をつくる

（２）子どもサービスの拠点をつくる

（３）充実した学校図書館づくりを支援する

（１）多様な学びの機会をつくる

（２）お互いに学びあう機会をつくる

（３）地域で学びを活かす人材を育てる

（１）区民の悩みや課題の解決を助ける

（２）人が集い、つながりを生む場づくり

（３）地域で活動する団体との関係を築く

【方針５】

図書館ネットワークの構

築

【方針４】

世田谷の魅力を収集・発

信する図書館

【方針６】

専門性と効率性を両立し

た運営体制の構築

（１）世田谷の地域活動の情報を集める

（２）世田谷の魅力を広く伝える

（３）新しいメディアでの資料収集・公開を進める

（１）図書館ネットワークを整備する

（２）中央図書館の機能を拡充する

（３）世田谷の教育・文化機関と連携する

（１）民間活力を計画的に導入する

（２）職員に必要なスキルと専門知識の向上を図る

（３）事業・運営の指針・目標を示す
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（２）図書館のサービス

項 目 内 容

図書（雑誌・紙芝居含む）の貸出 全館合計 冊まで 週間

ＣＤの貸出
合わせて全館合計 点まで 週間

カセットテープの貸出（中央図書館のみ）

予約（リクエスト） 貸出中または所蔵のない資料を他の図書館から取寄せ

調べものの相談（レファレンス） 読書相談・資料の検索

団体貸出 大量・長期貸出（登録団体対象）

催物 おはなし会・講演会・図書館活用講座 など

電子書籍サービス 電子書籍の貸出、電子雑誌の閲覧サービス

国立国会図書館デジタル化資料閲覧・複写 中央図書館（公立図書館送信サービス資料の閲覧・複写）

オンラインデータベース
中央図書館および経堂図書館
ＩＴコーナーなどで閲覧（申し込み順）

対面朗読＊ ボランティアが本を朗読（予約必要）

録音図書などの貸出＊ 録音図書・雑誌、点字図書・雑誌の貸出

自宅配本＊ 図書および雑誌などを自宅へ配達

コピーサービス 図書館の資料に限り可。ただし著作権法上の制約あり

＊ 障害者サービス登録者対象  （中央図書館）

（３）図書館資料の充実

利用者のさまざまなニーズに効果的に応えるために、中央図書館と地域図書館との間で、蔵書構成上の役割

分担を行い、全図書館体制で資料の充実に努めています。その他、英語などの外国語資料も所蔵しています。 
また、学校の調べ学習授業を支援するため、調べ学習用資料の充実を図っています。 
                                                                               （中央図書館） 

（４）図書館情報システム

各世田谷区立図書館などをオンラインネットワークで結び資料情報などを一元管理しています。 
また、図書館ホームページや各図書館などにある利用者用検索機から、全館の図書・ＣＤの検索、予約申込

みおよび本人の貸出・予約状況の確認、各種メールサービスの登録ができます。 
なお、図書館ホームページでは、利用案内や各図書館案内のほか、こどもページ、ティーンズページや図書

館での調べかた、世田谷区を知るための調べかたなどをわかりやすく案内しています。 
・図書館ホームページアドレス  
（携帯電話の場合には末尾に i/を付ける） 
                                                                             （中央図書館） 

 
（５）各事業の実施

子どもが本に親しみを持てるよう、定期的なおはなし会や区立小学校へ出張してのおはなし会を開催すると

ともに、子ども向けブックリストの配布を行っています。 
また、子ども読書の日（ 月 日）・世田谷区家庭読書の日（毎月 日）を記念して開催している絵本作

家などによる講演会や、学校や地域でおはなし会ボランティアを行っている人を支援する講座、子ども読書リ

ーダー（子ども司書）講座などを行っています。 
さらに、地域の特性を活かした講演会や図書館活用講座・情報検索講座などの開催、除籍した図書館資料の

区民への無料頒布なども行っています。 （中央図書館） 
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（６）中央図書館プラネタリウム

平成 年 月にリニューアルオープンしたプラネタリウムは、より本物に近い星空を再現し、いろいろな

天体現象や宇宙の映像をドームいっぱいに上映できるようになりました。平日は小・中学校などの教育活動の

場として活用し、土・日曜（第 日曜を除く）、祝・休日、都民の日（ 月 日）、学校休業期間（年末年始

を除く）は一般に公開しています。

移動教室投影では、太陽・月・星の一日の動きを、子どもたちが通う学校の校庭から観察しているような疑

似体験ができます。

なお、組織改正に伴い、プラネタリウムは、令和 年 月 日付で中央図書館に移管されました。

令和４年度実績

開催行事 対象・内容 参加数（人） 開催行事 対象・内容 参加数（人） 

移動教室投影 
小 年 校

一般投影※１ 
幼児

中学校 校 小・中学生

その他（学習投影） 校 大人

幼児団体投影※１ 幼稚園・保育園 園 天文教室※１ 小 ～ 年 回

特別投影※１ 
（天文講座等） 

幼児 親子天文教室※１ 小 ～ 年 回

小・中学生 天体観望会 一般区民 回

大人 その他 団体投影等

コンサート※１ アコーディオン・パー

カッション
回

※ 規模を縮小して実施 
 

中央図書館

 
（７）視聴覚ライブラリー

視聴覚ライブラリー事業は、令和 年 月に事業の見直しを行いました。中央図書館では、 ミリ映画フ

ィルムおよび映写機などの貸し出しを行っています。

視聴覚機器保有数    貸出内容 
ミリ映写機 台 ワイドレンズ 台

スライド映写機 台 ズームレンズ 台

スクリーン 台 スコープレンズ 台

暗幕 セット スピーカー 台

 
 
 
視聴覚ソフト保有数 単位：本 令和４年度貸出実績

ミリ 

映画 

フィルム 

家庭教育 

地域社会関係 

一般教養 

劇映画 

アニメーション 

環境問題 

計 

（中央図書館） 
 
 

対 象 区立幼稚園、小・中学校、

一般区民（団体） 

期 間 週間

数 量 制限あり 

貸出 返却 日 月～土 

 

教材等 学校等 一般 

ミリ映画

フィルム
本 本

視聴覚機器

（学校・一般共通）
台

 

－ 76 －



Ⅳ　統計・資料 （令和5年6月1日現在）

１．歴代教育委員一覧 ☆は議会選出委員、◎は教育長任期

氏　名 氏　名

三　沢　智　雄 昭27.11. 1 昭31. 9.30 山　田　秀太郎 昭59.12. 1 昭63.11.30 ◎
小　林　時　枝 昭27.11. 1 昭31. 9.30 菅　野　久　子 昭61.11.29 平 2.11.28

昭27.11. 1 昭29.10.30 昭63. 3.30 平 4. 3.29
昭29.11. 1 昭31. 9.30 平 4. 3.30 平 5. 3.31

山　田　孝　雄 昭27.11. 1 昭31. 9.30 大　野　好　昭 昭63.12. 1 平 4.11.30
石　村　真　助 昭27.11. 1 昭28.10.30 ☆ 小野原　　　進 昭63.12. 1 平 4.11.30 ◎
小　林　三　四 昭28.11. 1 昭29.10.30 ☆ 平元.12.10 平 5.12. 9
伊　藤　　　務 昭29.11. 1 昭30.10.30 ☆ 平 5.12.10 平 9.12. 9
渡　辺　栄　松 昭30.11. 1 昭31. 9.30 ☆ 平 2.11.29 平 6.11.28
石　黒　武　重 昭31.10. 1 昭35. 9.30 平 6.11.29 平10.11.28

昭31.10. 1 昭34. 9.30 平 4.12. 1 平 8.11.30
昭34.10. 1 昭38. 9.30 平 8.12. 1 平12.11.30
昭38.10. 1 昭38.12.17 平 4.12. 1 平 8.11.30 ◎
昭31.10. 1 昭32. 9.30 平 8.12. 1 平12.11.30 ◎
昭32.10. 1 昭36. 9.30 平 5. 5.18 平 8. 3.29
昭36.10. 1 昭40. 9.30 平 8. 3.30 平12. 3.29
昭31.10. 1 昭33. 9.30 山　谷　えり子 平 9.12.10 平12. 6.21
昭33.10. 1 昭37. 9.30 平10.11.29 平14.11.28
昭37.10. 1 昭38. 9. 5 平14.11.29 平18.11.28
昭31.10. 1 昭35. 9.30 ◎ 平12. 3.30 平16. 3.29
昭35.10. 1 昭35.10.17 ◎ 平16. 3.30 平20. 3.29
昭35.10.18 昭39.10.17 ◎ 平20. 3.30 平24. 3.29
昭39.10.18 昭43.10.17 平12. 6.22 平13.12. 9
昭43.10.18 昭43.11.30 平13.12.10 平17.12. 9

渋　谷　武次郎 昭38.12.18 昭42.12.17 野　原　　　明 平12.12. 1 平16.11.30
昭38.12.18 昭42.12.17 小　野　正　志 平12.12. 1 平16. 3.31 ◎
昭42.12.18 昭46.12.17 平16. 4. 1 平16.11.30 ◎
昭46.12.18 昭50.12.17 平16.12. 1 平20.11.30 ◎
昭50.12.18 昭52. 3.22 平20.12. 1 平24.11.30 ◎
昭39.10.18 昭43.10.17 ◎ 那　須　秀　康 平16.12. 1 平20.11.30
昭43.10.18 昭43.11.30 ◎ 椋　下　聡　美 平17.12.10 平21.12. 9
昭40.12.10 昭44.12. 9 佐　俣　典　子 平18.11.29 平22.11.28
昭44.12.10 昭48.12. 9 中　野　里　香 平20.12. 1 平24.11.30
昭48.12.10 昭52.12. 9 富　岡　富美子 平21.12.10 平25.12. 9
昭43. 2.26 昭47. 2.25 岩　谷　　　力 平22.11.29 平26.11.28
昭47. 2.26 昭51. 2.25 平24. 3.30 平28. 3.29
昭51. 3.30 昭55. 3.29 平28. 3.30 令 2. 3.29

小　栗　吉　郎 昭43.12. 1 昭47.11.30 令 2. 3.30 令 6. 3.29
昭43.12. 1 昭47.11.30 ◎ 榊　原　博　子 平24.12. 1 平28.11.30
昭47.12. 1 昭51. 6.23 平24.12. 1 平28.11.30 ◎ ※

前　田　正　信 昭47.12. 1 昭51.11.30 ◎ 平28.12. 1 令元. 5.23 ◎
昭51. 6.24 昭51.11.30 永　井　俊　子 平25.12.10 平29.12. 9
昭51.12. 1 昭55.11.30 井　上　　　健 平26.11.29 平30.11.28
昭55.12. 1 昭59.11.30 松　平　昭　二 平28.12. 1 令 2. 3.31
昭59.12. 1 昭63.11.30 宮　田　春　美 平29.12.10 令 3.12. 9

中　澤　喜　行 昭51.12. 1 昭55. 6.23 ◎ 亀　田　　　徹 平30.11.29 令 4.11.28
葛　西　正　彦 昭52.12.10 昭56.12. 9 令元. 5.24 令元.11.30 ◎

昭52. 3.30 昭53.11.28 令元.12. 1 令 4.11.30 ◎
昭53.11.29 昭57.11.28 令 4.12. 1 令 7.11.30 ◎
昭57.11.29 昭61.11.28 令 2. 4. 1 令 2.11.30
昭55. 3.30 昭59. 3.29 令 2.12. 1 令 6.11.30
昭59. 3.30 昭63. 3.29 鈴　木　奈保子 令 3.12.10 令 7.12. 9
昭55. 6.24 昭55.11.30 ◎ 坂　倉　杏　介 令 4.11.29 令 8.11.28
昭55.12. 1 昭59.11.30 ◎
昭56.12.10 昭60.12. 9
昭60.12.10 平元.12. 9 ※平成28年12月1日より、新制度へ移行（P.1参照）

坂　本　　　孝

釜　井　己之助

竹　田　守　貞

深　田　　　弘

太　田　　　彰

進　士　五十八

菅　沼　邦　子

綿　井　永　寿

津　吹　金一郎

山　本　俊　子

渡　部　理　枝

中　村　　　豊

笹　本　　　功

貞　閑　　　晴

根　岸　二次三

二　瓶　貞　次

任　期

松　本　孝　三

勝　俣　久　作

川　崎　周　一

任　期

松　田　藤四郎

喜　島　慶一郎

小　山　洋　子

保　坂　一　郎

鬼　塚　滿壽彦

江　尻　逸　雄

堀　　　恵　子

澁　澤　寿　一

若井田　正　文

瀬戸口　敦　子

河　野　茂　夫
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２．学校施設－覧
（１）小学校（６１校） ※プール（＊屋上　☆埋込式蓋掛　△体育館下　○屋内）

竣工年度 竣工年度 規模（ｍ）

若林 令元 　＊令元  25×10

三宿 昭42   ＊昭54　  25×10

太子堂 平 　＊平  25×10

桜 平22 　＊平22  25×10

桜丘 平10 　＊平10　　 25×10

代沢 令元 　＊令元　　 25×12　　

多聞 平27 　＊平27　　 25×12　　

世田谷 昭42 　■昭44  25×10

松沢 平20 　＊平20　　 25×

駒沢 平19 　＊平17　　 25×10

旭 昭37 　■昭46  25×10

中里 昭41 ☆平23  25×8.2

松原 昭41 　＊令 3　　 25×12　　

上北沢 平23   ＊平23  25×10

駒繋 昭42 　■昭43  25×10

池之上
(旧北沢小)

昭44 　＊昭55　　 25×

経堂 昭48 　■昭44  25×10

弦巻 昭37 　■昭43  25×10

山崎 昭45 　■昭42  25×10

中丸 昭41 　△昭41　　 25×10

代田 昭40 　■昭60  25×10

三軒茶屋 昭43 　■昭35  25×10

赤堤 昭63 　＊昭63　　 25×10

松丘 昭62 　＊昭62　　 25×10

池尻 平 　＊平  25×10

笹原 平元 　■平元  25×10

城山 平28 　＊平28　　 25×12　　

深沢 昭40 　■昭44  25×10

玉川 昭60 　■昭41  25×10

京西 平22 　＊平22  25×10

二子玉川 昭60 　＊昭60　　 25×10

八幡 昭43 　■昭43  25×10

奥沢 昭42 　■昭42  25×10

尾山台 昭37 　■昭36  25×10

東深沢 昭43 　■昭36  25×10

東玉川 昭43 　■昭41  25×10

※28 池尻小学校の体育館面積は、左が第１体育館、右が第２体育館となります。

体育館校舎面積

（㎡）

プール

面積（㎡）
学校名

敷地面積 校庭面積

（㎡）（㎡）

番
号
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（小学校続き）

竣工年度 竣工年度 規模（ｍ）

桜町 昭60 　■平 　 25×10　　

九品仏 昭44 　■昭58 　 25×

瀬田 昭38 　■昭35 　 25×10　　

等々力 昭38 　■昭35 　 25×10　　

用賀 昭40 　■昭36 　 25×10　　

中町 注1） 注1） 平 　＊平 　 25×

玉堤 平 　＊平 　 25×10　　

烏山 昭63 　☆昭63　　　 25×10　　

塚戸 昭62 　＊昭62　　　 25×10　　

祖師谷 平 　■昭59 　 25×12　　

砧 昭45 　■昭39 　 25×10　　

明正 平 　＊平 　 25×10　　

烏山北 平元 　＊平元　　　 25×10　　

八幡山 平 　＊平 　 25×10　　

芦花 注2） 注2） 注2） 平23 ＊平23 　 25×13　　

船橋 平17 　＊平16　　　 25×10　　

砧南 平 　＊平 　 25×10　　

給田 平19 　＊平19　　　 25×10　　

山野 平29 　＊平29　　　 25×10　　

千歳 平24 　＊平24 　 25×13　　

喜多見 昭47 　■昭47 　 25×11　　

武蔵丘 昭48 　■昭48 　 25×10　　

希望丘 昭49 　■昭49 　 25×10　　

千歳台 昭54 　  昭54　　　 25×10　　

下北沢 平29 　＊平29　　　 25×10　　

― ― ―

（２）中学校（２９校）

竣工年度 竣工年度 規模（ｍ）

太子堂 昭56 　○昭56　 　 25×12.5　

桜丘 昭55 　■昭34 　 25×12　　

松沢 昭53 　＊平 　 25×12　　

駒沢 昭60 　＊昭61　　　 25×12　　

北沢 昭53 　＊昭58　　　 25×12　　

緑丘 昭48 　＊平元　　　 25×12　　

駒留 昭55 　＊昭59　　　 25×12　　

梅丘 昭53 　○平16　　　 25×12　　

桜木 昭55 　■昭61 　 25×12　　

富士 昭53 　■昭41 　 25×10　　

弦巻 昭52 　＊昭57　　　 25×12

奥沢 昭61 　■昭53 　 25×14

プール番
号 面積（㎡）

番
号

体育館
学校名

プール

面積（㎡）

合計

（㎡）（㎡）

学校名

校舎面積

（㎡）

校舎面積

校庭面積

（㎡）

体育館

（㎡）

校庭面積

敷地面積

（㎡）

敷地面積
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（中学校続き）

竣工年度 竣工年度 規模（ｍ）

八幡 昭57 　＊昭57　　 25×12

玉川 注1） 注1） 昭54 　○平 6　　 25×13

瀬田 昭49 　＊昭59　　 25×12

深沢 昭54 　＊昭57　　 25×12

尾山台 昭54 　■昭60 25×12

用賀 平 　＊平 25×12

東深沢 平13 　＊平13　　 25×12

砧 昭55 　■平 25×12

烏山 平15 　○平15　　 25×13

千歳 昭54 　■平 25×12

芦花 注2） 注2） 注2） 昭62 　＊昭62　　 25×12

上祖師谷 昭51 　■昭51 25×12

砧南 昭51 　  昭51　　 25×12

喜多見 昭54 　■昭54 25×12

三宿 昭59 　＊昭59　　 25×12

世田谷 平25 ＊平25 25×13

船橋希望 昭62 ＊平25 25×12

― ― ―

＊校舎面積には、武道場、防災倉庫、各倉庫、校舎内にある保育施設などの面積を含む。

＊注１）中町小学校･玉川中学校は両校の合計とする。（体育館は各々）

＊注２）芦花小学校･芦花中学校は両校の合計とする。（体育館は各々）

（３）幼稚園（８園）

有　無

三島 有

給田 有

中町 有

多聞※ 有

松丘 有

砧 有

八幡山 有

桜丘 有

―

※多聞幼稚園は平成27年度に幼稚園型こども園として園舎を改修。

番
号

園名
園庭面積

校舎面積

昭43

敷地面積

置き型に変更

（㎡）

（㎡）

昭47

昭47

昭48

昭51

水遊び場

竣工年度

昭41

プール校庭面積

（㎡）

体育館

（㎡） 面積（㎡）

園舎面積

（㎡）

―

昭45

合計

合計

＊校庭面積には、地上面にあるプールや築山、テニスコートを含む。

（㎡）

敷地面積

番
号

学校名
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３．区立学校(園）園児・児童・生徒・職員数等

（１）小学校児童数・学級数一覧 令和5年5月1日現在

1年 2年 3年 4年 5年 6年 小　計 合　計

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

若林 － － － －

三宿 － －

太子堂 － － － －

桜 － － － －

桜丘 － － － －

代沢 － － － －

多聞 － －

世田谷 － －

松沢 － －

駒沢 － －

旭 － －

中里 － － － －

松原 － － － －

上北沢 － － － －

駒繋 － － － －

池之上 － － － －

経堂 － －

弦巻 － －

山崎 － －

中丸 － － － －

代田 － － － －

三軒茶屋 － － － －

赤堤 － － － －

松丘 － － － －

池尻 － － － －

笹原 － －

城山 － － － －

深沢 － － － －

玉川 － － － －

京西 － － － －

二子玉川 － － － －

八幡 － － － －

奥沢 － －

小学校名

特別支援
学級

特別支援
（通級）
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 小　計 合　計

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

ク
ラ
ス

児
童
数

小学校名

特別支援
学級

特別支援
（通級）

尾山台 － －

東深沢 － － － －

東玉川 － － － －

桜町 － －

九品仏 － －

瀬田 － － － －

等々力 － － － －

用賀 － － － －

中町 － － － －

玉堤 － － － －

烏山 － －

塚戸 － － － －

祖師谷 － －

砧 － －

明正 － －

烏山北 － －

八幡山 － － － －

芦花 － －

船橋 － －

砧南 － － － －

給田 － － － －

山野 － － － －

千歳 － － － －

喜多見 － － － －

武蔵丘 － － － －

希望丘 － － － －

千歳台 － － － －

下北沢 － －

※特別支援学級の通級のクラス・児童数は、合計に含めていない

小学校計

－ 82 －
－ 82 －



（２）中学校生徒数・学級数一覧 令和5年5月1日現在

1年 2年 3年 小　計 合　計

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

ク
ラ
ス

生
徒
数

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
太子堂 － － － － － － － －

桜丘 － － － － － － － －

松沢 － － － － － －

駒沢 － － － － － －

北沢 － － － － － －

緑丘 － － － － － － － －

駒留 － － － － － － － －

梅丘 － － － － － － － －

桜木 － － － － － － － －

富士 － － － － － － － －

弦巻 － － － － － －

奥沢 － － － － － － － －

八幡 － － － － － －

玉川 － － － － － － － －

瀬田 － － － － － － － －

深沢 － － － － － － － －

尾山台 － － － － － － － －

用賀 － － － － － － － －

東深沢 － － － － － －

砧 － － － － － －

烏山 － － － － － － － －

千歳 － － － － － － － －

芦花 － － － － － －

上祖師谷 － － － － － －

砧南 － － － － － － － －

喜多見 － － － － － －

三宿 － － － －

世田谷 － － － － － －

不登校
分教室

－ － － － － － － －

船橋希望 － － － － － － － －

※特別支援学級の通級のクラス・生徒数は、合計に含めていない

特別支援
（通級）

夜間
学級

夜間
日本語

小・中学校計

中学校計

中学校名

特別支援
学級

－ 83 －
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３ 幼稚園学級数・園児数一覧 令和 年 月 日現在

園 名
歳児 歳児 合計

級数 男 女 総数 級数 男 女 総数 級数 定員 男 女 総数

三 島幼稚 園

給 田幼稚 園

中 町幼稚 園

多聞幼稚園 幼稚園枠 

(認定こども園) 保育園枠 

松 丘幼稚 園

砧 幼 稚 園

八幡山幼稚園

桜 丘幼稚 園

合 計

４ 学年別園児・児童・生徒数 令和 年 月 日現在

学 年 人 数 男 女

小学 年

小学 年

小学 年

小学 年

小学 年

小学 年

児童数計

中学 年

中学 年

中学 年

生徒数計

歳 児 ※単位：人

歳 児 （ ）…特別支援学級児童・

生徒数の再掲園児数計

（５）園児・児童・生徒の年度別推移

年 度 平成 平成 平成 平成 平成 令和元 令和 令和 令和 令和

小
学
校

児童数

学級数

校 数

中
学
校

生徒数

学級数

校 数

幼
稚
園

園児数

学級数

園 数
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（６）学校関係教職員数 単位：人     令和 年 月 日現在 

 

都 職 員 区 職 員

合

計

校

長

副

校

長

主幹教諭 指

導

教

諭

主任 教諭 教 員
事

務

栄
養
職
員

園

長 

副

園

長 

主
任
教
諭

教

諭

栄 
養 
士 

事

務

学
校
主
事

警

備

教

諭

養
護
教
諭

教

諭

養
護
教
諭

教

諭

養
護
教
諭

栄
養
教
諭

小学校 － － － － － －
（

中学校 － － － － －

（

幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

合 計
（ ）

※（ ）は特別支援学級担当の再掲

都職員は再任用を含む

区職員は再任用（フルタイム勤務）を含む

中学校は教育環境課用務班、太子堂調理場を含む

 

４．区立小・中学校卒業生進路状況  

（１）小学校 令和 年 月 日現在

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

中 

学 

校 

都内公立

都内国立

都内私立

都 外

そ の 他

合 計（人） － － － － － －

（２）中学校 令和 年 月 日現在 
平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

高
等
学
校

全日制

定時制

通信制

高 専

特別支援学校

専修学校等

就 職

そ の 他

合 計（人） － － － － － －
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５．児童・生徒の体位の推移（平均）
　※東京都、全国の平均については、保健統計調査が完了していないため「―」で表記しています。

（１）定期健康診断計測結果（令和４年度）

小学１年 21.7 21.0

小学２年 122.4 24.6 23.7

小学３年 128.5 27.6 26.9

小学４年 134.6 31.9 30.4

小学５年 141.7 35.1 34.5

小学６年 148.2 39.3 39.6

中学１年 152.6 44.9 43.9

中学２年 155.8 49.9 47.3

中学３年 157.3 55.1 49.5

（２）身長 単位：ｃｍ

平成19年度 117.2 116.8 116.6 116.2 116.1 115.8 139.7 139.0 139.0 140.4 140.1 140.3 165.7 165.7 165.2 157.4 156.9 156.7

平成24年度 116.9 116.9 116.5 116.0 116.1 115.6 139.2 139.3 138.9 140.4 140.2 140.0 166.3 165.9 165.1 157.5 156.8 156.5

平成29年度 117.0 116.9 116.5 115.9 116.5 115.7 139.2 139.3 138.9 140.1 140.1 140.1 166.0 165.8 165.3 157.1 157.0 156.5

令和4年度 117.5 ― ― 116.3 ― ― 140.1 ― ― 141.7 ― ― 166.5 ― ― 157.3 ― ―

（３）体重 単位：ｋｇ

平成19年度 21.5 21.5 21.5 20.9 20.9 21.0 34.4 34.0 34.4 33.6 34.0 34.3 54.3 54.5 54.7 50.0 50.1 50.3

平成24年度 21.2 21.3 21.3 20.7 20.9 20.9 33.9 34.4 34.0 33.4 34.0 34.0 53.8 54.6 54.2 49.6 49.4 49.9

平成29年度 21.3 31.3 21.4 20.7 21.3 20.9 33.5 34.4 34.0 33.1 34.0 34.0 54.0 54.2 53.9 49.8 49.7 50.0

令和4年度 21.7 ― ― 21.0 ― ― 35.1 ― ― 34.5 ― ― 55.1 ― ― 49.5 ― ―

区 都 全国 区

項
目

身長（ｃｍ） 体重（ｋｇ）

男 女 男 女

区 都 全国 区 都 全国都 全国

－ － － －

123.5 － － － －－ － － －

117.5 － － 116.3 － －

－ －

134.5 － － － － － － － －

129.2 － － － － － －

140.1 － － － －

146.6 － － － － － －

－ － － －

－ －

－ －

161.5 － － － －－ － － －

154.0 － － － － － －

166.5 － － － － － －

項
目

６歳 10歳 14歳

男 女 男 女 男 女

区 都 全国 区 都 全国 区

－ －

区 都 全国 区 都 全国 区

都 全国 区 都 全国都 全国 区 都 全国 区

項
目

６歳 10歳 14歳

男 女 男 女 男 女

区 都 全国全国 区 都 全国都 全国 区 都
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（１）定期健康診断結果・疾病異常集計表 単位：人

男 女 年度 年度

5歳 5歳 1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年 （％） （％）

1 3,338 3,100 6,438 3,409 3,461 3,334 3,236 3,380 3,314 3,140 3,125 3,069 2,970 2,954 3,030 38,422 2,045 2,075 1,984 1,763 1,690 1,720 11,277 49,699 - -

栄養不良 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 3 1 2 10 3 3 3 4 6 6 25 35 0.1 0.1

肥満傾向 2 0 2 16 25 29 47 53 46 11 17 17 22 19 11 313 35 22 28 17 13 15 130 443 0.9 0.9

3 脊柱側わん症・脊柱異常 5 2 7 7 7 11 15 16 14 7 8 7 8 20 12 132 26 34 21 21 20 28 150 282 0.6 0.6

4 2 1 3 5 0 6 2 4 5 0 0 1 0 2 1 26 9 5 4 1 0 1 20 46 0.1 0.1

5 0 0 0 1 1 0 0 1 2 0 0 1 1 1 4 12 3 2 2 3 2 4 16 28 0.1 0.1

- - - 3,317 3,327 3,136 2,922 2,971 2,738 3,043 3,002 2,856 2,597 2,447 2,390 34,746 1,769 1,706 1,607 1,446 1,287 1,228 9,043 43,789 - -

- - - 2,502 2,404 2,085 1,788 1,620 1,354 2,357 2,127 1,704 1,424 1,165 1,006 21,536 801 703 632 554 441 415 3,546 25,082 57.3 58.8

- - - 490 412 374 350 349 321 424 365 422 335 285 256 4,383 245 235 221 192 188 172 1,253 5,636 12.9 12.8

- - - 266 332 445 457 522 532 218 343 454 476 535 533 5,113 351 354 359 298 275 267 1,904 7,017 16.0 15.2

114 106 220 59 179 232 327 480 531 44 167 276 362 462 595 3,714 372 414 395 402 383 374 2,340 6,054 13.8 13.1

- - - 38 73 120 176 310 349 48 86 150 219 312 471 2,352 262 256 276 319 303 322 1,738 4,090 9.3 9.4

- - - 75 108 193 296 404 570 80 118 200 364 504 646 3,558 282 410 409 315 446 526 2,388 5,946 12.0 11.5

7 2 1 4 4 5 0 0 2 0 3 1 0 22 0 3 0 0 0 1 4 26 0.1 0.1

8 315 343 334 357 420 447 253 244 269 293 299 442 4,016 246 213 203 187 160 137 1,146 5,162 10.4 11.0

9 66 98 113 99 126 118 64 90 107 96 90 120 1,187 58 69 88 60 40 51 366 1,553 3.1 2.9

10 6 5 11 34 18 14 - 14 - 19 15 14 - 11 - 139 12 - 6 11 - 7 36 175 0.4 0.3

11 436 335 315 292 264 295 440 373 297 291 282 239 3,859 162 167 122 191 170 145 957 4,816 9.7 9.0

12 446 505 518 577 639 640 331 335 357 394 384 523 5,649 424 361 316 280 241 242 1,864 7,513 15.1 14.7

13 133 119 104 103 105 67 74 62 46 51 53 42 959 33 38 25 19 17 13 145 1,104 2.2 2.7

14 4 6 2 3 4 1 6 4 3 9 4 4 50 5 1 2 1 5 5 19 69 0.1 0.2

感染性皮膚疾患 2 2 1 3 4 4 4 1 3 5 8 9 46 0 0 0 0 0 0 0 46 0.1 0.1

147 151 153 160 174 159 130 122 130 150 125 142 1,743 114 90 84 94 77 70 529 2,272 4.6 4.9

15 21 24 15 22 20 15 18 15 17 18 21 221 2 4 2 3 3 6 20 241 0.5 0.7

その他の皮膚疾患 14 11 14 17 4 4 10 6 10 10 6 1 107 1 2 1 1 4 1 10 117 0.2 0.3

- - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

- - - 35 8 10 6 8 1 31 8 5 3 7 11 133 5 6 9 11 8 11 50 183 0.4 0.3

17 19 36 35 19 24 32 26 17 28 22 27 20 19 17 286 18 15 16 13 8 7 77 363 0.7 0.8

- - - 22 - - - - - 13 - - - - - 35 29 - - 13 - - 42 77 0.2 0.1

18 - - - 2 5 7 12 16 44 14 23 15 30 38 81 287 25 43 49 35 22 29 203 490 1.0 1.9

19 - - - 1 1 4 0 3 3 3 2 0 1 3 1 22 3 2 5 0 7 2 19 41 0.1 0.1

- - - 140 140 114 93 138 125 85 75 85 76 73 76 1,220 78 62 69 39 33 32 313 1,533 3.1 3.4

- - - 4 7 8 8 3 9 6 5 6 6 9 7 78 3 4 4 2 3 2 18 96 0.2 0.9

- - - 11 5 7 3 8 4 5 4 5 1 5 3 61 2 2 3 0 2 1 10 71 0.1 0.1

27 17 44 21 22 35 22 23 34 22 21 15 25 11 17 268 24 26 26 20 14 21 131 399 0.8 0.8

- - - 3,390 3,432 3,312 3,202 3,326 3,263 3,115 3,101 3,034 2,936 2,912 3,008 38,031 1,998 2,026 1,948 1,725 1,650 1,691 11,038 49,069 - -

303 267 570 385 554 700 660 700 457 307 430 553 621 488 414 6,269 229 252 267 195 222 279 1,444 7,713 15.7 16.7

214 181 395 284 310 366 400 332 251 240 254 348 316 295 229 3,625 140 138 160 135 129 175 877 4,502 9.2 9.2

26 57 127 229 281 359 31 74 133 238 320 436 2,311 298 359 412 287 330 439 2,125 4,436 9.0 9.4

107 122 155 190 204 150 120 145 189 188 192 230 1,992 167 194 222 183 203 203 1,172 3,164 6.4 6.6

8 23 35 25 22 20 13 14 36 31 27 24 278 31 36 40 17 12 18 154 432 0.9 0.7

76 115 166 168 214 228 81 123 165 130 208 219 1,893 165 182 188 112 119 129 895 2,788 5.7 5.5

97 151 192 130 148 161 142 137 191 114 154 138 1,755 74 64 49 62 50 62 361 2,116 4.3 3.0

顎関節の異常 0 1 1 0 0 1 2 5 0 1 2 3 16 1 3 4 1 1 6 16 32 0.1 0.0

51 86 106 84 117 91 42 53 86 55 79 64 914 28 35 39 11 17 25 155 1,069 2.2 1.6

67 54 41 36 18 22 66 42 29 22 19 14 430 5 0 5 5 2 9 26 456 0.9 1.0

未処置歯数（Ｄ） - - - - - - - - 214 - - - - - 259 38,422 194 - - 235 - - 11,277 49,699 - -

う歯による喪失歯数（Ｍ） - - - - - - - - 9 - - - - - 7 16 20 - - 22 - - 42 58 - -

処置歯数（Ｆ） - - - - - - - - 455 - - - - - 533 988 401 - - 423 - - 824 1,812 - -

小学校

中学校
計

６．各種検診実施状況（令和４年度）

項
目

区分 就学前 中学校
小・中
学校計

性別 就学前
計

男 女 小学校
計

男 女

年齢・学年

2

6 視力

15
皮膚
疾患

21

歯
及
び
口
腔
検
査

永久歯
のう歯

20
そ
の
他

歯科受診者数

う歯処置完了者

気管支ぜん息

腎臓疾患

言語障害

その他の疾病・異常

受診者数（1～20） 　※6,10,17の一部を除く

栄養
状態

胸郭異常

四肢異常 　

裸眼視力測定者数　(1)～(4)の合計

(1)裸眼視力1.0以上

(2)裸眼視力0.7以上1.0未満

16 結核

17 心臓

結核患者

(3)裸眼視力0.3以上0.7未満

(4)裸眼視力0.3未満

(1)～(4)のうち眼鏡・コンタクト装用者

裸眼視力未測定者のうち眼鏡・コンタクト装用者

1,197
アレルギー性鼻疾患

その他の鼻・副鼻腔疾患

口腔咽喉頭疾患

感染性眼疾患

140 124 264アレルギー性眼疾患

その他の眼疾患・異常

難聴

耳疾患

646 551

42 38 80
アレルギー性皮膚疾患(アトピー性皮膚炎）

アレルギー性皮膚疾患(アトピー性皮膚炎以外）

永久歯のう歯経験者

351 417 768

要観察歯のある者(CO)

歯周疾患

歯周疾患要観察者(GO)

歯列・咬合の異常

歯垢の状態

その他の疾病及び異常

う歯未処置歯のある者

精密検査対象者

心臓疾患

心電図異常

尿蛋白検出

尿糖検出
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（２）心臓検診結果 単位：人

受診者数
２次検診

該当者数

２次検診

該当率
２次検診

受診者数

要医療機関

受診該当者数

小学 年

小学 年

小学 年

小学 年

小学 年

小学 年

小学校計

中学 年

中学 年

中学 年

中学校計

合計

（３）腎臓検診実施状況

＜１次及び２次検診実施状況＞  単位：人

在籍者

次 検 診 次 検 診

受診者 受診率
次

対象者

尿糖

＋以上

有所見

者率
受診者

次

対象者

尿糖

±以上

経過

観察

対 次

有所見

者率

小学校

中学校

合計

＜３次検診結果＞  単位：人

受診者

結 果

未受診
異常なし腎炎疑い

体位性

蛋白尿

尿路

感染症

無症候性

血尿

無症候性

蛋白尿
その他

小学校

中学校

合計

※一部複数の所見に該当する者あり
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（４）結核検診結果

＜実施状況＞ 単位：人

  

問 診 調 査 学校医による診察 問診調査・

診察ともに

未実施

対策委員会

要検討者数実施者数
調査の結果

要検討者数
実施者数

診察の結果

要検討者数

小学校

中学校

合 計

※令和 年 月末現在の集計による

＜精密検査該当者の状況＞ 単位：人

  

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問５

合計本人結核

羅患歴

本人結核

投薬歴

家族等

結核羅患歴

呼吸器

自覚症状

高慢延国

在住歴

（うち一時

帰国等）

検討者数

精密検査

対象者数

内

訳

小学校

中学校

＜精密検査実施状況及び受診結果＞ 単位：人

精密検査

対象者数

（うち一時帰国等） 

受診者数

検査結果 未受診者（内訳）

所見なし
所見あり

※

肺以外の所

見あり※

受診

予定者

一 時

帰 国 等

そ の 他

※

小学校

中学校

合 計

※ 医療機関受診の結果異常なし

※ 側弯症等

※ 他医療機関でＸ線検査を受診した者、転出、保護者の意向により未受診の者等
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（５）生活習慣病予防検診結果

＜実施状況＞ 単位：人

検診

対象者

※１

申 込 受 診 状 況

検診

申込者
申込率

医師検診

＋

栄養指導

医師

検診
その他

いずれか

受診者

すべて

未受診者

受診率

※２

検診対

象者の

受診率

※３

人数 人数 率 人数 人数 人数 人数 人数 率 率

小

学

校

年

年

その他

計

中

学

校

年

その他

計

合 計

※１ 検診対象者：対象学年の肥満度 ％以上および前年度検診結果による該当者（令和 年 月時点）

※２ 受診率：検診申込者に対する受診率

※３ 検診対象者の受診率：検診対象者に対する受診率

＜血液検査結果＞ 単位：人

検査人数
異常なし 異常あり

人数 率 人数 率

小学校

年生

年生

その他

計

中学校

年生

その他

計

合 計

＜判定結果＞ 単位：人

判定 要精密検査
かかりつけ医療

機関の受診
年後再検 管理不要

判定なし

（栄養指導のみ）

※

人数 人数 率 人数 率 人数 率 人数 率 人数 率

小学校

年生

年生

その他

計

中学校

年生

その他

計

合 計

※ 医師検診受診したものの採血できなかった者（小学校 年生：１名）含む。
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７．区立小・中学校で使用している教科書（令和５年度）

（１）区立小学校（令和元年度採択）

教科等 教科書名 発行者

国 語 国語 光村図書出版株式会社

書 写 書写 光村図書出版株式会社

社 会 新しい社会 東京書籍株式会社

地 図 楽しく学ぶ 小学生の地図帳 株式会社帝国書院

算 数 小学算数 教育出版株式会社

理 科 みんなと学ぶ 小学校理科 学校図書株式会社

生 活 せいかつ 光村図書出版株式会社

音 楽 小学生の音楽 株式会社教育芸術社

図 画 工 作 図画工作 開隆堂出版株式会社

家 庭 新しい家庭 東京書籍株式会社

体 育（保 健） 新しい保健 東京書籍株式会社

外 国 語 光村図書出版株式会社

道 徳 小学道徳 生きる力 日本文教出版株式会社

（２）区立中学校（令和２年度採択）

教科等 教科書名 発行者

国語 国語 光村図書出版株式会社

書写 中学書写 教育出版株式会社

社会（地理的分野） 新しい社会 地理 東京書籍株式会社

社会（歴史的分野） 新しい社会 歴史 東京書籍株式会社

社会（公民的分野） 新しい社会 公民 東京書籍株式会社

地図 中学校社会科 地図 株式会社帝国書院

数学 新しい数学 東京書籍株式会社

理科 理科の世界 大日本図書株式会社

音楽（一般） 中学生の音楽 株式会社教育芸術社

音楽（器楽合奏） 中学生の器楽 株式会社教育芸術社

美術 美術 日本文教出版株式会社

保健体育 最新 中学校保健体育 株式会社大修館書店

技術・家庭（技術分野） 技術・家庭 技術分野 明日を創造する 教育図書株式会社

技術・家庭（家庭分野） 技術・家庭 家庭分野 生活の土台 自立と共生 開隆堂出版株式会社

英語 東京書籍株式会社

道徳 中学道徳 きみが いちばん ひかるとき 光村図書出版株式会社

－ 91 －



８．新ＢＯＰ参加状況（令和４年度）

申込率 実施日数

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 （B／A） （C） 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 ☆再掲

若林 若林

三宿 三宿

太子堂 太子堂

桜 桜

桜丘 桜丘

代沢 代沢

多聞 多聞

世田谷 世田谷

松沢 松沢

駒沢 駒沢

旭 旭

中里 中里

松原 松原

上北沢 上北沢

駒繋 駒繋

池之上 池之上

経堂 経堂

弦巻 弦巻

山崎 山崎

中丸 中丸

代田 代田

三軒茶屋 三軒茶屋

赤堤 赤堤

松丘 松丘

池尻 池尻

笹原 笹原

城山 城山

深沢 深沢

玉川 玉川

京西 京西

二子玉川 二子玉川

八幡 八幡

奥沢 奥沢

尾山台 尾山台

東深沢 東深沢

東玉川 東玉川

桜町 桜町

九品仏 九品仏

瀬田 瀬田

等々力 等々力

用賀 用賀

中町 中町

玉堤 玉堤

烏山 烏山

塚戸 塚戸

合計
１日あたりの
平均参加人数

（D/C）
学校名

学校
番号 学校名

児童数 学年ごとの申込者数（Ｂ）　　単位：人
合計

学年ごとの延べ参加児童数（Ｄ）　　単位：人
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申込率 実施日数

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 （B／A） （C） 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 ☆再掲
合計

１日あたりの
平均参加人数

（D/C）
学校名

学校
番号 学校名

児童数 学年ごとの申込者数（Ｂ）　　単位：人
合計

学年ごとの延べ参加児童数（Ｄ）　　単位：人

祖師谷 祖師谷

砧 砧

明正 明正

烏山北 烏山北

八幡山 八幡山

芦花 芦花

船橋 船橋

砧南 砧南

給田 給田

山野 山野

千歳 千歳

喜多見 喜多見

武蔵丘 武蔵丘

希望丘 希望丘

千歳台 千歳台

下北沢 下北沢

合計

※ 児童数は令和4年5月現在、申込者数は令和5年3月現在です。

※ 学年ごとの申込者数には私立、国立の児童を含みます。また、BOP及び学童クラブの登録数の合計です。

※ ☆は特別支援学級（通級含む）・特別支援学校児童です。

11年度（4校） 東玉川・玉堤・芦花・給田

12年度（13校） 三宿・守山・多聞・世田谷・駒沢・旭・松原・駒繋・弦巻・山崎・桜町・祖師谷・武蔵丘

13年度（13校） 太子堂・桜丘・中丸・代田・松丘・池尻・城山・深沢・玉川・京西・東深沢・瀬田・用賀

14年度（13校） 若林・桜・代沢・松沢・赤堤・花見堂・二子玉川・尾山台・九品仏・塚戸・砧・山野・千歳

15年度（10校） 中里・北沢・上北沢・池之上・三軒茶屋・八幡・奥沢・烏山・烏山北・喜多見

16年度（9校） 東大原・経堂・笹原・等々力・中町・明正・八幡山・希望丘・千歳台

17年度（2校） 船橋・砧南

合計
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（１）負傷の種類別発生報告件数推移

　　　（独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付件数調べ）

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

1,212

（２）園児・児童・生徒別の発生報告件数の推移

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

低学年 1～3年

高学年 4～6年

幼稚園

合計

小
学
校

区分

骨    折

捻    挫

脱　　臼

挫傷・打撲

創　　傷

９．学校事故の発生報告状況 

令和３年度令和２年度

令和３年度

平成30年度 令和元年度

※率は小数点第二位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

令和４年度

靱帯損傷・断裂

区分

※率は小数点第二位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

令和４年度平成30年度 令和元年度 令和２年度

熱傷・火傷

その他

合計

歯牙破折

中学校

－ 94 －
－ 94 －



１０．図書館資料・貸出・登録者の推移

全館資料・貸出・登録者の推移（図書室・図書館カウンターを含む） 令和5年3月31日現在

年度 所蔵資料数 貸出資料総数 貸出資料数（児童資料） 登録者数（人）

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

元

平成

令和

－ 95 －－ 95 －



１１．図書館の利用状況 令和 年 3 月31日現在

図書館 図書室

本館 保存庫 合計

一般図書資料

児童図書資料

大活字本

デジタル資料

図書資料計

ＣＤ

カセット

音響資料計

録音図書

点字本

障サ資料計

合計

雑誌・タイトル数

一般

児童

個人合計

(内書)障サ

団体

一般図書資料

児童資料

大活字本

デジタル資料

図書資料計

雑誌

ＣＤ

カセット

音響資料計

録音図書

点字本

障サ資料計

合計

団体貸出

野毛希望丘

団体貸出
センター

合計

図書館・
図書室・
カウンター

計

二子
玉川

下北沢

カウンター

上北沢 池尻
三軒
茶屋

喜多見松沢鎌田粕谷 経堂

コピー

登
録
者
数

資
料
数

貸
出
数

桜丘代田 烏山梅丘 世田谷 尾山台砧 奥沢

予約受付数

下馬 深沢
中央

玉川台

－96－
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上町

④

①

③

②

⑤

中央図書館

梅丘図書館

仮事務所

世田谷図書館

烏山図書館

粕谷図書館

砧図書館

鎌田図書館

上北沢図書館

桜丘図書館

玉川台図書館

深沢図書館

尾山台図書館

代田図書館

下馬図書館

奥沢図書館仮事務所

①池尻図書室

②希望丘図書室

③野毛図書室

④松沢図書室

⑤喜多見図書室（平成 年 月（予定）から開室

《 地域図書室 》

小
田

急
線

京 王 線

井の頭 線
世
田
谷
線

田
園
都市 線

大
町

井
線

環

状
八

号

線

環
状

号
線

七

目 黒 通 り

世田谷通 り

玉 川
り通

１２ 図書館等の配置図

千歳烏山

上北沢

梅ヶ丘

新代田

桜新町

千歳船橋

成城学園前

用賀

尾山台

奥沢

三軒茶屋

若林

経堂図書館

経堂

下高井戸

祖師ヶ谷大蔵

❶図書館カウンター二子玉川

《図書館カウンター》

❶
二子玉川

❷図書館カウンター三軒茶屋

❷松陰神社前

❸図書館カウンター下北沢

❸下北沢
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１３．刊行物一覧

（１）有償刊行物
書　　　　　　　名 単価（円） 判版 頁数 発行年 所　管

ボロ市の歴史 16頁 平成10 郷土資料館

旧上野毛村名主　　田中家文書目録 185頁 昭和57 郷土資料館

世田谷代官大場家文書目録 191頁 昭和53 郷土資料館

旧鎌田村名主　橋本家文書目録 173頁 昭和58 郷土資料館

旧太子堂村名主　森家文書目録 212頁 昭和56 郷土資料館

旧荏原郡用賀村名主　飯田家文書目録 172頁 平成24 郷土資料館

大場美佐の日記一　（復刻版） 298頁 平成25 郷土資料館

大場美佐の日記二 313頁 平成 2 郷土資料館

大場美佐の日記三 328頁 平成 3 郷土資料館

大場家住宅調査報告書 180頁 昭和60 郷土資料館

石井至穀著作集 318頁 平成元 郷土資料館

続石井至穀著作集 306頁 平成 4 郷土資料館

世田谷地誌集 258頁 昭和60 郷土資料館

世田谷区史料叢書第一巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編一 492頁 昭和60 郷土資料館

世田谷区史料叢書第二巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編二 495頁 昭和62 郷土資料館

世田谷区史料叢書第三巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編三 443頁 昭和63 郷土資料館

世田谷区史料叢書第四巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編四 444頁 平成元 郷土資料館

世田谷区史料叢書第五巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編五 516頁 平成 2 郷土資料館

世田谷区史料叢書第六巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編六 573頁 平成 3 郷土資料館

世田谷区史料叢書第七巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編七 554頁 平成 4 郷土資料館

世田谷区史料叢書第八巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編八 521頁 平成 5 郷土資料館

世田谷区史料叢書第九巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編九 534頁 平成 6 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十巻　旧上野毛村田中家文書　御用留編十 611頁 平成 7 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十一巻　旧奥沢村原家文書　金銭出入帳編一 432頁 平成 8 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十二巻　旧奥沢村原家文書　金銭出入帳編二 505頁 平成 9 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十三巻　世田谷代官大場家文書　金銭出入帳編一 442頁 平成10 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十四巻　世田谷代官大場家文書　金銭出入帳編二 465頁 平成11 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十五巻　世田谷代官大場家文書　金銭出入帳編三 451頁 平成12 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十六巻　旧太子堂村森家文書　金銭出入帳編一 470頁 平成13 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十七巻　旧太子堂村森家文書　金銭出入帳編二 520頁 平成14 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十八巻　旧太子堂村森家文書　金銭出入帳編三 552頁 平成15 郷土資料館

世田谷区史料叢書第十九巻　旧太子堂村森家文書　金銭出入帳編四 492頁 平成16 郷土資料館

世田谷叢書第一集　旧彦根藩世田谷領　願書留一 424頁 平成19 郷土資料館

世田谷叢書第二集　旧彦根藩世田谷領　願書留二 408頁 平成20 郷土資料館

世田谷叢書第三集　旧彦根藩世田谷領　願書留三 391頁 平成21 郷土資料館

世田谷叢書第五集　宇津木家書簡集（二） A4横 286頁 平成23 郷土資料館

世田谷叢書第六集　旧荏原郡用賀村名主　飯田家文書 458頁 平成24 郷土資料館

世田谷叢書第七集　下掃除関連資料 437頁 平成25 郷土資料館

世田谷叢書第八集　旧太子堂村森家文書　御用留一 468頁 平成26 郷土資料館

世田谷叢書第九集　旧太子堂村森家文書　御用留二 475頁 平成27 郷土資料館

世田谷叢書第十集　旧太子堂村森家文書　御用留三 332頁 平成28 郷土資料館

世田谷叢書第十一集　旧太子堂村森家文書　御用留四 383頁 平成28 郷土資料館
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書　　　　　　　名 単価（円） 判版 頁数 発行年 所　管

世田谷叢書第十二集　旧太子堂村森家文書　御用留五 383頁 平成29 郷土資料館

世田谷叢書第十三集　旧太子堂村森家文書　御用留六 444頁 平成30 郷土資料館

世田谷女性史　（上） 178頁 昭和55 郷土資料館

世田谷女性史　（中） 184頁 昭和61 郷土資料館

世田谷区社寺史料第一集　彫刻編 238頁 昭和57 郷土資料館

世田谷区社寺史料第二集　建築編 493頁 昭和58 郷土資料館

世田谷区社寺史料第三集　絵画・彫刻Ⅱ・目録編 197頁 昭和59 郷土資料館

世田谷区寺院台帳 206頁 昭和59 郷土資料館

世田谷区神社台帳 286頁 昭和62 郷土資料館

豪徳寺 314頁 昭和62 郷土資料館

浄真寺 423頁 昭和61 郷土資料館

大場家所蔵絵画資料 83頁 平成 9 郷土資料館

世田谷区石造遺跡調査報告書Ⅰ　世田谷現存板碑集成 198頁 昭和59 郷土資料館

世田谷区石造遺跡調査報告書Ⅲ　地蔵および諸尊 76頁 昭和60 郷土資料館

写真機の歴史と世田谷の風景 70頁 平成元 郷土資料館

喜多見氏と喜多見流茶道 42頁 平成 2 郷土資料館

社寺参詣と代参講 54頁 平成 4 郷土資料館

城南の遺跡   8頁 平成 5 郷土資料館

文晁とその門人による模写絵－大場家所蔵絵画資料を中心に－ 119頁 平成 5 郷土資料館

これは何でしょう－なつかしの生活用具－ 48頁 平成 6 郷土資料館

これは何でしょう　ぱあと2－収蔵資料展－ 15頁 平成 9 郷土資料館

これは何でしょう　ぱあと3－紀銘民具展－ 15頁 平成11 郷土資料館

館蔵近世の絵画 63頁 平成 7 郷土資料館

ジャの道は蛇　藁蛇の祭と信仰 60頁 平成 7 郷土資料館

喜多見の遺跡－多摩川北岸立川段丘面上の遺跡群－ 36頁 平成 8 郷土資料館

江戸の博物図譜 104頁 平成 8 郷土資料館

江戸の文人交遊録　亀田鵬斎とその仲間たち－渥美コレクションを中心に－ 161頁 平成10 郷土資料館

漢詩人岡本黄石の生涯 143頁 平成13 郷土資料館

世田谷最古の狩人たち　3万年前の世界 83頁 平成14 郷土資料館

世田谷の絵馬 63頁 平成15 郷土資料館

漢詩人岡本黄石の生涯 第二章 その詩業と交友 174頁 平成17 郷土資料館

野の画人・丸山永畝の写生帖 93頁 平成18 郷土資料館

漢詩人岡本黄石の生涯 第三章－三百篇の意思を得る物－ 173頁 平成20 郷土資料館

荻泉翁コレクション－藝に游ぶ－ 128頁 平成21 郷土資料館

等々力渓谷展－渓谷の形成をめぐって－ 78頁 平成23 郷土資料館

幕末維新－近代世田谷の夜明け－ 167頁 平成24 郷土資料館

世田谷の歴史と文化（第二版） 138頁 令和 2 郷土資料館

大館蔵品展 254頁 平成26 郷土資料館

世田谷の土地－絵図と図面で読み解く－ 159頁 平成27 郷土資料館

国重要文化財指定記念　野毛大塚古墳展 111頁 平成28 郷土資料館

1955-64　写真で見る高度成長期の世田谷 ＤＶＤ 平成28 郷土資料館

世田谷代官大場家の歴史 16頁 平成28 郷土資料館

江戸・明治の肖像画～世田谷ゆかりの人物を中心に～ 127頁 平成30 郷土資料館

近代世田谷消防史　町の発展と防災 64頁 令和元 郷土資料館

多摩川と世田谷の村々 128頁 令和 3 郷土資料館

大蔵－世田谷区民俗調査第7次報告－ 118頁 昭和62 文化財係

用賀－世田谷区民俗調査第9次報告－ 118頁 平成元 文化財係

宇奈根－世田谷区民俗調査第10次報告－ 207頁 平成 文化財係

深沢－世田谷区民俗調査第11次報告－ 93頁 平成 文化財係

松原－世田谷区民俗調査第12次報告－ 68頁 平成 文化財係

世田谷の土蔵 159頁 平成 文化財係

世田谷の社寺写真集 59頁 平成 文化財係

世田谷の近代建築第1輯 322頁 昭和62 文化財係

世田谷の近代建築第2輯 243頁 昭和63 文化財係
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書　　　　　　　名 単価（円） 判版 頁数 発行年 所　管

世田谷区文化財調査報告集－1－岡本秋暉と教学院ほか 55頁 平成 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－2－世田谷の水神信仰と雨乞い習俗 41頁 平成 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－3－古建築緊急調査報告その1野上弥生子邸ほか 37頁 平成 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－4－古建築緊急調査報告その2聖ドミニコ学園日本館 33頁 平成 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－5－世田谷の巡行仏ほか 37頁 平成 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－6－旧宇奈根村小泉家文書調査報告 83頁 平成 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－7－古建築緊急調査報告その3鳩ポッポの家保育園舎ほか 38頁 平成10 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－8－古建築緊急調査報告その4飯田家土蔵修理工事報告書 40頁 平成11 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－9－喜多見・知行院の木造十一面観音菩薩立像についてほか 32頁 平成12 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－10－古建築緊急調査報告その5旧小坂家住宅 32頁 平成13 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－11－世田谷・勝国寺の木造薬師三尊像についてほか 24頁 平成13 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－12－古建築緊急調査報告その6幽篁堂庭園 34頁 平成14 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－13－古建築緊急調査報告その7旧本多忠次家 41頁 平成15 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－14－古建築緊急調査報告その8属啓成邸 19頁 平成16 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－15－玉川三業地調査報告 48頁 平成17 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－16－観音寺・木造十一面観音菩薩立像修理報告ほか 40頁 平成18 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－17－世田谷区建築調査報告書 32頁 平成19 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－18－豪徳寺・木造岡本黄石正座像ほか 33頁 平成20 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－19－区登録有形文化財東玉川神社社殿調査報告ほか 28頁 平成22 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－20－区登録有形文化財善養院本堂並びに庫裏調査報告ほか  28頁 平成23 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－21－旧長崎家住宅茅葺屋根葺替他工事の報告  29頁 平成24 文化財係
世田谷区文化財調査報告集－22－区立小学校に所蔵される扁額・木額について  21頁 平成25 文化財係
世田谷区文化財調査報告集23　五島美術館古経楼・冨士見亭修理工事報告書  74頁 平成26 文化財係
世田谷区文化財調査報告集24　祭り囃子を中心にした世田谷区内の民俗芸能の調査報告  46頁 平成27 文化財係
世田谷区文化財調査報告集25　区指定有形文化財「板絵着色大蔵氷川神社奉納絵図」の修理及びデジタル復元報告書  50頁 平成28 文化財係
世田谷区文化財調査報告集26　旧近衛輺重兵大隊営内射撃場の調査報告ならびに復原的考察  40頁 平成29 文化財係
世田谷区文化財調査報告集27　世田谷区指定有形文化財　桜上水八幡神社旧本殿の保存修理報告書  64頁 平成30 文化財係
世田谷区文化財調査報告集28　豪徳寺二丁目所在の歴史的建造物緊急調査報告書  74頁 令和 4 文化財係
世田谷区文化財調査報告集29　宇田川家住宅緊急調査報告書  80頁 令和 5 文化財係

世田谷の古民家写真集 99頁 平成元 文化財係

野毛大塚古墳 534頁 平成11 文化財係

世田谷区歴史・文化財マップ（改訂版） 8ツ折 平成21 文化財係

せたがやの文化財（平成4年刊行の改訂版） A4変形 107頁 平成21 文化財係

久保家旧宅の記録  76頁 平成25 文化財係

成城みつ池の洋風住宅　旧山田家住宅修理の記録 204頁 平成29 文化財係

第２次世田谷区教育ビジョン・調整計画 123頁 令和 4 教育総務課

教科「日本語」1・2年 138頁 令和 2 教育指導課

教科「日本語」3・4年 162頁 令和 2 教育指導課

教科「日本語」5・6年 178頁 令和 2 教育指導課

教科「日本語」中学校１年 170頁 令和 2 教育指導課

教科「日本語」中学校２年 194頁 令和 2 教育指導課

教科「日本語」中学校３年 178頁 令和 2 教育指導課

わたしたちの世田谷（3・4年生社会科副読本） 147頁 令和 4 教育指導課

中学生用副読本「わたしたちの世田谷」 132頁 令和 4 教育指導課

世田谷区の地図   1頁 令和 4 教育指導課

世田谷区の地図（地形）   1頁 令和 4 教育指導課

世田谷区の地図（交通）   1頁 令和 4 教育指導課

色地図 A1変形 3ツ折 令和 4 教育指導課

白地図（表「世田谷区の地図」　裏「富士河口湖町とその周辺」） 3ツ折 令和 4 教育指導課
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（２）無償刊行物 
書 名 判版 頁数 発行年 所 管 

せたがやの学校保健 頁 令和 年 月 学校健康推進課

わくわくサマープラン２０２２ 頁 令和 年 月 生涯学習課 

わくわくウインタープラン２０２２～２０２３ 頁 令和 年 月 生涯学習課

歴史とアートに親しむせたがや文化マップ
２つ折

頁
令和 年 月

生涯学習課
文化・芸術振興課

世田谷の埋蔵文化財 ―遺跡地図― つ折 令和 年 月 生涯学習課 

せたがやの文化財 号 頁 令和 年 月 生涯学習課 

民家園のこよみ 令和４年度 頁 令和 年 月 生涯学習課 

あるじでえ（民家園関連解説リーフレット）
全 タイトル

～ 頁
平成元年 6 月(No.1)～ 
平成 29 年 11 月(No.44) 

生涯学習課 

農村と草花（令和４年度次大夫堀公園民家園企画展
展示図録）

頁 令和 年 月 生涯学習課 

畑と農具─世田谷のかたちを探る─（次大夫堀公園
民家園収蔵資料展リーフレット）

頁 令和 年 月 生涯学習課 

せたがやの教育 頁 年 回（ ･ ･ 月） 教育総務課

ふれあいの教育 頁 令和 年 月 支援教育課

せたがや・プラネタリウム つ折 年 回（ ･ ･ ･ 月） 中央図書館

しゅっぱつしんこう
～あかちゃんえほんのたび ０・１・２～

頁 平成 年 月 中央図書館

たのしいえほんのたび～３・４・５歳児むけ～ 変形 頁 平成 年 月 中央図書館

おもしろい本みつけた 頁 令和 年 月 中央図書館

ほしのかがやき～おもしろい本みつけた（低学年）
～

頁 平成 年 月 中央図書館

もっとなぜ？なに？しるってたのしい！
～かがくとちしきのよみもの～

頁 令和 年 月 中央図書館

読書ナビ～おもしろい本みつけた（高学年）～ 頁 平成 年 月 中央図書館

新版 部活物語 頁 令和 年 月 中央図書館

旧清水邸書院移築保存の記録 頁 平成 年 月 生涯学習課 

なぞなぞウォーキング 大山道 頁 令和元年 月 生涯学習課 

なぞなぞウォーキング かつての川～次大夫堀～ 頁 令和 年 月 生涯学習課 

なぞなぞウォーキング 等々力渓谷 野毛大塚古墳 頁 令和 年 月 生涯学習課 

なぞなぞウォーキング 安政 年 月 日の世田谷
の物語

頁 令和 年 月 生涯学習課

●区ホームページ

内 容：教育委員会概要、学校教育や生涯学習事業に関する情報、相談事業の案内、行事開催など

●区立図書館ホームページ

（携帯電話は末尾に ）

内 容：図書館の案内、蔵書の検索、図書の予約、「こどもページ」「ティーンズページ」など

●世田谷区立小・中学校ホームページ

●世田谷デジタルミュージアムホームページ
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１４．学校一覧

 （１）小学校 （６１校） 令和 年 月 日現在

番号 校名 所在地 電話 ＦＡＸ 校長 副校長 創立年月日

若林 若林5-27-18 滝上　俊恵 寺西　智恵 明  4. 4. 3

三宿 三宿1-12-6 村田　奈緒美 松本　清一 明 41. 4.14

太子堂 太子堂5-7-4 鈴木　忍 梅田　正弥 昭  4. 1. 9

桜 世田谷2-4-15 大曽根　博美 栗田　正和 明 12.12. 1

山野　通也

猪岡　仁

代沢 代沢5-1-10 諸角　哲男 國廣　淨和 明 13. 1.23

多聞 三宿2-26-11 小泉　一弘 長田　尚子 昭  8. 1. 9

世田谷 宮坂1-38-4 金子　佳生 林田　孝子 昭  8. 1. 9

山田　隼土

松本　泰治

駒沢 駒沢2-10-6 鈴木　聡 鈴木　真子　 明 34. 4. 1

旭 野沢1-4-3 風間　淑江 栖原　太郎 明 13. 9

中里 三軒茶屋1-4-1 吉野　有佐 笹間　真由美 昭  5. 4.27

松原 松原5-43-26 尾上　佐智子 大島　出 昭 10.11. 1

上北沢 上北沢4-22-29 三浦　健仁 鈴木　真理子 昭 14. 3.31

駒繋 下馬1-42-12 新藤　直美 河村　俊宏 昭 15. 4. 1

池之上 北沢4-32-20 北村　雅之 榊原　友美 昭 15. 9. 1

経堂 桜上水1-23-3 安藤　由季子 遠藤　優子 昭 16. 1. 8

弦巻 弦巻1-9-18 福留　修一 野田　智子 昭 17.10.22

山崎 梅丘3-9-1 小池　慎一 岩佐　洋一 昭 18. 2. 1

中丸 野沢3-34-16 橋口　直美 白石　大典 昭 26. 4. 1

代田 代田4-2-3 篠原　和也 田内　孝治 昭 27. 4. 5

三軒茶屋 三軒茶屋2-42-1 飯田　泰三 清水　里恵 昭 27. 4. 1

赤堤 赤堤1-41-24 小宮　豊 木村　猛 昭 28. 4. 1

松丘 弦巻3-23-12 臼井　潤一 吉田　松寿 昭 30. 4. 5

池尻 池尻2-4-10 間宮　英二 清水　みさ 昭 30. 4. 1

笹原 桜丘5-19-1 大場　一輝 小林　保子 昭 33. 4. 1

城山 梅丘2-1-11 佐藤　弘典 羽鳥　尚 昭 33. 4. 1

深沢 新町1-4-24 須藤　央 桑畑　大樹 昭  2. 2.11

玉川 中町2-29-1 依田　哲治 小林　太 明  7.11.20

京西 用賀4-27-4 菅谷　万里子 市川　明日香 明 12.12.10

二子玉川 玉川4-6-1 今福　眞和 阪田　敦子 昭 17. 4. 1

八幡 玉川田園調布2-17-15 峯岸　敦子 井下　玲生奈 明 12.12.20

奥沢 奥沢3-1-1 前田　恵里 山下　浩 昭  8.12. 1

大 11. 9. 1東城　良尚

寺﨑　晶子　

桜丘 桜丘1-19-17

松沢 明 20.11.21赤堤4-44-22
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番号 校名 所在地 電話 ＦＡＸ 校長 副校長 創立年月日

尾山台 尾山台3-11-1 小田　正弥 中村　紀子 昭 13. 1. 8

東深沢 深沢3-7-1 佐々木　克二 辻　紀子 昭 24. 9.15

東玉川 奥沢1-1-1 菅原　展生 山﨑　真輝 昭 26. 4. 1

平山　理恵

上原　弘行

九品仏 奥沢8-12-1 笛木　毅 青木　聡子 昭 27. 4. 1

瀬田 瀬田2-15-1 日高　玲子 江舟　明夫 昭 29. 2.25

等々力 等々力7-26-1 遠藤　雅孝 石黒　重信 昭 31. 9. 1

用賀 上用賀6-14-1 青鹿　和裕 永山　恵子 昭 31. 8.16

中町 中町4-23-1 児島　信郎 佐藤　正弘 昭 33.10.10

玉堤 玉堤2-11-1 伊藤　修久 長田　清 昭 36. 4. 1

烏山 給田1-2-1 廣石　雄司 谷山　智毅 明  6. 7. 1

塚戸 千歳台6-7-1 長谷川　和恵 小林　亮介 明  8. 4. 1

祖師谷 祖師谷3-49-1 小俣　和也 三橋　信之 昭 17.12. 1

砧 喜多見6-9-1 神田　光子 生田　誠 明 35. 5. 8

黒田　博之

下地　宏昌

烏山北 北烏山6-3-1 河野　芳浩 佐々木　恒 昭 28. 4. 1

八幡山 八幡山1-14-1 山村　晃一 彦坂　真な子 昭 34. 4. 1

佐藤　忍

堀田　武芝

船橋 船橋4-41-1 奥長　英樹 中村　崇郎 昭 34. 4. 1

園田　恵美

森田　佳之

給田 給田4-24-1 飴家　純 熊倉　ひとみ 昭 36. 4. 1

榊原　絵葉

山口　千砂

千歳 成城9-6-1 石川　淳 石塚　夕希子 昭 42. 4. 1

喜多見 喜多見3-11-1 森田　賢 川村　健輔 昭 47. 4. 1

武蔵丘 北烏山1-47-11 今宮　直樹 平　裕子 昭 48. 4. 1

希望丘 船橋4-9-1 野々村　剛 守屋　典子 昭 49. 4. 1

千歳台 千歳台4-24-1 寺村　尚彦 本澤　克洋 昭 55. 4. 1

下北沢 大原1-4-6 大字　弘一郎 冨安　誠哉 平 28. 4. 1

 （２）中学校 （２９校）
番号 校名 所在地 電話 ＦＡＸ 校長 副校長 創立年月日

太子堂 太子堂3-27-17 髙山　知機 永井　健次 昭 22. 4. 1

桜丘 桜丘2-1-39 山本　武 高橋　真弓 昭 22. 4. 1

松沢 桜上水4-5-2 山村　恵子 三次　福太郎 昭 22. 4. 1

中村　泰之

砧南

芦花 粕谷2-22-1

山野

昭 27. 4. 1

昭 36. 4. 1鎌田4-3-1

用賀1-5-1

砧6-7-1

昭 34. 4. 1

桜町

昭 38. 9. 1

石田　孝士

廣瀬　維謙

薄井　康裕

昭 28. 4. 1明正 成城3-3-1 栗林　大輔
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番号 校名 所在地 電話 ＦＡＸ 校長 副校長 創立年月日

駒沢 駒沢2-39-25 和田　直樹 吉森　祐司 昭 22. 4. 1

北沢 北沢5-12-3 今田　敏弘 廣田　桂子 昭 22. 4. 1

緑丘 桜上水3-19-12 小林　智明 小飼　祐介 昭 22. 4. 1

駒留 下馬4-18-1 加瀬　康夫 秋山　泰代 昭 22. 4. 1

梅丘 松原6-5-11 簗瀬　学 藤井　朱世 昭 22. 4. 1

桜木 桜1-48-15 大塚　洋一 関根　奈美江 昭 22. 4.19

富士 代沢1-23-17 牧岡　正敏 壽美田　順子 昭 23. 4.11

弦巻 弦巻1-42-22 加藤　ユカ 兼平　誠 昭 30. 4. 1

奥沢 奥沢1-42-1 髙林　敏彦 青木　優治 昭 22. 4. 1

八幡 等々力6-4-1 山田　勝基 河田　真一 昭 24. 4. 1

玉川 中町4-21-1 奥平　雄二 中村　泰夫 昭 22. 4. 1

瀬田 瀬田2-17-1 山口　実史 工藤　史子 昭 23.12.17

深沢 新町1-26-29 佐野　晴子 石綿　健一郎 昭 23.12.15

尾山台 尾山台3-27-23 永野　祥夫 波田野　明 昭 25. 4. 1

用賀 上用賀5-15-1 草開　宣晶 松下　寛 昭 34. 4. 1

東深沢 深沢4-18-28 本田　仁 宮田　富士子 昭 36. 1. 1

砧 成城1-10-1 加藤　敏久 水田　剛 昭 22. 4. 1

烏山 南烏山4-26-1 大友　文敬 市川　義文 昭 22. 4. 1

千歳 千歳台6-15-1 和田　祐一郎 塩野　百合子 昭 22. 4. 1

芦花 粕谷2-22-2 井尻　郁夫 川﨑　慶介 昭 34. 4. 1

上祖師谷 上祖師谷7-10-1 柄澤　茂之 毛利　慎治 昭 52. 4. 1

砧南 鎌田3-13-20 松永　かおり 吉田　裕行 昭 52. 4. 1

喜多見 喜多見4-20-1 紺谷　祥一 定岡　美深 昭 56. 4. 1

太子堂1-3-43 三輪　昭弘

（夜間学級） 市原　一(夜)

世田谷 梅丘3-8-1 前田　浩 新妻　弘樹 平 23. 4. 1

船橋希望 船橋4-20-1 菅野　茂男 中澤　浩晃 平 24. 4. 1

 （３）幼稚園 （８園）

番号 園名 電話 園長 副園長 創立年月日

三島 深沢5-11-5 遠藤　雅孝 村上　典子 昭 42. 4. 1

給田 給田4-7-11 佐藤　幸子 昭 44. 4. 1

中町 中町4-38-21 島崎　智恵 昭 46. 4. 1

多聞
(認定こども園)

三宿2-25-9 山路　智之 藤田　雅美 昭 48. 4. 1

松丘 弦巻5-21-10 芳賀　淳子 昭 48. 4. 1

砧 喜多見6-9-11 女屋　旬子 昭 48. 4. 1

八幡山 八幡山1-27-25 山村　晃一 安部　裕子 昭 49. 4. 1

桜丘 桜丘5-2-19 大場　一輝 田中　慶子 昭 52. 4. 1

平 16. 4. 1

所在地

濱川　一彦三宿
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１５．教育施設概要 

（１）郷土資料館 
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施設構造 施 設 内 容

総床面積（㎡）

世田谷

昭
ＲＣ Ｆ

Ｂ

展示室 、展示室 、展示室 、事務室

ビデオブース、収蔵庫、集会室（ 人）

休 館 日 開 館 時 間 入館料 交通機関

月曜日・祝日・年末年始

（ ／ ～ ／ ）

（月曜日が祝日の場合はその翌日も）

※ 月 日とボロ市開催日（ 月と 
  1 月の ・ 日）は開館します。

午前 時～午後 時 分 無料

世田谷線「上町」駅下車（徒歩 分）

バス「上町」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－上町

（渋 ）渋谷駅－用賀駅

（渋 ）渋谷駅－祖師ヶ谷大蔵駅

（渋 ）渋谷駅－成城学園前駅西口

 
（２）民家園 

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
主 な 施 設 内 容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

次大夫堀公

園民家園

喜多見

昭

旧加藤家主屋（ ）水屋（ ）

旧城田家主屋（ ）

消防小屋（ ）

旧秋山家土蔵（ ）

旧安藤家主屋・内倉

旧谷岡家表門（ ）

小田急線「成城学園前」駅下車

（徒歩 分）

バス「次大夫堀公園前」下車

（徒歩 分）

（玉 ）成城学園前駅－

二子玉川駅

岡本公園

民家園

岡本

昭

旧長崎家主屋

旧浦野家土蔵

水屋

あずまや（ ）

旧横尾家椀木門（ ）

東急線「二子玉川」駅下車

（徒歩 分）

バス「世田谷総合高校」下車

（徒歩 分）

（玉 ）二子玉川駅－

成城学園前駅

バス「民家園」下車（徒歩 分）

（玉 ）二子玉川駅→

成城学園前駅

休園日 開園時間 入園料 解説を伴う団体の見学

月曜日（月曜日が祝日・休日にあたるときは

次の平日が休園日）

・年末 ～ ）・年始（ ～ ）

午前 時 分～午後 時 分

（元日 午前 時～午後 時 分）
無料

予約制（概ね 人以上）

・原則として火曜～金曜日 祝日除く

・ か月前から受付

 
（３）宇奈根考古資料室 

所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施 設 内 容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

宇奈根

昭
事務室、整理室、展示室、

研修室、資料室、写真室

バス「鎌田」下車（徒歩 分）

（玉 ）成城学園前駅－鎌田
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（４）陶芸室 

施設名 所在地 開設年月日
敷地面積（㎡）

施設構造 施設内容 交 通 機 関
総床面積（㎡）

船橋
船橋

船橋小学校開放

施設内

昭

（平 ～

仮設

に移転）

－

ＲＣ Ｆの

Ｆ

作陶室・窯室

準備室

倉庫

トイレ

小田急線「千歳船橋」駅下車（徒歩 分）

バス「成城警察署」下車（徒歩 分）

（梅 ）梅ヶ丘駅－千歳船橋駅

（歳 ）成城学園前駅西口－千歳船橋駅

（歳 ）千歳船橋駅－千歳船橋駅

バス「廻沢」下車（徒歩 分）

（歳 ）成城学園前駅西口－千歳船橋駅

（歳 ）千歳船橋駅－千歳烏山駅（南水無）

（丘 ）千歳船橋駅－つつじヶ丘駅北口

駒沢
駒沢

駒沢地区会館内
平

－

ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ

作陶室・窯場

乾燥室

田園都市線「駒沢大学」駅下車（徒歩 分）

バス「駒沢」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－二子玉川駅

（等 ）等々力操車所－桜小学校

（等 ）等々力操車所－梅ヶ丘駅

（渋 ）渋谷駅－等々力

野毛青少

年交流セ

ンター

野毛 平

－
ＲＣ Ｆ～

Ｂ の

Ｂ ・Ｂ

第 作陶室

第 作陶室

窯場

大井町線「等々力」または「上野毛」駅下車

（徒歩 分）

バス「野毛公園前」下車（徒歩 分）

（園 ）田園調布駅－千歳船橋

バス「野毛二丁目」下車（徒歩 分）

（玉 ）二子玉川駅－多摩川駅

休館日 開館時間 使用料 利 用 方 法

年末年始

（ ～ ）

午前 時～午後 時

船橋は午後 時まで
有料

教育委員会主催の「陶芸初心者講習会」を修了し、自主活動グループに登録した

人が日時を定めて利用する。

施設名 所在地 開設年月日
敷地面積（㎡）

施設構造 施設内容 交 通 機 関
総床面積（㎡）

烏山

南烏山

烏山中学校開放

施設内

平
－ ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ
作陶室・窯場 京王線「千歳烏山」駅下車（徒歩 分）

休館日 開館時間 使用料 利 用 方 法

年末年始

（ ～ ）

学校利用時

－ －
教育委員会主催の「陶芸教室 初心者コース・一般コース・親子コース 」

に使用する。
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（５）図書館

① 中央図書館

所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施設構造 施 設 内 容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

弦巻

代表 昭

－

ＲＣ Ｆ～Ｂ の

Ｆ・Ｂ ・Ｂ の

一部

閲覧席（ 席）

おはなしのヘや

対面朗読室

録音作業室

保存庫

ＩＴコーナー

（インターネット

閲覧用パソコン

台）

田園都市線「桜新町」駅下車（徒歩 分）

世田谷線「上町」駅下車（徒歩 分）

バス「弦巻営業所」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－弦巻営業所

（黒 ）目黒駅前－弦巻営業所

バス「松が丘交番前」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－用賀駅

（渋 ）渋谷駅－祖師ヶ谷大蔵駅

（渋 ）渋谷駅－成城学園前駅

（渋 ）渋谷駅－調布駅南口

休 館 日 開 館 時 間 利 用 方 法

館内整理日（原則毎月最終木曜日）

年末年始（ ／ ～ ／ ）

特別整理期間

火～日 午前 時～午後 時

月、祝・休日 午前 時～午後 時

利用登録が必要

図 書：全館合計 冊 週間まで

ＣＤ等：全館合計 点 週間まで

② 地域図書館（１５施設）

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施設構造 施 設 内 容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

梅丘

仮事務所

松原 昭

（令 5.6.1仮 

事務所移転） 

鉄骨造 1F 対面朗読室 小田急線「梅ヶ丘」駅下車（徒歩 分）

世田谷

若林

世田谷合同庁舎

階

昭

昭

移転

平

移転

ＲＣ Ｆ～

Ｂ の Ｆ

閲覧席（ 席）

対面朗読室

おはなしのへや

世田谷線「松陰神社前」駅下車（徒歩 分）

バス「若林四丁目」下車 徒歩 分

（反 ）五反田駅－世田谷区民会館

（渋 ）渋谷駅－世田谷区民会館

砧

祖師谷 昭

（平

移転）

ＲＣ2Ｆ～Ｂ1 

閲覧席（ 席）

集会室、会議室

朗読サービス室

小田急線「祖師ヶ谷大蔵」・「成城学園前」駅

下車（徒歩 分）

奥沢

仮事務所

奥沢 昭

（令 5.4.4仮 

事務所移転）

ＲＣ Ｆ～

Ｆ
閲覧席（ 席）

目黒線「奥沢」駅下車（徒歩 分）

東横線「田園調布」駅下車（徒歩 分）

玉川台

玉川台

昭
ＲＣ Ｆ～

Ｂ の Ｆ

閲覧席（ 席）

対面朗読室
田園都市線「用賀」駅下車（徒歩 分）

代田

代田

昭
ＲＣ Ｆ～

Ｂ2の 3Ｆ･4Ｆ 

閲覧席（ 席）

対面朗読室

おはなしのへや

井の頭線「新代田」駅下車（徒歩 分）

烏山

南烏山

昭
ＲＣ Ｆ～

Ｂ の Ｆ

閲覧席（ 席）

対面朗読室
京王線「千歳烏山」駅下車（徒歩 分）

下馬

下馬

昭
ＲＣ Ｆ～

Ｂ

閲覧席（ 席）

対面朗読室

田園都市線・世田谷線「三軒茶屋」駅下車

（徒歩 分）

深沢

深沢

昭
ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ

閲覧席（ 席）

対面朗読室

バス「深沢不動前」下車 徒歩 分

（渋 ）渋谷駅－等々力

（等 ）等々力操車所－成城学園前駅

（等 ）等々力操車所－梅ヶ丘駅

（恵 ）恵比寿駅－用賀駅

（自01）（自02）自由が丘駅－駒大深沢キャンパス前

桜丘 

桜丘

 
昭  

ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ  

閲覧席（ 席）

対面朗読室 
小田急線「千歳船橋」駅下車（徒歩 分） 
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地域図書館（続き）

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施設構造 施 設 内 容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

尾山台

等々力

昭

ＲＣ3Ｆ～Ｂ1 

の 2～3Ｆ・ 

Ｂ1の一部 

閲覧席（ 席）

対面朗読室

おはなし室
大井町線「尾山台」駅下車（徒歩 分）

上北沢

上北沢

平元
ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ

閲覧席（ 席）
対面朗読室

おはなしのへや
京王線「上北沢」駅下車（徒歩 分）

粕谷

粕谷

平
ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ

閲覧席（ 席）

朗読サービス室

京王線「千歳烏山」駅下車（徒歩 分）
バス「粕谷区民ｾﾝﾀｰ入口」下車（徒歩 分）

（成 ）成城学園前駅西口－千歳烏山駅南口

鎌田

鎌田

平
ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ

閲覧席（ 席）

朗読サービス室

おはなしのヘや

バス「砧南中学校前」下車（徒歩 分）

（玉 ）二子玉川駅－成城学園前駅西口・南口

（玉 ）二子玉川駅－調布駅南口

経堂

宮坂

平 鉄骨造 Ｆ

閲覧席（ 席）

対面朗読室

おはなしのへや

インターネット閲

覧用パソコン 台

小田急線「経堂」駅下車（徒歩 分）

休 館 日 開 館 時 間 利 用 方 法 備 考

〔奥沢･玉川台･深沢･桜丘･上北沢･粕谷･鎌田〕 

毎週月曜日（祝・休日と重なる場合は翌日）・

年末年始（ ／ ～ ／ ）・館内整理日・

特別整理期間

火～日 午前 時～午後 時

祝・休日 午前 時～午後 時

利用登録が必要

図 書：全館合計 冊

週間まで

ＣＤ等：全館合計 点

週間まで

平成 年

月 日から

経堂図書館

令和 年

月 日から

下馬図書館

烏山図書館

については、

指定管理者によ

る管理運営

〔世田谷・烏山〕

館内整理日 原則毎月第 木曜日 ･

年末年始 ／ ～ ／ ・特別整理期間

火～土 午前 時～午後 時

日､月､祝･休日 午前 時～午後 時

〔砧・代田〕

館内整理日（原則毎月第 木曜日）・

年末年始（ ／ ～ ／ ）・特別整理期間

火～日 午前 時～午後 時

月､祝･休日 午前 時～午後 時

〔尾山台〕
館内整理日（原則毎月第 木曜日）・

年末年始（ ／ ～ ／ ）・特別整理期間

火～日 午前 時～午後 時

月､祝･休日 午前 時～午後 時

〔経堂〕
館内整理日（原則毎月第 木曜日）・

年末年始（ ／ ～ ／ ）・特別整理期間

火～土 午前 時～午後 時

日､月､祝･休日 午前 時～午後 時

〔下馬〕

館内整理日（原則毎月第 木曜日）・
年末年始（ ／ ～ ／ ）・特別整理期間

午前 時～午後 時

〔梅丘〕

館内整理日（原則毎月第 木曜日）・

年末年始（ ／ ～ ／ ）
午前 時～午後 時

③ 団体貸出センター

所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施設構造 交 通 機 関

総床面積（㎡）

弦巻

中央図書館内

代表

 

昭

（昭 移転）

（平 移転）

－

ＲＣ Ｆ～

Ｂ のＢ1

の一部

田園都市線「桜新町」駅下車（徒歩 分）

世田谷線「上町」駅下車（徒歩 分）

バス「弦巻営業所」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－弦巻営業所

（黒 ）目黒駅前－弦巻営業所

バス「松が丘交番前」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－用賀駅

（渋 ）渋谷駅－祖師ヶ谷大蔵駅

（渋 ）渋谷駅－成城学園前駅

（渋 ）渋谷駅－調布駅南口

休 館 日 開 館 時 間 利 用 方 法

館内整理日（原則毎月最終木曜日）

年末年始（ ／ ～ ／ ）

特別整理期間 土、日、祝・休日

午前 時～午後 時 利用登録が必要
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④ 地域図書室（５施設）

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日 総床面積（㎡） 施設構造 交 通 機 関

池尻

池尻

池尻まちづくりセ

ンター内

昭

（平

移転）

ＲＣ Ｆ～

Ｂ の Ｆの

室

田園都市線「池尻大橋」駅下車（徒歩 分）

希望丘

船橋

平
ＲＣ Ｆの

Ｆの 室

バス「希望ヶ丘団地」下車（徒歩 分）

（経 ）経堂駅－千歳船橋駅

（経 ）経堂駅－八幡山駅

（歳 ）千歳船橋駅－希望ヶ丘団地

野毛

野毛

野毛青少年交流

センター内 平元
ＲＣ Ｆの

Ｆ
大井町線「等々力」駅下車（徒歩 分）

松沢

赤堤

松沢まちづくり

センター内

昭

（平

移転）

ＲＣ Ｆ～

Ｂ の Ｆの

室

京王線・世田谷線「下高井戸」駅下車（徒歩 分）

喜多見

喜多見

喜多見まちづくり

センター内 平
ＲＣ Ｆの

Ｆ

バス「次大夫堀公園前」下車（徒歩 分）

（玉 ）二子玉川駅－成城学園前駅西口・南口

（玉 ）二子玉川駅－調布駅南口

休 室 日 開 室 時 間 利 用 方 法

毎週月曜日 祝・休日と重なる場合は

翌日 ・年末年始 ～ ・館内

整理日・特別整理期間

午前 時～午後 時

利用登録が必要

図 書：全館合計 冊 週間まで

ＣＤ等：全館合計 点 週間まで

⑤ 図書館カウンター（３施設）

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日 総床面積（㎡） 施設構造 交 通 機 関

二子

玉川

玉川

二子玉川ライズ

テラスマー

ケット 階
平

ＳＲＣ

～Ｂ の

Ｆの 室

大井町線・田園都市線「二子玉川」駅下車（徒歩 分）

三軒

茶屋

太子堂

ハイツ 階
平

ＲＣ の

Ｆ
田園都市線・世田谷線「三軒茶屋」駅下車（徒歩 分）

下北沢

北沢

ミカン下北
令 Ｓ の Ｆ 小田急線・井の頭線「下北沢」駅下車（徒歩 分）

休 館 日 開 館 時 間 利 用 方 法 等

館内整理日 原則毎月第 木曜日 ・

年末年始 ～
午前 時～午後 時

利用登録が必要

図 書：全館合計 冊

週間まで

ＣＤ等：全館合計 点

週間まで

書架 蔵書 や閲覧スペ

ース無し
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（６）教育会館

所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡） 施設

構造
施 設 内 容

総床面積（㎡）

弦巻

プラネタリウム

視聴覚ライブラリー

昭
ＲＣ Ｆ

～Ｂ

プラネタリウム（ 席）、視聴覚ライブラリー、

授乳室、喫茶室

（中央図書館

含む）

施

設

利

用

施 設 内 容 利用対象 使 用 料 利 用 時 間 休 館 日

プラネタリウム

（ドーム規模

直径 ｍ）

学習投影
無 料

（区主催事業）

月～金

午前 時～午後 時

第 日曜日

年末年始（ ／ ～ ／ ）

全館休館日（年 回）

一般投影

制限なし

大人 円

小人 円（平日のみ）

小学生未満無料

団体（ 人以上）

大人 円

小人 円（平日のみ）

※身体障害者手帳、愛の

手帳、精神障害者保健福

祉手帳所持者は半額、介

助者（当該障害者 名に

つき 名）は無料

土曜日、日曜日、祝・休日、

学校休業期間、都民の日

・午前 時

（ちびっこタイム）

・午後 時 分

・午後 時 分

（一般向け投影）

特別投影

大人 円

小人 無料

小学生未満無料

※身体障害者手帳、愛の

手帳、精神障害者保健福

祉手帳所持者は半額、介

助者（当該障害者 名に

つき 名）は無料

第 ・ 土曜日

午後 時 分

視聴覚ライブ

ラリー（貸出）

公立幼・小・中学校、

視聴覚ライブラリー

に登録した団体

無 料
月～土

午前 時～午後 時

日曜日、祝・休日

年末年始（ ／ ～ ／ ）

全館休館日（年 回）

施

設

利

用

方

法

施 設 内 容 申 込 方 法 交 通 機 関

プラネタリウム

個人 当日観覧券購入

団体 観覧希望日の か月前の月の初日から

申込受付

田園都市線「桜新町」駅下車（徒歩 分）

世田谷線「上町」駅下車（徒歩 分）

バス「弦巻営業所」下車（徒歩 分） 

（渋 ）渋谷駅－弦巻営業所

（黒 ）目黒駅前－弦巻営業所

バス「松が丘交番前」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－用賀駅

（渋 ）渋谷駅－祖師ヶ谷大蔵駅

（渋 ）渋谷駅－成城学園前駅

（渋 ）渋谷駅－調布駅南

視聴覚ライブラ

リー（貸出）
視聴覚ライブラリーヘ申込み
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（７）教育総合センター

所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡） 施設

構造
施 設 内 容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

若林

代表 令
ＲＣ Ｆの

Ｆ～ Ｆ

えがおの森（区民交流エリア）、ら

ぼラボ、授乳室、教科書センター、

研修室 （ 人用・ 人用・

人用、 人用）、総合教育相談、ほ

っとスクール「城山」、統合事務室、

会議室

世田谷線「若林」駅下車

（徒歩 分）

小田急線「梅ヶ丘」駅下車

（徒歩 分）

バス「若林」下車

（徒歩 分） 

（渋 ）世田谷区民会館－

東急百貨店本店

前・渋谷駅

バス「若林陸橋北口」下車

（徒歩 分）

（森 ）新代田駅前－

大森操車所

施

設

利

用

施 設 内 容 利用対象 使 用 料 利 用 時 間 休 館 日

えがおの森

（区民交流エリア） 
一般公開 無 料

月～土曜日

午前 時～午後 時

日曜日、祝・休日

年末年始（ ／ ～ ／ ）

らぼラボ
ＳＴＥＡＭ教育講座

受講者

ＳＴＥＡＭ教育

講座実施内容による

原則、土曜日、学校休業期間

（要事前申込）

日曜日、祝・休日

年末年始（ ／ ～ ／ ）

教科書センター 一般公開 無 料
月～土曜日

午前 時～午後 時

日曜日、祝・休日

年末年始（ ／ ～ ／ ）

（８）教育相談

施 設 名 所在地（電話・ ） 開設年月日 総床面積（㎡）施設構造 交 通 機 関

教育総合センター

来室相談・不登校

支援窓口

若林

来室相談

不登校支援窓口

共通

昭

令

現所在地に

移転

教育総合センターに同じ

教育相談室

玉川分室

玉川 Ｆ

昭

の

～

田園都市線・大井町線

「二子玉川」駅下車（徒歩 分）

教育相談室

砧分室

成城

成城 丁目事務所棟 Ｆ
昭 の 小田急線「成城学園前」駅下車（徒歩 分）

教育相談室

烏山分室

南烏山

烏山中学校東隣
平 の 京王線「千歳烏山」駅下車（徒歩 分）

相 談 内 容 休 室 日 相 談 時 間

・学校生活に関する相談

（不登校、集団になじめない、いじめ、友達と遊べない等）

・就学や進路に関する相談

（言葉や理解の発達・発達障害・就学や進路に関すること等）

・家庭生活に関する相談

（内気、落ち着きがない、しつけや性に関する悩み等）

毎週土・日曜日、祝・休

日、年末年始（ ～

）

【来室相談】教育相談室分室（ か所）

月・水・金曜日 午前 時～午後 時

火・木曜日 午前 時～午後 時

【総合教育相談ダイヤル】

月～金曜日 午前 時～午後 時

【不登校支援窓口】

月～金曜日 午前 時～午後 時
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（９）ほっとスクール

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）施設

構造
施設内容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

ほっと

スクール

「城山」

若林
平

令

現所在地に

移転

ＲＣ

２Ｆ

学習室、相談室、

多目的室、職員室 教育総合センターに同じ

ほっと

スクール

「尾山台」

尾山台

尾山台地域体育館
平

の

学習室、相談室、

職員室
大井町線「尾山台」駅下車（徒歩 分）

ほっと

スクール

「希望丘」

船橋

希望丘複合施設

平
の

学習室、相談室、

多目的室、職員室

バス「朝日新聞社前」下車（徒歩 分）

烏 千歳烏山駅（南水無）～八幡山駅

経 経堂駅～千歳船橋駅

経 経堂駅～八幡山駅

八 八幡山駅～八幡山駅（循環）

八 八幡山駅～希望ヶ丘団地

歳 千歳船橋駅～千歳船橋駅（循環）

歳 千歳船橋駅～希望ヶ丘団地

梅 梅ヶ丘駅～千歳船橋駅

小田急線「千歳船橋」駅下車（徒歩 分）

京王線「八幡山」駅下車（徒歩 分）

（１０）校外施設

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）施設

構造
施設内容 交 通 機 関

総床面積（㎡）

河口湖

林間学園

〒 山梨県南

都留郡富士河口湖町

大石字湖中 昭
ＲＣ

３Ｆ

事務室、管理人室、

職員室、リネン室、

乾燥室、保健室、食

堂、宿泊室（ 室）、

体育館

富士急行「河口湖」駅よりバスで「自然

生活館」下車

（１１）学校給食調理場

施設名
所在地

（電話・ ）
開設年月日

敷地面積（㎡）
施 設 構 造 交 通 機 関

総床面積（㎡）

学校給食太

子堂調理場

太子堂

昭

ＲＣ Ｆ

（一部地下 Ｆ

～ 地上 Ｆ）

田園都市線・世田谷線「三軒茶屋」駅下車（徒歩

分）

バス「三宿」下車（徒歩 分）

（渋 ）渋谷駅－弦巻営業所 ほか

－ 112 －
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